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MIUUUUUUUUUUUUUI 


「 歌 謡 ショ ウ の 写真 集 を 出 そ う 」 と いう の は 
公演 「 愛 ゆえに] の 企画 中 に 思い つき 、 知り 人 uo 暫 
集 に 想 み 込ん で 、 な ん と か 出版 を し で いた だ い 衣 還 
まそ の 写真 集 を な が め て いる と 懐か し く 当時 の 記 議 『 
思い 出さ れる 。 ぼく は ムー ビー より も 生 真 集 の ほう が 較 
分 の 記憶 を 鮮明 に 鱗 ら せる こと が で きる よう だ 。 た 
ら ど うし て も 写真 集 を 出し た か っ た 。 確か に 肌 版 社 に 
と っ て 押 古 の 写真 集 な ど は コス ト と 手間 が か か り ま 『 
ぎ 、 あ まり あり が た いも の で は な い 。 それ を 季 和 で 
いろ いろ な 出版 社 に 頼み 込ん だ の は 、 こ の 舞台 が と 
も 貴重 な も の で 、 残し て お く 価 値 の ある も の だ と 思う 
た か ら だ 。 二 回 目 の /「 つ ば さ 」 と 三 回 目 の 「 紅 症 | 
ぼく の 撮っ た 写真 を 使っ た 。 毎日 策 古 場 に いて 
ん の 生 の 姿 を 撮り 続け て いた の で 、 そ れ 
作ろ うと いう こと に な っ た の だ 。 写真 その 
の よう に は いか な い 。 だ が プロ に で き な い 
くに は で きた 。 そ れ は 役者 さん の 警戒 心 が 
こと だ 。 リ アル な 写真 に な る 。 し か し 、 舞 生生 
いう の は 編集 に 多く の 時 間 が か か る も の だ 。 
「 ア ラビ ア の バラ 」 と 第 五 回 『 海 神 別 闇 』 が 、 搬 
っ た も の の 出版 に 至ら な か っ た の は 、 
や す 時 間 が な か っ た か ら だ 。 そ し て で 担 
社 を 辞め た の も 大 き な 理由 だ っ た 。 で 、 | 
て も 企画 は ずい ぶん 前 に な る が ) 「 ア ラビ ア 
「 海 神 別荘 ] だ け を まとめ る と いう の 
が つか な い の で 『 歌 謡 ショ ウ 全 喝 』 
劇団 ・ 花 組 の 5 年 間 の 舞台 を 網 座 し よう 
な っ た わけ だ 。 し か し や は り 編 集 作業 は | 
(薄れ ゆく 記憶 の 糸 を た ぐり よせ な カ 
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| 
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っ っ .……)、 一 席 挫 折 し た 。 そ の と き 花 組 さ ん の な か 
で 「 全 史 」 出 すべ し 、 と いう 声 が あがっ た 。 そし て 花 組 
人 な 員 が 写真 選出 の 手伝い を し 、 横 山 智佐 きん が 監修 
と 全 キ ャ プシ ョ ン 書 き を 引き 受け て くれ た 。 こ うし て 
「 全 史 」 が よう や く 具 体 的 に な っ た 。 膨 大 な 写真 の 束 か 
ら 、 こ れ は いつ の も の 、 こ れ は 使え る 、 これ に は こう い 
う コ メン ト と いっ た 作業 は 、 実は 編集 者 に は で き な い 。 
それ が で きる の は 、 実 際 に 舞台 に 深く 関わ っ た 人 間 だ 。 
その こと に 当初 気づか な か っ た 。 出る 出る と 言っ て な 
か な か 出版 に 至ら な か っ た の は 、 ぼ く の 貢 任 が 大 きい 。 
待っ て いて 下さ っ た 多く の ファ ン の みな さま に お 入 び 
申し 上 げ ま す 。 そ し て 、 いろ いろ 思い 出 深い 歌謡 ショ 
ウゥ の 5 年 間 が 、 い まこ うし て 「 全 史 』 と いう 形 に まとまっ 
た の は 、 まさに 花 組 さん と 横山 智佐 きん の お か げ で あ 
り ま す 。 深 く 感謝 し て ぐい ます 。 も ゃ も ちろ ん 歌謡 ショ ウ に 関 
わっ た すべ て の キャ スト 、 スタ ッ フ に も 感謝 し て いま す 。 
みん な の 信じ る 力 が こん な すご い 舞 台 を 作り 上 げた 
ん だ と 思い ます 。 そ し て この 舞台 を 応援 し て くだ さっ た 、 
多く の ファ ン の みな さん ひと り ひ と り に 厚く 感謝 し ます 。 

あの 夏 の 熱い 日 々 が 、 劇場 の な か で 、 舞台 と 客席 
が 一 体 に な っ た 、 その 了 皮 間 、 あの 時 間 が 、 こ こ に 凝 縮 
され て いま す 。 どう か 辛い と き 、 悲し いと き 、 こ の 写 
真 集 の ペー ジ を めく っ て くだ さい 。 ほ ぼく たち は 同じ 時 
間 を 共有 し た 仲間 な の で す 。 ぼ くも 普 し いと き 、 こ の 
写真 集 を 抱き し め る で し ょ う 。 値段 の 高い 本 に な っ て 
し まい まし た 。 そ れ は 申し 訳 な いと 思っ て いま す 。 で 
も みん な で 一 生 懸 命 作り まし た 。 

お 買い 上 げ い た だ きま し た 方 、 お ひと りお ひと り に 
| あり が と う ご ざ いま す |。 
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田中 真紀 


1 月 15 日 生ま れ 
出身 地 東京 都 
血液 型 A 
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2 月 3 日 生ま れ 
出身 地 東京 者 
血液 型 B 
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制作 総 指揮 
広井 王子 
脚本 ・ 演 出 
永島 下村 
音楽 ・ 編 曲 
田中 公平 


MusicianS 
Drurms 

肥 典生 
E.BaSS 
菅谷 聡 
E.Gt./F.Gt. 
高石 守 


Pf. 

醍醐 紀美 
L.Per 
坂井 秀彰 


Tp 

寺嶋 昌夫 グル ー プ 
Chorus 

銘木 佐江 子 

内 田 祐也 

勝部 千鶴 


Key. 
多田 彰 駐 


Staff 


振付 
西田 幸男 


アク ショ ン 指 導 


山田 一 善 / ダ ジャ パン アク ショ ンク ラブ 


舞台 監督 
竹内 康明 / ス テー ジ バ パロ ンス タッ フ 
宮嶋 哲哉 

美術 ブ プランナー 

森 正 

美術 

山田 修 照 

長谷 川 正人 

照明 プラ ン ナ ー 

方 野 豊 

照明 プラ ン ナ ー 

本 間 彰 / 共 立 

笠井 泰三 / 共 立 

ムー ビン グラ イト 

ICON JAPAN 

音響 

典 蝶 濃 義和 / ユ イス テー ジ サ ービス 
青木 繁 茜 / ユ イス テー ジ サ ービス 
音 効 

武田 勝美 / イ メー ジフ ァ ク トリ ー 
特 効 

永岡 昇 / ス パー ク 

楽器 

飯 生成 二 / レ オミ ュー ジッ ク 
音楽 コー ディ ネー ト 

齋 藤 裕二 / イ マジ ン 
黒田 真 未 子 / イ マジ ン 

衣装 デザ イン 

木 貫 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
衣装 製作 

大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 


か つら 製作 
日 下 浩之 /Studio AD 


主催 

ニッ ポン 放送 

特別 協賛 

セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
協賛 

BMG ジャ パン 

企画 協力 

レッ ドカ ン パ ニー 

制作 協力 

ピッ グ シ ョ ッ ト 


※ 社 名 ・ 個 人 名 ・ 所 属 は 公演 当時 の も の で す 。 
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1996 年 9 月 の ゲー ム [サク ラ 大 戦 」 の 発売 か ら 約 1 年 、 夢 は 現実 と な っ て 我々 の 前 に 姿 を 
現し た 。 ジー ム 開 発 当初 か ら 広井 王子 が 想い 描い て いた 舞台 劇 の 世界 が 、 「 サ クラ 大 戦 歌謡 ショ 
ジ 」 と いう 形 で 具現 化し た の で ある 。 発表 され た 当初 は 、 よ く あ る アニ メ 、 ゲー ム の イベ ント 程 
度 に 受け 取る ファ ン も 多かっ た < し か いし 、 初 日 の 幕 が 上 が っ た 晶 間 、 会 場 に 詰め か けた ファ ン 
の 心 は 、 詩 う か り ど 国 歌劇 団 ・ 花 組 の 区 力 に 釘 づ け に な っ て とし まつ た < ゲー ム と 同じ キャ スト 

還 演 者 と し て 起用 し た こと は 、 薄情 な が ら 歌 語 シ ョ ウ な ら で は の 独自 スタ イル を 築き 、 オー 


了 ド に まる 生 演 奏 の 迫力 も あい まっ て 、 念 後 の 可能 性 を 十分 に 志す も の と な つた 。 
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Because of Love 


leell 19 


制 | 
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汽車 の 中 で お どっ ちゃ いま し た 
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革命 の 災 の 中 、 オ ンド レ は クレ た と え 果 た せ ぬ 愛 で も 、 た だ ひと と き 私 を 抱き を し めで 


1 ー 
モン ティ ー ヌ の 名 を 叫 応 


花 組 公演 「 愛 ゆえ に 」 は ぶ じ 
閉幕 。 達成 感 に ひたる 二 人 


esE:N ニュ M ンー 


カー テン コー ル は 、 一 瞬 に し て 会 場 全体 を ひと つ に する 名 曲 
「 枝 帝国 歌劇 団 」 キャ スト 全員 で 力強く 歌い あげ ます !! ElKOKUIKAGEIDANHAASUNWI 


SPECIAL PERFORIMANCE 


Because of Love 


> 5 1515 


帝国 歌劇 団 ・ 第 2 回 花 組 特別 公演 
上 つ さ 」 


園 岡 新太郎 伊賀 康成 
三浦 高 典 
永井 宙 孝 天野 恵 
il の り 
ー す [ 沢 の りこ 
較 大 濾 真 実子 
武 智 健二 山内 順子 
前 川中 紀 田中 文乃 
遇 白井 昌史 
5 米 木津 留 子 
う 子 並木 信 道 水上 未 子 
金子 恭子 岡村 明美 


つる か み こう こ 増田 ゆき 
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総合 プロ デュ ー サ ー 
広井 王子 
音楽 四 叔 

田中 公平 
脚本 ・ 演 出 

永島 直樹 


DrurmSs 
逐 典生 
EiBass 
菅谷 聡 
E.Gt./F.Gt. 


高石 守 
Pf 
醍醐 紀美 


Key. 
多田 萌 駐 
LPer 
益田 和 喜 子 
Chorus 
鉛 木 佐江 子 
内 田 祐 子 
勝部 千鶴 


Sax. 


森田 真人 
設楽 圭司 
Trumpet 
中 沢 健二 
中 谷 勝 
Trombone 
銘 木 千 
lstVL 

祝 鶴 美保 
end.VL 

深見 邦 代 


Viola 
松 沼 夕夏 


Violincall 


高山 祐子 


Staff 


演出 ・ プ ロ デ ュ ー ス ズ 補 

平松 れい 子 

振付 

西田 幸男 

高松 優子 

殺陣 師 

山田 一 善 / ジ ャ パン アク ショ ンク ラブ 
美術 ブラン 

森 正 /THE FIRST FRHAMEWORKS 


舞台 監督 

竹内 康明 / ス テー ジ バ ロ ンス タッ フ 
宮島 哲哉 / ス テー ジ バ ロ ンス タッ フ 
野原 剛 / ス テー ジ バ ロ ンス タッ フ 

林 毅 史 

美術 製作 ・ 進 行 

山田 修 照 / ス テー ジ バ ロ ンス タッ フ 
長谷 川 正 人 / ス テー ジ バ ロ ンス タッ フ 


特殊 効果 
永岡 昇 / ス パーク 


小道 具 
伊藤 克己 / 高 津 装飾 美術 


照明 
笠井 泰三 / 共 立 
本 間 彰 / 共 立 


電 飾 

浜野 尚 / リ ワン ダー ライ ト 
音響 

宮地 仁 / 共 立 


音響 効果 

武田 勝美 / イ メー ジフ ァ ク トリ ー 
音楽 製作 

弥 藤 裕二 / イ マジ ン 

営 真 一 7 イマ ジン 

楽器 

佐野 武史 / サ ン フ ォ ニ ックス 
映像 製作 

松本 鹿 明 / マ ー ベ ラス エン ター テイ メン ト 
映像 収録 

夏山 昌一 郎 / シ ネ マ バラ ダイ ス 
録音 

佐々 木 裕子 /ON AIR 

衣装 

大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 

木 合 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
鈴木 輝夫 / 東 京 衣装 

衣装 スタ ッ フ 

伊藤 恵子 / バ ックス テー ジ 

机 香織 / バ ックス テー ジ 

奈須 久美 子 / パ ックス テー ジ 


ウィ ッ グ & メ イク 

日 下 浩之 /studio AD 
近藤 裕美 江 /Studio AD 
小野 恵理 子 /studio AD 
横山 で る み /Studio AD 
林 節子 /Studio AD 


企画 ・ 監 修 

名 越 康 晃 / レ ッ ドカ ン パ ニー 
奥村 圭 作 / レ ッ ドカ ン パ ニー 

制作 

准 野 広和 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ ラ イ ゼ ス . 
小林 俊一 7 セガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
竹下 弘和 章 / ス イッ チ ・ コ ー ボ レイ ション 
鈴木 盛 夫 / ス イッ チ ・ コ ー ポ レイ ショ ン 
戸上 尊 博 / 東 宝 芸能 

制作 スタ ッ フ 

進藤 佳美 

キャ スト コー ディ ネー ター 

寺澤 和宏 

運営 協力 

小倉 視 子 / キ ョ ー ド ー 東 京 
チケ ッ テ ィ ング 

牛 原 定 明 / キ ョ ー ド 一 東京 

ケイ タリ ング 

近 喰 広 人 / ケ ン & ス タッ ラ 

橋本 淳 斗 / ケ ン & ス タッ フ 

キー ビジ ュ ア ルイ ラス ト 

藤島 康介 

キー ビジ ュ ア ル デ ザ イン 

条 田 直樹 / レ ッ ド カン バニ ー 

バ パブリシティ 

大 西 俊英 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
佐川 悦子 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
プロ ダク ショ ンコ ー デ ティ ネー ター 
佐藤 質 一 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
マー チャ ンダ イジ ング 

佐々 木 絵美 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
物品 販売 

串田 俊哉 / ス イッ チ ・ コ ー ポ レイ ショ シン 
プロ ダク ショ ンマ ネ ニ ジャ ー 

上 野 透 史 / レ ッ ド カン パ 三 ー 

神川 隆之 / 青 二 プ ロダ クシ ョ シ 
五十川 愛 / 青 二 ブ ロダ クシ ョ ン 

内 藤和 哉 / リ マッ クス 
水村 淳一 / リ マッ クス 

井田 伸彦 / シ グマ ・ セ ブン 

益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ ブン 

長島 雅子 / 大 橋 巨泉 事務 所 

村上 壮 / オ フィ ス 薫 
高橋 裕 買 / オ フィ ス 薫 

町 田 泉 / ぷ ろだ くじ ょ ん パオ バブ 
高野 あさ 子 / ぷ ろだ くし ょ ん バ オ パ プ 
飯塚 館 郎 /MT プロ ジェ クト 

浅岡 輝 喜 / ザ ・ ニ ュー スズ 

栗原 敏 / ジ ャ パシ アク ショ ンク ラブ 
田中 範 章 / 江 崎 プ ロダ クシ ョ ン 
山田 美由 紀 / エ エム ・ カ ン パ ニー 

森 正 一 781 プロ デュ ー ス 

広江 義光 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 


Nm デア YY\1、 ぶす 


パン フレ ッ ト デ ザイ ン 
深山 千晴 
三谷 奈 覆 子 AM 
撮影 

岩切 卓 士 / ワ ンダ フル カン バニ ー 
福 場 由 二 / ワ ンダ フル カン バニ ー 
編集 

Switch 

牙 修 

レッ ドカ ン パ ニー 

印刷 

東 朽 社 

発行 

セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
協力 

キョ ー ド ー 東 京 

太 正 浪漫 倶楽部 

制作 

セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 

スイ ッ チ ・ コ ー ポ レイ ショ ン 
東宝 芸能 

企画 ・ 監 修 

レッ ドカ ン パ ニー 

後援 

ニッ ポン 放送 

協賛 

ソフト バン ク 

マー ベラ スエ ンタ ー テ イメ ント 
メデ ィ ア ワー クス 

主催 

セガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 


※ 社 名 < 個人 名 所 属 は 
公演 当時 の も の で す 。 


夢 は 再び 、 そし て 大 空 に 羽ばたく 1 998 年 4 月 発売 の 「 サ クラ 大 戦 フ ]」 の ゲー ム 中 の 音楽 を も と に 、 ド ラマ 
CD 用 に 作ら れ た 曲 「 つ ば さ 」 か ら イ メー ジ を 広げ た 本 作 は 、 西原 久美 子 ( ア イリ ス ) 、 渕崎 ゆり 子 ( 紅 岡 ) の 主演 で 開催 
岡本 麻弥 (ソレ ッ タ ・ 繊 姫 ) と 伊倉 一 ミル ヒシ ュ ト ラー セ ) の 2 人 が レギ ュ ラ ー で 加わ り 、 より 京華 な も の と 
な っ た 。 また 、1998 年 4 月 開催 の ミュ ー ジ カル 「 サ クラ 大 戦 一 花 咲く 乙女 一 」 で 緑 が あ っ た 園 岡 新太郎 の ゲス ト 出 
二 を は じ め 、 今後 の 歌謡 ショ ウ を 支え て いく 役者 陣 が 、 広井 王子 の 夢 に 失 同 する か の よう に 集 っ た 公演 で も ある >。 舞 

と し て の 完成 度 、 役者 の 技量 、 ス タッ フ の 部 意 、 す べ て に お いて 前 作 を 凌 能 。 今 で も 賞 健 高 い 公演 で ある 
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ーー 


2 年 目 の 夏 が 来 た ! 
常 国 華 遇 団 ・ 花 細 参 
幕 が 上 が る と 、 戦 闘 上 最 で ビシ ッ 0 
花 組 が 、 ま ば ゆい ば か り に 纏い 


と 決め た 1 
て いた * 


紅 隔 は チャ イナ スー ツ と キャ ッ プ を 新調 


2 


7 ーー ーー に っ 
の アイ リス は 、 クマ の ポシェ ッ ト を つけ て か わい ぐさ 1820 9% ア ッ プ 


02 


【 ー 
[ 今 は 夏 だ よ 。 に 春の 歌 歌 っ て ん だ よ 」 と 、 春 が 来る x 南 風 GOGO 歌 バ トル だ !! 


通り が か っ た カン ナ に 歌 を 横取り で れ て ーー ふた つの 曲 が 重 な る と 、 お も し ろく も 美しい ハー モニ ー が 完成 し まし た 


か え で は 、 曲 中 で 扇 を 使っ た 殺陣 を 披露 。 お 見 事 


美しく 豊 く ソフ 


が ax 。 中 レニ の 革 声 に 会 場 


一 糸 乱 れ ぬ タン ゴ の 群 舞 。「 仕 方 な いわ 。 私 が 美しい か ら 」 すみ れ が 凛と 歌う 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMII 
SPECIAL PERFORMANCE 


WINGS 


id 


4 


ワタ シ が 
日 本 の 男 


7 1 
本 当 の 戦い 方 を 教え る で 一 す 。 
ども 、 か か っ て くる で ー す 


モッ プ 片 手 に 歌う 大 神 。 幕 間 に 。…… 隊長 な の に 


お 待ち な さい っ 
手出し 無用 で すわ 
公演 資金 が 入っ た 金庫 を 取り 返 
す た め 、 ギ ャ ング と 大 立ち 回 り 。 
花 組 は 強い ! 


ダン ディ の ボス は ダン ディ 団 を 従え 「 ダ ン デ ィ 」 を 歌う 。 


三 人 娘 の 曲 「 恋 の 発車 オー ライ ] を 吉 衝 の 半 和 | 


どん な と き で も 泣い ちゃ ダメ だ よ 
どん な と き で も …… 空 を 見 よう よ !. 


と 
と 


画 だ っ た の 。 


ジャ ン ( 紅 開 ) は 病 筑 の マリ ー( ア イリ ス ) を 励ま し な が ら バ リ へ 飛ぶ 


議 ラス ト は 華やか な レビ ュ 
信 ウ 。 こ の 子 が ずっ と 続い 


小 を さぁ 誠 旧 まし ょ う 馬 
の カウ ント 
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ーー 
上 
」 織 = 
」 上 1 上 


SEGA Presents 
サク ラ 大 戦 花 組 クリ スマ ス 


「 奇 跡 の 鐘 」 
| 1998.12.23 


ウェ ルフ ァ ー レ 


032 RWWsm 


クリ スマ スラ イブ スペ シャ ル 、 ア ー 紀 P 


てこ 癌 『 


と 決め た 


KrsekKL Ao Kane 


花 組 の アイ ドル 、 


アイ リ へ の 蔽 は キラ キラ 


観 に きた 舞台 に 出る ? ダッ テ / 
は タッ プ ダ ンス も 扱 置 し まし た 


034 RWEW5M 


出演 者 全員 が 交代 で 2 ン ガー と バッ クダ ン サ ー を 務め る 、 怒 潮 の メド レー 


ウラ 5 の オー ルス タン ティ ング 。 ヴェ ルフ ァ ー レ は ステ ー ジ が 近い ! 
サク ラ 1 


/ 


クリ スマ スイ ブ が 軸 生日 soa。 


ー レ ニ を 呼ぶ と 、 な せ か 総 姫 か 登場! 

昌 

も 

妖精 が 廃 法 の 槍 を まい た みた い 。 み ん な の 胸 に 奇跡 の 負 が 宮 い た 夜 
ずい 

R 

ガ 

1 シー クレ ッ ト ゲ スト 、 三 

の レニ は 
IO の べら 


EMI 035 
me 


帝国 歌劇 団 ・ 第 3 回 花 組 特別 公演 


「 紅 帳 瘍 」 
1999.6.4-/ 


東京 都 厚生 年 金 会 館 


横山 押 佐 
PR aa 
旋 瑞 ” 。 還 - 

西原 久美 子 
滑 央 ゆり 子 ga 
田中 真弓 。 融 皿 
岡本 府 冶 。 ge 
伊倉 一 恵 


折笠 愛 
陶山 章 央 
中 則 隊 導 
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. 演 出 ・ 
作 2 コ デュ ー サ ー 
広井 王子 
音楽 四 上 


田中 公平 


DrurnS 


典生 


BaSS 


菅谷 胎 
et 
高石 守 
Pt 
醍醐 弘美 


Perc. 


益田 和 玄 子 


ChoruS 
鉛 木 佐江 子 
内 田 祐 子 
勝部 千鶴 
Key. 
多田 彰 駐 
山本 曹 較 
SaX. 

閑 田 真人 
設楽 圭司 
Trumpet 
起 内 哲夫 
中 沢 健二 
Trombone 


鈴木 千 


Staff 


振付 

畠山 前 子 / リ スク 

殺陣 と 
山田 一 療 / ジ ャ パン アク ショ ンク ラブ 


美術 
松野 潤 


束 明 
塚本 悟 /ASG 


音 絡 

山中 洋一 / サ ウン ドク ラフ ト 
矢野 二郎 / サ ウン ドク ラフ ト 
衣装 

木 債 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 
ウィ ッ グ 8& メ イク 

日 下 浩之 /studio AD 


演出 助手 
中 嶋 聡 彦 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 
原 あき と / レ イネ ッ ト 


舞台 監督 

小林 清隆 / ジ ・ ア クト ・ コ ネ ク シ ョ ン 
音楽 製作 

喜 藤 裕二 / イ マジ ン 

堂 真 一 7 イマジン 

大 道具 製作 

桜井 俊郎 /C-COM 


小道 具 
中 村 エ リト / 高 津 映画 装飾 


履物 
忠弘 明 / 神 田屋 


特殊 効果 
系 田 正 志 / 特 効 


電 飾 

小田 切 秀 一 / イ ルミ ナ 東 京 
佐野 武史 / サ ン フ ォ ニ ックス 
照明 操作 

林 順 之 /ASG 

ムー ビン グ 操 作 
川谷 祐之 / イ ルミ カナ 東京 
音響 操作 

伏 江 克 司 / サ ウン ドク ラフ ト 
足立 宏 則 / サ ウン ドク ラフ ト 
古畑 英子 / サ ウン ドク ラフ ト 
衣装 スタ ッ フ 
鈴木 絢 夫 / 東 京 衣装 

伊藤 恵子 / バ ックス テー ジ 
石野 亜紀 子 / バ ックス テー ジ 
田中 亜紀 / パ ックス テー ジ 


ウィ ッ グ & メ イク スタ ッ フ 
小野 恵理 子 /studio AD 
近藤 祐美 江 /studio AD 
竹 節 嘉 恵 /Studio AD 


環 台 監 督 助手 
徳永 泰子 
原田 修司 
瀬 原 寿 子 


収録 ディ レク ショ ン 


松本 亡 明 / マ ー ベ ラス エン ター テイ メン ト 
田村 孔 亮 / マ ー ペ ラス エン ター テイ メン ト 


映像 収録 

夏山 昌一 郎 / シ ネ マ パラダイス 
清水 買 史 / 映 広 

音楽 収録 

村崎 弘史 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
後 村 孝 弘 /ON AIR 

企画 監修 

名 越 康 晃 / レ ッ ド カン バニ ー 
奥村 圭 作 / レ ッ ド カシ / 
上 野 透 史 / レ ッ ド カン パニ ー 

プロ ダク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー 

内 海 州 史 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
清水 信彦 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
上 田 ゆ み 子 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
バ パブリシティ 

山崎 純二 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
物品 販売 

佐藤 質 一 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
桶 渡 較 久 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プライ ゼス 
運営 協力 

小倉 視 子 / ミ ュー ジッ クリ ー グ 
チケ ッ テ ィ ング 

牛 原 定 明 / キ ョ ー ド 一 東京 

会 場 運 営 

橋本 浮 斗 / ケ ン & ス タッ フ 

制作 

道 正 由紀 / レ イネ ッ ト 
春川 直子 / レ イネ ッ ト 

プロ ダク ショ ンマ ネー ジャ ー 

神川 隆之 / 青 二 プ ロダ クシ ョ ン , 
五十川 愛 / 青 ニプロ ダク ショ ン 

水村 浪 一 / リ マッ クス 

益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ プン 

石井 紀 一 / 大 橋 巨 泉 事務 所 

町 田 泉 / ぶ ろだ くし ょ ん バ オ パ 

内 藤 恭 子 / ぶ ろだ くし ょ ん バ オ パ バア 
広江 義光 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 

山田 美由 紀 / エ ム ・ カ ン パ ニー 
飯塚 遂 郎 /MT プロ ジェ クト 

栗原 敏 / ジ ャ バン アク ショ ンク ラブ ヲ 
橋本 実 / ス ペー スク ララ フト 
畠山 和 真 / リ スク 


バン フレ ッ ト 制 作 
山田 真 后 / ソ フト バン ク パブ リッ シン グ 
夏 玉 豚 / ソ フト バン ク バブ リッ シン グ 
「 少 年 レッ ド 」 絵 師 
辻野 寅次郎 

デザ イン 

荒井 博文 / ギ ヤル プロデュ ー ス カン バニ ー 
岩上 伸 市 

成 直美 

撮影 

川田 洋司 

編集 

ギル プロ デュ ー ス カン バニ ー 

監修 

レッ ドカ ン パ ニー 

印刷 

共立 印刷 

発行 

セガ 。 エ ンタ ー プ ライ ゼス 

協力 

ミコ ニュ ジッ クリ ー グ 

キョ ー ド ーー 東京 

太 正 浪漫 倶楽部 

制作 

レイ ネッ ト 

企画 ・ 監 修 

レッ ドカ ン バ ニ ー 

後援 

TBS 

TOKYO FM 


協 失 

週刊 ドリ ー ム キャ スト マガ ジン シ 
マー ベラ スエ ンタ ー テ イメ ント 
主催 

セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 


※ 社 名 個人 名 ・ 所 属 は 
公演 当時 の も の で す 。 
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ファ ン を 会 場 に 招い た 制作 発表 会 を 開催 する な ど 、 力 の 入れ よう は 過去 8 公演 以上 と な っ だ 第 3 回目 の 歌謡 シ 
ョ ワ 「 紅 第 旭 ] は 、 和 都 の 導 を 支配 する 公 盗 団 の 女 ポス ・ 紅 新 電 (富沢 美 名 還 ノ す みれ ) と 、 事件 に 立ち 向かう 正 葬 
の 名 近 條 ・ 明 引 次 8( 田 中 真弓 / カ ン ナ ) が 和紙 りな す 愛 憎 の 物語 。 国歌 間 団 ・ 花 組 に と っ て 初 と な る オリ ジ ナル 
台本 、 その 台本 に 合わ せ た 新曲 の 書き 下ろ し と 、 より 本 格 的 な 舞台 を 目指 し て 作り 上 げ ら れ た 本 公演 は 、 ス タッ 


フ ・ キ ャ スト に と っ て は 今後 を 占う 試練 の 場 と な っ た 。 レ ギ ュ ラ ー と な っ た ダン ディ 団 の 活躍 や カン ナ の 妄想 な ど 、 
歌 品 ショウ の お 約束 が 確立 され た の も この 公演 。 わずか 4 日 問 の 公演 な が ら 、 大 盛況 で 幕 を 閉じ た 
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BENIIOKAGE 
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新しい レビ ュ ウ 衣装 で 華 豚 に ダン ス l と 
ころ が 、 こ の あと 大 アク シ デ テン ト が .…… 


痛い で すわ 足 が 綴 く て 硬 s 本 


舞台 で すみ れ さ ん と ぶつ か 


つて し まっ た か ら 」 自分 を 走り 


当 に あな た は 孤独 な の …… レ ニ が 問う すみ れ の 紅 新 場 か 、 ど ん な だ ろう ? 
信 は カン ナ の 妄想 。 


共 牙 組 の 新曲 が で きち ゃ いま し た 一! 本 


ワハハ ハ 八 八 八 笑い まし ルル 2 計り 
ベッ ド で 休む お すみ れ の 周り で 、 無 邪気 に は し ゃ ぐ 


- 040 Hg4 


アイ リス に 「 ス テキ 」 と の せら れ て 、 お 見 舞い に 行く 大 神 


カモ ナン カモ ナン カモ ナ 浅 草 
陽気 な 町 だ よ 


と の 


洋食 屋 さ ん も 蕎麦 屋 さ ん も 浅草 見 物 の お 嬢 さ 
ん も 、 心 は ず ま せ ス テッ プ 軽 や か 


辞表 を 提出 し た 親方 を 、 | 
「 す みれ の た め に 戻っ て 
き て 」 と 諭す マリ ア 


ピッ カリ ひら めき 君 ら 号 > 
を 金田 先生 に か ぶせ て 、*) 旨 ピヨ 
原 稽 待 ち に 踊る 花 組 5= 細 環 細 


みん な が 信じ 合え る と 
ほら 、 世 の 中 が 輝く 


で こい う 力 こそ 客 條 を 起こ す 。 すみ れ の 足 は 
コ 治 る 。 チャ ー ル スト ン は 喜び の リズ ム 
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Houunn9 as 


[ 軸 
紅 病 明 ……」 條 田 


生 は 大 得意 で 膨 る 


を 仕掛 け て 明 劉 を 待 
先 


お みこ し を か つぎ に 出かけ た タッ 
な ぜ か カン ナ を か つい じゃ いま し だ 


夏 は 恋 の 予感 。 夏 に 心 は ずん で 、 
織姫 の 笑顔 は 真夏 の 太陽 の よう 


2 ボン の 邊 は いい で 一 す 


[ 紅 音 昌 本 番 前 夜 。 帝 中 
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ああ ビー ナス よ 
お まえ の 嘆き が 
祭壇 よ り 紅 新 瘍 (すみれ) が 
妖艶 に 登場 。 美 と 芸術 こそ 
すべ て 、 と 言い 放つ 


じ [明智 さん 、 来 て は いけ ま 
月 せん ] マサ エ ( さ くら ) は 注 
き 叫 点 


目 則 し を され 、 手錠 を か けら れ 絶 体 絶 
藻 。 マサ エ は 生け 汽 に され る の か !? 


念 し ろ 、 紅 央 


次 々 と 襲い 来る 紅 閑 瘍 の 手下 に 、 明 智 小 次 郎 (カン ナ ) は 果敢 に 立ち 向かう 


FVYms TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
い コル ト が 許さ な い 」 SPECIAL PERFORMANCE 


pHEMCp BENII() KAGE 


Hele9 04 


シル クハ ッ ト の 央 人 ドク ロ 叉 


「 少 し だ け チ ャ ンス を さじ あげ ま &2 
] ・2・3 で お 互い 緊 ち 合う の で す ] 


リン 
私 を 本 気 で 相手 に し て くれ て 
本 …… う れ し い で すわ 選 コ 
を な め た 加 は 充分 に 受け て も ら うわ ] 声 り 
で て いる の は 怒り か それ と も !? 


巡 谷 は な ん て 残 醒 な ん だ ! 
違う 世界 で 君 と 会 いた い 
自分 か ら 明 濱 に 撃た れ た 紅 素 の 最後 の 願い 。 
「 あ な た に 撃た れ 、 美 し いま ま 散 り た か っ た 」 


命 を 捨て て も か な わ 必 逐 が 
ある 。 明 留 が 熟 い 涙 を 流し 
て も 、 紅 新 間 の 身体 は 冷た 
く な っ て ゆく …… 


全国 の 大 神 中 尉 に 胡 礼 


 】 し 1 四半 も W こ 
7 尼 | 
旋 」 爵 / は (1 Ni 


こう し て ニ we w 計 2 
も 、 夏 に 満開 の 桜 を 咲か か る こと が で きま し た !! n mm 
TEIKOKU KAGEKIDA 
れ て SPECIAL PERFORMANCE 


BENIIOKAGE 
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「 ユ ミカ ツラ ミレ ニア ムコ レク ショ ン ウィ ズ サク ラ 」 


| 2000.222 


東京 国際 フォ ー ラ ム ホー ル A 
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新 BR に エス コー 
エス コー ト さ れ た 花 巡 は 、 見 事 な ウ ェ デ ィング ドレ ス に 身 を 包み 、 最 高 の 笑顔 を 見 せ た 
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紋付 と マー メイ ドド レス の 振り 袖 。 


| 
| 人 
| | き 揚 ん 6 


1 
績 | 
」 
人 
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サク ラ の 償 曲 で ウォ ー キ ング 。 男役 も 娘 役 も 、 みん な 純白 の ドレ ス 姿 
ヲ 
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サク ラプ ロジ ェクト 2000 


「 花 組 プ レビ ュ ウ 」 


2000.3.19 
2000.3.20 
2000.3.25 
2000.3.26 
2000.4.8 

2000.4.9 

2000.4.16 


福岡 FFB ホー ル A ホー ル 

広島 中 国 新聞 ホー ル 

名 古屋 CBC ホー ル 

大 阪 ギャ ラク シー ホー ル 

札幌 KING XMHU 

仙台 メイ フェ アプ ラ ザ 仙 台 ワ ッ セ 「 光 」 

東京 The TBS store 前 て 赤坂 ACT シア ター 


hn 本 還 還 還 間 


6 4/16 東 吉 The TBS Store 前 赤坂 ACT シア ター 
字 尿 2000 グ 4/19 全会 
トノ / ハ ーー - 


ET 


ーー 


| ビビ アニ メ の 主題 歌 は カタ カナ の ゲキ テイ に 


、 凍 ニー 
お っ と 大 神 中 尉 は 満面 の 笑み 
エー ト 
0 福岡 


| 
1 
2000/3/19 福岡 FFPB ホー ル A ホ ー ル 


台 上 で 生 サ イン 書き 。 お 得 ! 
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織姫 が 持っ て る テレ ビア ニ メ の ボス ター は 、 


カン ナ 、 すみ れ の 名 コン ビ 「 キ ネ マ 行進 曲 」 


も ちろ ん 花 組 の サイ ン 付 き ! 


ー 区 こ 
「「 サ クラ 大 戦 GB」 は 花 組 が 
プレ イヤ ー の 名 前 を 呼び ます 」 


2000/429 仙台 メイ フェ アプ ラ ザ 仙 台 ワ ッ セ [区 」 


賞品 は ドリ ー ム キャ スト 、 


シャ ツ …… 


イマ ジ ネ ー シ ュ コ 、 
マジ ネ ー ヨ ン の 大 切 さ を 熱心 に 伝え る アイ 


リス 


052 Bs 


広島 中 国 新聞 ホー ル 


8 / 島 2000/3 


リウ 、 


名 曲 「 愛 ゆえ に 」 会 場 は 静 ま り 返 る 会 場 の みん な と 「 じ ゃ ー ん けん ぼん 」 | 


2000/3/25 名 古屋 CBC ホ ー ル 


詳 還 すり ば ち 状 に な っ て いる この ホー ル は 、 
普段 は テレ ビ 番組 の 収録 に 使わ れ て ます 
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[単なる イベ ント で 終わ ら せ た く な いよ ね ]」 
と 言っ て いた ん で す よ ね 


8 広井 まず は 、 過去 を 振り 返り つつ お 話し し て 

いこ う 思 いま す 。「 歌 謡 ショ ウ 」 の 話 を 最初 に 聞 
いた と き は どう で し た ? 

1 陶山 僕 は 舞台 経験 が な いか ら 、 話 を 聞い て も 
どう すれ ば いい の か まっ た くわ か ら な か っ た で す 
ね 。 ど ん な も の な の か も 想像 が つき ませ ん で し 
た 。 よく ある アニ メ の イベ ント みた いな も の か な 、 
と は 思い まし た けど 。 

広井 真弓 さん は どう で し た ? 
田中 私 は アニ メ の イベ ント と 同じ よう に と ら え て 
いた の で 、 別 に 驚く こと な く 「 楽 し いじ ゃ ん 」 と いう 
感覚 で し た 。 た だ 、 音楽 が 生 と いう こと を 聞い て 、 
「 す ご く お 金 を か ける ん だ な 」 と ビッ クリ し まし た 。 
西原 私 も ビッ クリ し まし た よ 、 カツ ラ を 作る と 
言わ れ て 。 
田中 あっ 、 そ れ は また 別 だ ね 。 た し か に イベ 
ント 自体 より も 、 そっ ちの ほう が ビッ クリ だ っ た 。 
西原 イベ ント の 内 容 と いう より も 、 イベ ント に こ 
ん な に お 金 を か け て 衣装 を 作り 、 カツ ラ も 作り 、 
音楽 も 生 演奏 と いう こと に 、 すごく 驚き まし た 。 
田中 私 な ん か ビジュア ル が ぜん ぜん 店 うか ら 。 
西原 私 も ( 笑 )。 
ー 同 ( 笑 )。 

田中 いや いや 、 ビ ジュ アル 的 に す ざ ごく 近い 人 
も いる な か で 私 は 極端 に 違う か ら 、 真っ 先 に 

5 「 それ は 違う ん じゃ な い の 」 と 思い まし た ね 。「 セ 

! ー ラ ムー ン 」] の ミュ ー ジ カル な ん か で は 、 アニ メ 
の キャ スト と は 別 の 人 が 演じ る じゃ な いで すか 。 

| 8 最初 は そう する べき じゃ な いか と 思っ た ん で す 。 

「 見 る 人 を 裏切る ん じゃ な いか ? 」「 ゲ ー ム を や っ 

て いる 人 に 対し て 失礼 じゃ な いか ? 」「 な ん で こ 

! ん な こと を する ん だ ろう ? ] と いう 思い は あり まし 

7G8/G7S 人 前 に 出る の は 慣れ て いる し 、 自分 
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が その 舞台 に 出 ら れる そい うこ と は うれ し か っ た 
で すね 。 

広井 な る ほど ね 。 どう で すか 、 肌 さ ん は ? 
高 乃 最初 の ころ は 今 の 歌謡 シュ ウ と スタ イル 
が 違っ て いて 、 お 芝居 より も 歌 が メイ ン で し た 
よね 。「 愛 ゆえ に 」 の と き 、 私 は オン ドレ の 衣装 
を 着 て 、 ち 一 (智佐 ) ちゃ ん と いっ し ょ に 歌っ た 
ん で すけ ど 、 オ ンド レ っ て 名 前 を 聞い た だ け で 
ギャ グ に 思え ちゃ っ て 、 こ れ を シリ アス で や る 
の か な と 疑問 に 思い まし た ( 笑 )。 で も 、 稽古 は 
大 変 だ っ た よね 。 ギ リ ギ リ ま で セッ ト も な に も 
な いと ころ で 階段 が ある と 想定 し て 演技 を する 
と か 、 メンバー が そろ わな い の に 、 み ん な で 同 
じ 踊 り を する と か ね 。 あ る 意味 、 い ちば ん 大 変 
だ っ た か も し れ な い 。 

西原 そう で すね 。| 愛 め え に 」 は 稽古 期間 が 1 
週間 程度 し か な か っ た 気 が し ます ね 。 

田中 その 大 変 さ を 私 は 感じ て いな か っ た 。 
横山 私 も 。 大変 だ と は 考え て も いな か っ た 。 
高 乃 それ は 、 イベ ント に 慣れ て いる か ら で す よ 。 
田中 豚 は その と きか ら 演 劇 的 な 舞台 を や ろう 
と し て いた ん だ よ 。 私 は アニ メ の イベ ント と 同じ 
よう に 、 歌謡 ショ ウ も | サクラ 大 戦 」 の イベ ント 
だ と 認識 し て いた の で 、 そ ん な に 大 変 だ と は 思 
わな か っ た ん だ よね 。 

高 用 「 セ リフ を 忘れ た ら 、 アド リブ で つない じ 
ゃ えば いい や 」 み た いな 感じ だ っ た し ? 

田中 そう そう そう 。 

西原 私 は 振り 付け を 覚え る こと に 慣れ て な い 
の で 、 と っ て も 大 変 に 感じ まし た ね 。 

横山 私 は あの と き 、 振 り 付け を 先生 か ら 教 え 
て も ら っ て な いん で す 。 

高 乃 そう だ 、 た し か アメ リカ に 行っ て た ん だ よね 。 
横山 ちょ うど 別 の お 仕事 が 入っ て いた ん で 
す 。 で も 、 運 悪く その 期間 に 振り 付け の 稽古 が 
組ま れ て いて 、 私 1 人 どん どん 遅れ て し まっ て 。 
し か も 、 アメ リカ か ら 帰 っ て お 稽古 に 再 合流 し 
た と き に は 、 す で に 「 花 咲く 乙女 」 の お さら い を 
する と いう 段階 だ まっ た ん で す よ 。 で も 、 私 は 1 
か ら 覚 えな けれ ば いけ な い 状 態 で 、「 ち ょ っ と 見 
せ て いた だ いて ……」 と 考え て いた ら 、「 い いか 
ら 入 っ て くだ さい 」 と 言わ れ て し まっ て 。 鏡 も な 
い 場 所 だ っ た の で 半 ペ ソ か きま し た 。 そ れ で 、 
振り 付け を 美智 恵 さん に 教え て いた だ いた ん 
LG89 起 「 愛 ゆえ に 」 の 振り は 豚 さ ん に 教え て いた 
だ きま し た よね 。 

高 乃 そう だ っ た ね 。 

渕崎 私 は イベ ント 経験 が あま りな か っ た か ら 、 
イベ ント 出演 その も の が 大 変 だ な と 思っ て いま 
し た 。 で も 、 みん な は 「 単 な る イベ ント で 終わ ら 
せ た く な いよ ね 」 と 言っ て いた ん で す よ ね 。 特 に 
真弓 さん ( 笑 ) 。 


広井 王子 メ 横 山 智 佐高 乃 机 
洋 崎 ゆり 子 メ 田中 真弓 X 伊倉 一 加 く ドス 美 ミ 


交 山 間 


「 春 恋 此花 夢 惜 別 」 の 公演 を 終え て 問 も な い 
年 3 月 17 日 。 広井 王子 氏 と 花 組 の x ン , 
1997 年 の | 愛 ゆ え に ] か ら 続 いて きた 
演 を 振り 返っ て も ら っ た 。 その 貴重 な 
様 を ここ に 初 公開 ! 
か っ た 岡本 麻弥 さん か ら は 、 お 住ま い 
カ よ り メ ッ セ ー ジ が 寄せ られ た 。 


ヽ 2005 
Ma に 
5 年 間 の 人 
~ 参 加 で き 
の ある ァ x リ 
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ー 同 ( 笑 )。 
田中 あれ 、 よ く 覚え て な いな ….() 
渕崎 腫 さん と 真弓 さん が 何 度 も 言 = ニ 
を 覚え て ます 。 だ か ら 、[ こ れ は 肖 
と ら え て は いけ な いん だ 。 木 気 で お 芝 
気持 ち で や ら な けれ ば いけ な 
し た 。 
田中 いや 、 肥 に 言わ れ て そう 思っ た の か が 
且 に 「 真 弓 さ ん 、 最 年 長 な ん だ か ら ] と 休 座 ) 
れ た こと か 。 2 
高 乃 「 し っ か り し ろ 」 っ て ね ( 生 )。 
田中 「 あ な た が 言わ な きゃ ダメ で す よ | っ て 。 ネ 
れ で 単なる イベ ント じゃ な いん だ と 考え 直し た 
… そう いう こと だ っ た と 思い ます よ 。 
高 乃 いや いや 、 そ ん な こと じゃ な か っ た と 
ます よ ( 笑 ) 。 
田中 で も 、 服 は 冷静 と いう か 慎重 だ っ た よね 。 
1 回 通し で リハ ー サ ル を や っ て みて 、 まだ 細か い 部 
分 の 演技 が 全然 で き て いな いこ と が わか っ た の 
に 、 照明 さん が 来 た か ら あ ら た め て 通し て や る と 
な っ た と きのこ と 。 そう し た ら 雇 が 「 も う 時 間 が な 
いん だ か ら 、 こ の 時 間 を どう 使っ た らい い の か 真 
弓 さ ん 決め て くだ さい 」 っ て すご い 共 い で 。 な ん と 
な く 「 こ こ は 細か いと ころ を や っ た ほう が いい ん じ 
や な いで すか ? 」 っ て 言っ た の を 覚え て る 。 
広井 最初 は いろ いろ 苦労 も 多かっ た で すね 。 
周り か ら は た だ の イベ ント 、 コ スプ レシ ョ リウ だ と 
思わ れ て いま し た し 。 
横山 私 は イベ ント の お 仕事 が 多く て 、 そ の 2 
ど 作品 の イメ ー ジ に 合わ せ て 衣装 を 考え で いた 
ん で す 。 で も 、 つい に 何 を 着 よ うか 行き 詰 ま 2K 
し まっ て 、 ある と き キャ ラク ター の コス プレ を する 
こと に し た ん で す 。 お 客 さ ん が 引い ちゃ っ た 5 と 
うし よう と 、 本 番 前 は 気 に な り まし た 。 同じ 
者 の 先輩 の 声優 さん か ら は 「 つ い に 声 像 も ここ 
まで する 時 代 に な っ た か 」 と 、 ため息 まじ り に 
われ ちゃ うし 。 「 や っ ぱり こん な 格好 を する の 
な か っ た | と 後 悔 し つつ も 衣装 の 替え も な く 、 
ー 、ー ニ た の は ボク 222 
の まま ステ ー ジ に 立っ た ん で す と 2 生 二 、 
さま が それ を すご < く 斉 ん で くれ で 、 コス 
= と 、 そ れ 以 来 ちょ っ と クセ に な 2 
いん だ と 、 それ クラ 
用 に 、$5 


の 挫 そ っ くり な 衣装 を 作っ た ん で る 
お 客 さ ま も 喜 ん で くれ まし た 。 

も 「 つ い に 声 優 も こと まで す 
と いう 先輩 の 言葉 が 頭 に 残っ で! し で 、 
クラ 大 戦 J で コス チュ ー ム や カツ ラジ を 
キャ ラク ター に な りき っ て 姜 合 を 8 と 
聞い た と き は 、 きっ と お 客 さま は きた 
思う けれ ど 、 周 り の 業界 人 は 好き な 
ろう な 、 な ん と か クオ リティ を 上 げ 


。。。 


いん だ な ] と 思い = 


こと 、 お ぉ ふざけ で チー プ に や っ て 


っ て いる 稼い うと と を 、 わか っ て も ら えた 


と は な い 
いる の で は な 
。n い が と う 22 29 


ーション で 見 て ね 」 と いう の は 
『』 に いい セリ フ だ と 思い ます 


広井 CS 
と ジ う で し た が ? 
は あ も し ろか っ た で す は 。 写真 も いっ 
ii 拓 240 は UN い 類 い 由 ( に な る わ フ て e 
と ょ か 次 の 年 も や る と は 過 わ な か っ た で す ( 笑 )。 
測 和 崎 思わ な か っ た で すね 。 0 
横山 た し か に 、 また や ろう と いう 話 は 出 て まし た 
けど …" 。 だ っ て 最初 は 、 ゲ ー ム が 大 ヒッ ト し た カ 
ゥ ファ ン 成 詳 イ ベン ト を 開催 し よう と いう こと で し た 
応 か な り 低 料 金 で 観 て いた だ いた じゃ な いで す 
の コン サー ト に し て も 安い 料金 で し た よね 。 
広井 そう で し た 。 た し か 3500 円 ぐら い だ っ た 
と 思い ます 。 スポ ン サ ー の 感謝 イベ ント と 考え 
方 は ほとん ど 同 じ で す よ ね 。 お 金 は ほとん ど ス 
ポン サー が 出し ます が 、 会 場 費 ぐ らい は 料金 を 
いた だ こう か と いう と こと で 。 最初 は 3 日 間 で 5 回 
公演 で し た 。 
田中 それ を 考え る と 完全 に イベ ント で す よ ね 。 
普通 、 お 芝居 と な れ ば それ で は ペイ で き な い と 
考え ます か ら ね 。 
広井 えら 5 く お 金 を か けた イベ ント で す よ ね 。 僕 
が 最初 に 考え ん た の は 、 声 だ け で も キャ ラク ター 
を イメ ー ジ で きる ん じゃ な いか と いう こと 。 お 客 
さん は 何 回 も 「 サ クラ 大 戦 ] を プレ イ し て いる わ 
け で すし 、 何 回 も 「 ゲ キテ イ ] を 聴く わけ じゃ な 
いで すか 。 舞台 上 で 「 ゲ キテ イ 」 を 歌っ て 声 が そ 
の まま な ら 、 ちゃ ん と キャ ラク ター に 見 える ん で 
す 。 それ だ け 声 の イン パク ト っ て 強い ん で す 。 
西原 舞台 な の に 、 お 客 さん が 目 を つぶ っ て い 
た り し て ( 笑 )。 
広井 だ か ら 「 イ マジ ネー ショ ン で 見 て ね 」 と い 
う の は 、 本 当 に いい セリ フ だ と 思い ます 。 あ れ 
以来 、 皆さん イマ ジ ネ ー シ ョ ン で 見 て いる わけ で 
すか 5。 舞台 っ て そう いう と ころ が あり ます よね 。 
あと 、 確 信 を 持っ た の は 、 森 光 子 さん や 杉村 春 
子 さん の 舞台 を 観 た と き で すね 。 あの 年 齢 で 17 
歳 の 役 と か や り ま すか ら 。 絶 対 に 無理 が ある だ 
うう と 思い な が ら も 、 で も どこ か イマ ジ ネ ー シ ョ 
ン で 補っ て 観る わけ じゃ な いで すか 。 
2 No と たと え が dR 基 で 
、 突き 詰め て いけ ば そう いう こと に な る ん 
で し ょ うか が 。 
UN 2 
言 わけ で すか ら 。 すご いで す よ 。 


イマ ジ ネ 


田中 で 、 観 て いる 側 は 笑っ ちゃ いけ な いで す 
か ら ね 。 

横山 そん な 偉大 な 先輩 の お か げ で 「 サ クラ 大 
戦 」 の 舞台 が ある ん で すね ( 笑 ) 。 

一 同 そう だ っ た ん だ 一 ( 笑 )。 

横山 勇気 を も らい まし た 。 

広井 そう で す よ ね 。 や っ ぱり お 芝居 っ て みて 
いく と 、 舞 台 と いう より は コス プレ イシ ョ ン な ん 
で す よ ね 。 

伊倉 た し か に そう で す よ ね 。 舞台 の 上 で は 自 
分 じゃ な いで すか ら 。 

広井 シェ イク スピ ア は 、 中 世 の も の を や っ た 
りす る と コス プレ イシ ョ ン だ と 言っ て いる ん で 
す よ ね 。 だ か ら 、 僕 は そん な 悪い イメ ー ジ で も 
な いん じゃ な いか と 思う ん で す 。 あ と 、 最初 に 
や っ た 「 愛 ゆえ に 」 が 、 一 番 「 歌 謡 シ ョ ウ 」 ら し 
か っ た で す よ ね 。 歌 で 場面 を つない で いく と いう 
スタ イル で 。 

田中 「 歌 語 シ ョ ウ 」 と いう 意味 で は そう で すね 。 
高 乃 場面 に よっ て セッ ト や 背景 を 替え た り 、 ダ 
ン サ ー さ ん も 何 度 も 衣装 替え を し て も ら っ た り し 
て 。 そ れ に し て も 、 や っ ぱり 「 サ クラ 大 戦 ] は 、 レ 
コー ディ ング か ら 始 まっ た と いう 意識 が 強かっ た 
か ら 、 それ を いよ いよ お 披露 目 す る と いう 緊張 感 
が あり まし た ね 。 ス タッ フ の 皆さん が 、 自 分 た ち 
の 歌 を 聴き な が ら キ ャ ラク ター を 作っ て いっ た と 
いう 話 が あっ た じゃ な いで すか 。 そ れ を 自分 た ち 
が 背負 っ て 舞台 に 立つ 、 本当 の 意味 で キャ ラク 
ター と 歌 が つなが っ て いく 上 間 で し た 。 

伊倉 そう で し た 。「2」 で も セリ フ の 収録 より 、 
それ ぞ れ の 歌 を 録 る の が 先 で し た 。 

広井 「 サ クラ 」 の や り 方 と し て それ は ずっ と 変 
わっ て な いで すね 。 


今 の 歌謡 ショ ウ の 原型 は 、 
ある 意味 「 つ ば さ 」 か ら で す ね 


広井 伊倉 さん は 「 愛 ゆえ に 」 を 生 で 観 た ん で すか ? 
伊倉 楽 日 を 観 ま し た よ 。 

広井 どう で し た か ? 

伊倉 暗転 が 多かっ た で す よ ね ( 笑 ) 。 

広井 いち いち セッ ト 変 えて まし た か ら ね ( 笑 ) 。 
伊倉 それ が 気 に な っ た の と 、 その と き は ゲー 
ム を や っ て いな く て 曲 に な じみ が な か っ た の で 、 
気持 ちの 盛り 上 が り に は 波 が あり まし た ね 。 そ 
れ か ら お 稽古 の 状況 を 聞い て いた の で 、 も うち 
ょ っ と 稽古 し て か ら や り た か っ た と いう 、 みん な 
の 気持 ち が ヒ シ ヒ シ と 伝わっ て きま し た 。 で も 、 
ゴー ジャ ス だ し 、 オ ー ケ スト ラ は 入っ て いる し … 
… そ の と きす で に 、 レ ニ 役 に 決ま っ て いた の で 、 
ララ ラ 、 歌え る ん だ わ 、 と 思っ て いま し た 。 の ち 
の 打ち 明け 話 で 、 入 交 さ ん が 「 こ れ じ ゃ 終わ れ 
な い 」 と 思っ た 気持 ち も わ か り ま し た 。 

ー 同 ( 笑 ) 

横山 それ は 、 も うち ょ っ と や れ ば 、 も っ と よく な 
る と いう こと で す よ ね 。 

伊 入 そう そう 。 そ れ で 22 年 目 も や っ た と いう 話 
を 、 お 食事 会 の と き に 聞き まし た よね 。 

横山 「 も う や め よう 」 と 言わ れる より いい で す よ ね 。 
田中 入 交 さ ん は 「 学 芸 会 ]」 と いう 言い 方 を し た 
ん で す よ ね 。 そ れ は 自分 た ち も 感 じ て で いた ん だ 
けど 、 入 交 さ ん に 言わ れ て ちょ っ と 傷つい た 
( 笑 ) 。 

伊 意 観 て いた 側 と し て も 、 楽 し か っ た し 華 や 
か だ っ た けど 、 こ れ で は 終わ れ な いと いう 気持 ち 
を みん な が 持っ て いる ん じゃ な いか と いう の も 感じ 
まし た 。 

高 乃 私 は 「 愛 め え に 」 が 終わ っ て か ら 、 み ん な 


で 朝 ま で 飲ん だ の を 覚え て る 。 

田中 朝 ま で 語っ た ね 。 

高 乃 キャ スト だ け じ ゃ な く 、 スタ ッ フ と も 「 こ こ 
は も っ と こう で きた 」 と か 、「 こ こ は こ うす る べき だ 
っ た 」 と か 話し 合い まし た 。 そ れ が 次 の 年 へ の 
礎 に な っ た ん で すね 。 

広井 気がつい た ら 朝 の 5 時 、6 時 で し た 。 本 
当 に 朝 に な っ て 新宿 で 別れ た ん で す よ ね 。 

田中 見 事 に 本 当 に 反省 会 を し た よね 。 あ れ は 
打ち 上 げ と いう より は 反省 会 で し た 。 

広井 それ で 「 つ ば さ 」 に な っ た ら 、 ずい ぷん お 
芝居 が ボリ ュー ム ア ッ プ し まし た 。 

渕崎 まっ た く 変 わり まし た よね 。 

高 乃 今 の 歌謡 ショ ウ の 原型 は 、 あ る 意味 「 つ 
ば さ 」] か ら で す ね 。 

横山 お 稽古 も 、1 カ 月 間 や り ま し た ね 。 

広井 「 愛 め え に 」 で の 反省 が 活か され た 。 
横山 「 愛 め え に 」 の あと に 広井 さん が リサ ー チ 
し た ん で す よ ね 。 こう いっ た 舞台 を や る と き は 稽 
古 を どれ だ け す る の だ ろう と か 、 どう いう 場所 を 
使う ん だ ろう と か 。 

田中 鏡 が 欲し いと か ね 。 

広井 そう そう 。 ま っ た く 知 ら な か っ た か ら 、「 い 
っ た い ど こ が 不 満 な の か 」「 ど うす れ ば 、 よく で き 
る の か 」 と か 、 み ん な に 聞き まし た ね 。 そ れ で 、 
大 きい 稽古 場 が 必要 だ と か 、 ある 程度 の 仮 組み 
の セッ ト が な いと 本 番 の ステ ー ジ で の 感覚 が わ 
か ら な いと か 、 そう いっ た 要望 を スタ ッ フ に 伝え 
て 形 に し て も らい まし た 。 

伊倉 「 紅 癌 瘍 ] か ら は 、 か な り 変 わり まし た ね 。 
西原 舞台 っ て 感じ が 強く な り ま し た ね 。 

伊 意 稽古 の や リ りや すさ が 違う 。 


「 愛 ゆえ に 」 と 「 つ ば さ 」 を 再演 し た い 


高 乃 話 が 戻る けど 、 ふ っ (渕崎 ) ち ゃ ん と (西原 ) 
久美 ちゃ ん の 「 つ ば さ 」 は よかっ た ね 。 

田中 あれ は よかっ た ね 。 積 古 場 で 泣け まし た か 
ら 。 

伊 訪 私 の 中 で は 今 で も ナン バー ワン 。 いい 曲 
で す よ ね 。 

西原 振り 付け も よかっ た 。 

伊 門 絵 も 完成 され て いる し 、 曲 も いい 、 振 り 
も いい 、 と 。 

広井 幻想 的 な シー ン で し た ね 。 

渕崎 マリ ー の た め に も お 客 さ ん の た め に も 、 
自分 の た め に も 歌い まし た 。 

高 肪 「 つ ば さ 」 の 且 居 部 分 を も っ と や り た か っ 
た っ て で 言っ で た よね 。 

西原 ちょ こっ と し か や ら な か っ た で すか ら ね 。 
田中 あの と き は 短かっ た ん で す よ ね 、 芝居 が 。 
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だ け 伝 える よう な 感じ で し た か ら ね 。 

人 mm 分 の な か で 頭 を よぎる の は 、 
[中 ゆえ に 」 と 「 つ ば き ] を 再演 し た い 、 と い 2 ご 
邊 6 ぁ の シー ン に ちょ っ と ドラ マ を つけ て 再演 

て みた い 。 上 
間 それ は 絶対 に 観 た いで す よ ね 。「 愛 ゆえ 
に 」 も 「 つ ば き 」 も お 居 部 分 は きち ん と や っ て 
な いで すか ら 。 
渕崎 [つば さ 」 は や っ て みた い 。 
広井 その 2 つ は いつ か 再演 で きる と き が ある 
ん じゃ な いか と 思っ て いる ん で す が 。 
高 用 紅 新 赴 」 は キャ スト を 変え な い 限り 再演 
で き な い で すか ら ね 。 
西原 わ ー、 悲しい ……< 
広井 「 紅 新 盟 」 か ら は 、 オ リ ジ ナ ル の 人 台本 で や 
っ て みよ うか 、 と な っ た ん で す 。「 明 め え に 」 と 「 つ 
ば さ 」 は ゲー ム の 中 に 出 て きた 公演 だ っ た けど 、 
紅 新 間 」 は 台本 を 書く 期間 と か いろ いろ な こと 
を 見 直し て 、 舞 台 の 専門 スタ ッ フ も 入れ て 、 まっ 
た く 新しい 立ち 上 げ を や っ て みよ う 、 と いう こと 
だ っ た ん で す 。 
田中 「 紅 新 間 」 か ら 今 の 公演 の 形 が で きた と 
いう 気 が し ます よね 。 
横山 カン ナ の 妄想 と か 。 
西原 あ 、[ 紅 中 瘍 ] か ら で し た ね 。 
田中 な ん か ずっ と 前 か ら あ っ た よう な 気 が す 
る けど 、「 つ ば さ 」 に は な か っ た で し た っ け ? 
広井 な いで すね 。 
横山 すみ れ さ ん が 、 ビ ンク の か わい い 着 ぐる 
み 紅 閑 坦 で 出 た ん で す よ ね 。 
高 方 そう そう そう 。 か わい い 紅 盟 。 
伊倉 「 つ ば さ 」 の と き に ダン ディ 団 が 入っ て き 
て 、 役 者 同士 の チー ム ワ ー ク が で き て 、 団結 カ 
も 高まっ た 気 が し ます 。 その と き の ダ ン デ ィ 団 は 
章 役 だ か ら 、 翌年 は 出番 が な いか も し れ な いと 
いう ポジ ショ ン に いた けど 、 こ の チー ム で また 一 
緒 に や り た いと 本 気 で 思い まし た よね 。 翌年 か 
ら は 、 ファ ン に な っ た と いう 設定 で レギ ュ ラ ー に 
な り ま し た けど ね 。 
横山 衝撃 的 で し た 。 園 岡 さん の 歌 と ダン ス は 。 


268 ミル 回 
學 し た ね 。 どこ か ら 声 が ご 
2 声 が 出 て いる ん だ っ 
の . で も 園 岡 さん は 、 帝国 歌劇 団 に 入っ て 条 
BA どこ か ら ア ドリ ブ が 飛 
くる か あがら な いと か 、 何 が あっ て も こ 
て し まう こと と か 。 ど 自 身 の 役者 人 生 の 中 で 


は 衝撃 的 な と と で 、 
て くれ まし た 。 
高 作 同じ よう に 言 

9 当 次 其 さ ん も 同じ よう に 言っ て くれ て ま 


人 生 観 が 広がっ た と 僕 に 話し 
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オリ ジ ナ ル 作 品 と いう こと で 、 
自分 の 中 に ドキ ドキ 感 が あり まし た 


西原 そう いえ ば 「 つ ば さ 」 の と き に 、 真 弓 さん 
と 智佐 ちゃ ん が 、 裏方 の 準備 が で き な い か ら ア 
ドリ ブ で つない で いた こと が あり まし た よね 。 
広井 「 延 ば せ 」 っ て 言っ て や っ て まし た ね 。 今 
考え る と あり 得 な いで す よ ね ( 笑 ) 。 

田中 セッ ト の 転換 が 終わ る か どう か の 合図 を 
くれ る 人 が いた ん で すけ ど 、 な か な か 合図 が な 
か っ た か ら 。 

横山 も うな ん か 、 テ レビ の バラ エ テ ィ 番 組 を 
作っ て いる よう な 紛 囲 気 で し た ね 。 

田中 そう だ っ た 。 

西原 それ が また お も し ろく て 。 

高 乃 そう そう 。 出 演者 も みん な で それ を 観 に 
行く か ら 、 ど ん どん 転換 する 時 間 が 遅れ て し ま 
つぐ 

ー 同 ( 笑 )。 

田中 あれ か ら 、 さ くら と カン ナ の ヘン な コン ビ 
が で きた ん で す よ 。 

広井 あれ は た また まな ん で す よ ね 。2 人 の 出 
番 が あい て る か ら 、 ち ょ っ と 出 て な ん か や っ て き 
て 、 と いう 話 で 。 

伊倉 キャ ラク ター 的 に 、 で きる と いう の も あり 
まし た ね 。 出 て も 楽し くつ な げ な い キ ャ ラク ター 
も いま すし ( 笑 ) 。 

西原 マリ ア と レニ が 出 て いっ た ら ど うな る ん だ 
ろう ? 

田中 それ は お も し ろ い ね 。 マ リア と レニ 。 
高 乃 だ ま ー っ て 延ばす だ けっ て いう 。 

伊倉 ポツリ と 「 ま だ らし い 」 と が 言っ て 。 

横山 ずっ と 黙っ て いて 、 ひと つ 「 フ ーッ 」 っ て た 
め 息 つく と か 。 

田中 固 肉 を 飲ん で 見 守っ ちゃ う ね 。「 な ん か す 
る ぞ な ん か する ぞ 」 み た いな ね 。 

渕崎 微妙 で すね 、 それ は ( 笑 ) 。 

田中 お も し ろ い よ 広 井 さん 、 今度 は それ に し 
まし ょ う ! 

高 乃 ちょ っ と 待っ て それ は …… ロ 

広井 出る ほう は 困る と 思い ます よ ( 笑 ) 。 
横山 で も 「 歌 謡 ショ ウ 」 は 、 お 酒 の 席 で 盛り 上 
が っ た ネタ を 組み 込ん で も ら っ て 、 それ が 次 の 年 
に 反映 され た り し ます よね 。 

広井 そん な こと が で きる よう に な っ た の は 、「 紅 
新 賜 以降 で す 。「 愛 め え に 」 と 「 つ ば さ 」 は わけ も 
わか ら ず 精 一 杯 や っ て いた だ け だ か ら 。「 紅 末 盟 」 
は オリ ジ ナ ル に し よう と ずい ぶん 話し まし た し 。 
横山 さす が に 、3 回 目 を や る と いう の は すご い 
と と で し た 。「 愛 ⑤ え に 」 は 勢い で や っ て し まっ て 、 
「 つばさ 」 は リベンジ 的 な 感覚 で や っ て し まっ た 
けど 、 3 年 目 を や る の は 大 き な ス テッ プ 。8 年 目 
を や る と いう こと は 、 こ の まま 軌道 に 乗せ て 4 年 
目 5 年 目 と 毎年 の 夏 の 恒例 行事 みた い に し て い 
く 、 と いう 感じ じゃ な いで すか 。 

広井 3 年 目 は すご か っ た ね 。「 紅 新 瘍 ] は オリ ジ 
ナル な の で 、 どう や っ て お 客 さ ん に 理解 し て いた 
だ く か と いう こと で 、 OVA や CD に 「 紅 末 昌 」 の シ 
ー ン を 入れ た り し て 。 い き な り 舞台 を や っ て 、「 何 
これ 7? 」 と 言わ れ な いよ うに 展開 し まし た よね 。 
田中 ドラ マ CD も 出し まし た よね 。 そ うい う 展 
開 は 、 き っ と うれ し いん で し ょ う ね 。 前 後 の スト 
ー リ ー が いろ いろ わか っ た り し ます し 。 

広井 その あたり を 組み 込ん で や る 手法 は 、 そ 
の ころ に 開発 し まし た ね 。 

伊倉 「 紅 新 瘍 ] は 、 ゲ ー ム を や っ て いた 人 は も 
ちろ ん 、 まっ た く ゲ ー ム を 知ら な か っ た 人 に も お も 
し ろか っ た っ て 言っ て も ら え る 作品 に な っ て まし た 


よね 。 
広井 オリ ジ ナ ル 作 品 と いう こと て 
に ドキ ドキ 感 が あり まし た ね 。 だ か 
な 衣装 だ と か 演出 だ と か 、 
入れ た ん で す 。 

伊倉 冒頭 で 踊っ た と き に 、( 富 沢 ) 
ワザ と ぶつ か る 演出 で 、 お 客 さん は と う 思 =/。 
ろう と 、 気 に し て まし た よね 。 柱 も 倒し Be 1 
田中 初日 は お 客 さん も ドキ ッ と し て まし た | 
日 目 か ら は お 芝居 だ っ て 理解 し て まし た けど 9 
高 乃 で も 、 あ の 趣向 は お も し ろか っ た で 3 
西原 観 て いる ほう は [どう な る ん だ ろう |。c 
思い ます も ん ね 。 
田中 服 の 演技 も けっ こう リア ル で ね 。 オ ー ヶ 
スト ラ を 止め た りす る の が 生 っ ぽく て 。 

渕崎 照明 の 落ち 方 も 生 っ ぽか っ た 。 
高 乃 そう だ っ た ね 。 


、 上 分 0m 
5 ゴー ジ 
そう いう Ez に 


みっ ちゃ ん が 


スト ー リ ー を 追う ば か り が 
お 肥 居 じゃ な い 


渕崎 私 は 「 サ クラ 大 戦 」 の 舞台 っ て 、 決 LC 
心 者 に 優し い 無 台 で は な いと 思っ で いた ん で # す 
よ 。 特に 「 ア ラビ ア の パラ 」 と か 「 海 神 別注 ] と 
か 。 と ころ が 初め て 観 た 人 が どん どん ハマ っ て 
いっ て 、 その 1 本 だ け で も お も し ろ い と 言っ 〈 く 
れ て 。 そ れ が 自信 に な っ た て いう か 、 知識 が がく 
て も 楽し め る 作品 な ん だ と 感じ て いま 
田中 それ っ て 、 うれ し いよ ね 。 
広井 そう で すね 。 スト ー リ ー を 追う ほか り が お 
芝居 じゃ な い 。 王 無 伎 な ん か 一 場面 だ け を 湖 
る わけ で すか ら 、 そん な こと を いっ た 5 成立 な 
いで すし 、 な ん と な くそ の 場面 が 成立 てい 
いい の か な 。「 サ クラ 」 に も そう いう と と 2 が 2 
で 料 に 劇 中 劇 の シー ン は 説明 不足 の 感 が 交 
で す よ ね 。 で も 、 ー 場面 と し て は 成立 L て いま 7 
か ら 、 お も し ろ いか な と 思い ます けど な ね: y 
田中 現実 と し て 、 毎回 これ だ け の お 客 きん 
会 場 に 足 を 運ん で くれ て ます か ら 4。 が 
の 友人 を 呼ん だ と き に わか っ た こと な ん 
め て の 人 は 放 庫 を 見 だ どき El 
と が ある らし いん で すね 。 
横山 闘 通 の 舞台 と は 、 お 客 さま の 林 ーー 
ゅ ら ね 。 
寺 ずっ と 好き で 観 に 来 で く 4 
いわ く 、「 そ の 1 回 で や め ず に 2 回 の 
うそ の 世界 に ハマ れる ]5 し いて 
上 が っ て 踊っ て いる 人 を 見 て 礎 外 が と 
それ 来 に 来 な な っ だ 9 < の 
y ゆ いで すね 。 た し か に 、 
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副 気 こ な る と 同時 
+ れ で 寂し い 気 持ち に な 3 


ます よ 年 は 握り を 覚え て 「 ゲ キテ イ ] を 踊る ! 
ge、 る の 盛り 上 が っ て いる お 
ら ォ ん を 見 た いと 言っ て いま す よ 。 


全 と いう の は 
の 和 くま っ た お 鶴 き ん と 私 た ち で 作り 
人 毎回 違う 癌 だ し 、 
気 を 味わい た いと いう 人 
いい る と 思う ん で す 。 
央 ラサ の 。 人 で 
が 連 が あま り 来 て いな い 、 シ ラ 
20 それ に 反し て 、 常連 が 多 
て ワー っ と 声 が 飛ぶ 中 で 味わっ た 歌舞 伝 は 、 
まっ た く 倍 う 彩り な ん で す よ < そう いう も の が 
「 サ クラ 」 に も ある ん じゃ な いか な 。 常 連 さ ん の 
ま が 飛 ん で いる と き の 熱 気 を 昧 わっ て し まう と 、 
[すげ ぇ 、 この 舞台 」 と 思っ た り し て 。 逆 に 客席 が 
戸惑っ て いる 日 も ありま すか ら ね 。 
田中 そう いう 日 も あり ます ね 。 


マゾ で すね 、 役 者 は 


伊倉 以前 、 俳協 の 養成 所 の 卒業 公演 で 井上 
ひき し を や っ て いた ん で す 。 その 公演 パン フレ ッ 
ト の 演出 家 の コ メン ト に | 養成 所 の 卒業 生 が 井 
上 ひさ し を や る の は 無謀 な る 試み だ 。 だ けど 、 
今 演劇 界 は こじ ん まり と し て し まっ て 、 無謀 な る 
試み や 自分 の 手 に 負え な いか も し れ な い テ ー マ 
に 挑む 劇団 が 少な く な っ て し まっ た ん じゃ な い 
か 」 と いう こと が 書い て あっ た ん で す よ 。 私 も そ 
れ は 常々 思っ で いで て 、 そん な な か で 「 サ クラ 」 は 
無謀 な る 試み に 挑ん で いる と 思う ん で す 。 

横山 無謀 な と と し か し て な いか も ( 笑 ) 。 

滑 居 無謀 で す よ ね 。 

便 倉 で も 、 そ の ハー ドル を 超え よう と いう 意気 
込み で や れる っ て こと は あり ます よね 。 その 卒業 
公 潰 は 、「 お まえ た ち 、 本当 に これ を や れる の 
か ? ] と いう 演出 家 の 問 い に 、「 そん な 無謀 な ご 
と に 挑戦 で きる の は 若い と き し か な いと 思う ん で 
すす と いう 生徒 た ちの 熟 意 に 押し 切ら れ て や る 
こと に な っ た らし いん で す が 、 私 は 泣い て 笑っ て 
感動 し て 帰っ て きた ん で す 。 だ か ら 無 謀 な る 試 
の に 挑 了 で きる と いう こと は 、 私 た ちっ て けっ こ 
う 右 いん じゃ な いか な っ て 思う ん で す よ 。 

広井 若い と 思い ます よ 。 無 台 は 若い エネ ル ギ 
に あふ れ て いま すか ら ね 。 

高 旋 だ っ て 本 当 に が ん ば っ て ます か ら ね 、 舞 


に 乗っ て いな いと き に 。 週 に き 
に 省 っ た 。 週 に 何 回 も ダン ス の 


貸 和 l マ プ で すね 、 役 者 は 。 
やっ つて も や っ て も これ で いい と いう の は な 


いで すし 。 

横山 な か な か た どり つけ な い ゴ ー ル を 目指 し 
て いま すね 。「 サ クラ 」 の 舞台 で は 、 立 ち 回 り に 
自信 が な か っ た り 、 本 当 に セリ フ を ちゃ ん と 覚え 
て いる の だ ろう か ? と 不安 だ っ た り 、 ステ ッ キ を 
使っ た 踊り や リフ ト な ど 、 今 ま で や っ た こと が な 
いこ と だ ら け で 、 出番 の 前 は お 家 に 帰り た く な っ て 
し まう ん で す 。 

田中 えー、 ち い ( 智 佐 ) で も ! ? 

横山 失敗 し た ら ど うし よう …… (<k う 72 
の が ん ば っ て いる ん だ けど 不器用 な 自分 が か わ 
いく っ て 応援 し た く な っ て し まう ん で す 。 ち ゃ っ か 
り し て ます ね 。 


安定 し て し まう と お も し ろく な い 
決ま ら な いこ と が お も し ろ い 


広井 これ まで や っ て き て 、 自 分 の な か で 「 歌 謡 
ショ ウ 」 に 対す る 確信 めい た も の が 出 て きた ん 
で す 。 以前 、 中 村 勘 九郎 さん が や っ て いる 「 浅 
草 パ ラダ イス 」 を 観 に 行っ た ん で す が 、 お 客 さ ん 
は 年 配 の 方 が 多い の に 、 観劇 の あと に 鼻歌 を 
歌い な が ら 帰 る ん で すね 。 お 客 さん が 幸せ そう 
な 表情 を し な が ら 、 な ん と な く 歌 を つぶ や き な が 
ら 帰 る の が 通り すがり に 聞こ えて くる 。 舞台 の 
よさ っ て こう いう こと な ん じゃ な いか と 僕 の な か 
で 確信 に な っ た 。 そ うい う 意 味 で は 、「 サ クラ ] 
は も っ と 上 を いっ て いる ん じゃ な いか と 、 それ が 
自信 に も な り ま し た し 。 世 の 中 の 流れ が こっ ち 
に 向い て いる と も 感じ まし た 。 あ と 、 僕 は 演出 
家 じ ゃ な く て プロ デュ ー サ ー だ か ら 、 カ タチ に な 
る こと を 恐れ る ん で す よ ね 。 決ま っ た カタ チ に な 
ら な いよ うに 、 そ れ を 壊す よう に し て 作っ て いる 
つも りな ん で す 。 安定 し て し まう と お も し ろく な い 、 
決ま ら な いこ と が お も し ろ い と いう か 、 変わ っ て 
いく こと が 「 歌 謡 ショ ウ 」 の スタ イル だ と 思っ て い 
る ん で 。「 海 神 別 荘 ] の と き に は 2 部 の お 芝居 を 
見 せる た め に 長く し た り 、「 新 春 歌 謡 ショ ウ 」 で は 
それ まで の スタ イル を 全部 壊し て し まっ た り 。 毎 
回 実験 だ し 挑戦 だ し 、 無謀 な と と を や っ て いる と 
思い ます 。 太鼓 な ん か 、 まさ に そう で す よ ね 。 
高 乃 で も 、 夏 と 正月 に 2 回 ある の は すご いで 
す よ ね 。 

伊倉 それ も 無謀 な る 試み ( 笑 )。 


スタ ッ フ も お も し ろ が っ て 
「 や ろう ぜ 」 と な っ た ん で す よ ね 


広井 2001 年 は 新 世 紀 を 迎え る と いう こと で 、 
あの お 正月 は イベ ント で し た けど 。 

横山 「 新 世紀 カウ ント ダウ ン 」 で すね 。 

田中 あれ は 大 変 だ っ た 。1 回 の 公演 な の に 2 
種類 の 稽古 を し まし た か ら 。 

高 有 万 あれ は すご か っ た ね 。 稽 古 は 「 新 春 」 と 
「 カ ウン ト ダ ウン 」 が 同時 だ か ら ね 。 

田中 同時 に や っ て いる か ら 混 さる ん で す よ ね 。 
「 こ れ は どっ ち だ っ け ? 」 と いう の が あり まし た よ 。 
高 乃 いろ いろ や っ て きた ん だ ね ・…… 5 

渕崎 し み じ み 。 

一 同 ( 笑 )。 

広井 言う の は 簡単 だ けど 、 や っ ぱり 「 や る 」 と 
は な か な か 言わ な いん で す よ ね 。「 カ ウン ト ダ ウ 
ン 」 は 1 日 だ け な ん だ か ら 、 ち ょ っ と トー ク を 増 や 
し た り し て 同じ こと を や れ ば いい 、 と いう の が 普 
通 な ん だ けど 、 せっ か く お 客 さん が 観 に 来る わけ 
だ か ら ガ ラッ と 変え た ほう が いい ん じゃ な いか と 
いう アイ デア を 思い つい て し まう ん で す 。 

横山 いい 曲 が た くさ ん あり ます し 。 

広井 そう で すね 。 た だ 、 ス タッ フ の 真 担 は 大 


変 だ っ た と 思い ます けど 。 

高 乃 「 新 世紀 カウ ント ダウ ン 」 を 夜中 まで や っ 
た あと に 、 次 の 新春 公演 の セッ ト へ 飾り 変え な 
けれ ば いけ ませ ん で し た か ら ね 。 

広井 で も 、 そ うい う の を スタ ッ フ も お も し ろ が 
っ て 「 や ろう ぜ 」 と な っ た ん で す よ ね 。 

伊倉 スタ ッ フ が お も し ろ が っ て くれ た の は あり 
ます ね 。「 紅 新 瘍 ] の と き に 、 紅蘭 が 松葉 杖 を 持 
っ て くる シー ン が ある じゃ な いで すか 。 あれ は ふ 
っ (渕崎 ) ちゃ ん と 私 で 相談 し て 、 楽し いけ ど 
使え な い 松 葉 杖 を いろ いろ と 考え て スタ ッ フ に 
話し て いた の で す が 、 翌日 に は その 楽し く て 使え 
な い 松 葉 杖 が で き て まし た か ら 。 

渕崎 で き て まし た ね 。 

伊倉 あれ は スタ ッ フ も 楽し ん で くれ た ん だ と 思 
いま す 。 


失敗 し て も お 酒 の せい に で きる か ら と 、 
軽い 気分 に な る か ら 


広井 陶山 君 は ほう で すか ? 楽し ん で や っ て 
ます か ? 
陶山 いや 、 僕 は そん な 楽し ん で いる 余裕 は な 


ー 同 ( 笑 )。 

陶山 芝居 の ほう は 、 い つも いっ ぱい いっ ぱい 
で つら いん で す 。 ち ょ っ と 楽に な っ て きた か な と 
思う の は 、 ダ ンス の 振り 付け を 覚え る の が 少し 
早く な っ た ぐら いで 。 

西原 早く な っ た よね 。 前 と 全然 違う 。 

広井 陶山 君 が 客 観 的 に 見 て 、 好き な こと は ど 
うい うこ と で すか ? たまに 客 席 側 で 観る と と も 
あり ます よね 。 

陶山 観 て いる と き は すご く お も し ろ い で す 。 出 
て いる と き は いっ ぱい いっ ぱい で す が 。 

伊 意 掴 台 の 上 で お 洒 を 飲ま され た と き が あっ た 
じゃ な いで すか 。 あの と き は どん な 気分 で し た ? 
陶山 お 正月 公演 の と き で す よ ね 。 あ の と き は 本 
当 に 参り まし た 。 で も 飲ん で し まっ た ら 、 わけ が わ 
か ら な く な っ て し まっ て 、 それ が よかっ た の か な 。 
田中 その あと に 獅子 舞 に 入っ た り し て 、 大変 
だ っ た よね 。 

伊 意 で も 、 お 酒 を 飲ん で し まっ た の を ピッ クリ 
し て いる 姿 が 、 私 に は その 場 の 空気 を 楽し ん で 
いる よう に 見 えた ん で す よ ね 。 お 客 さん も 欧 ま さ 
れ た の を わか っ て いて 、 陶山 君 も 飲ま され た の 
を お 客 さ ん が 気がつい た の を わか りな が ら 、 自 
分 の な か で ゆれ て いる 、 その 肥 間 の 芝居 は 、 す 
ご く 楽 し ん で いる の か な と 思い まし た よ 。 

田中 飲ま され た あと の アド リブ は すご か っ た よね 。 
渕崎 「 も う 、 どう な っ て も し ら な いで す よ 」 で すね 。 
田中 あの 本 当 に 飲ん だ あと の ひと 言 を 聞い 
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し た 。 


そ 、 [周山 君 は も う 自由 だ 」 っ て 思い ま 
広井 アド リブ 言う ん だ 、 みた いな ね 。 


内山 失敗 し て 
記さ ん が 上 手 に か らん で くれ て 、 鍛え 


ある 種 1 つの 完成 形 の よう な と ころ まで 
伸 は し て これ た の で は な いか 


= | は ゲス ト 陣 が すご いで す よ ね 。 
ね 。 救 われ て いる 。 

その 人 た ち に 失礼 が な いよ うに 
ゃ と いう 意識 が あり ます し 、 
さ 」 ン ゲス ト に よっ て お 客 さん を 呼ん で いる わけ 
な ら が すご いな と 思い ます 。 

プロ デュ ー サ ー と し て 見 て いて 、 どん 
ゲス ト が 来 て も こち ら が 受け 止め 


関 も うれ し いし や りや すい 。 で き 
方 と や っ て いけ た ら と 思っ て いる 


言葉 づか い が 難 し いか ら 、 小さ 
っ と つら か っ た と 思い ます 。 


っ た で すね 。 あ れ は ちょ っ 


の 語り も よかっ た で すし ね 。 
で は 、 あ る 種 1 つの 完成 形 の よう 
ぐ 伸 は し て これ た の で は な いか と 、 自 分 
いる ん で す 。 実際 に 「 海 神 別荘 」 を や る 
と ん と の 観客 は 退屈 し て 寝 て し まう 芝居 な 
に 、 みん な が か な りお も し ろく や っ て くれ た 。 


ほとん どの 


高 乃 赤 餅 くん は 出 て くる し 。 


田中 赤 和 餃 くん と いえ ば 映画 「 活 動 写 真 ] で の 
劇 中 劇 「 海 神 別 荘 」 で 、 カン ナ の 役 が 変わ っ て し 


まっ た ん で すけ ど 、 あ れ は 同じ 役だっ た ら よかっ た 。 
っ よっ と 多 念 で し た 。「 紅 交 瘍 ]」 の と きみ た い に 同 
じ 役 で 出 ら れる と いう 喜び も ある と 思う の で 。 


西原 衣装 と か は 同じ で し た か ら ね 。 
広井 映画 の ほう は 、 舞台 で [海神 別荘 」 を や 


つっ た と き に は で き あ が っ て いま し た か ら わ 。 舞台 
は いつ で も 直せ る けど 、 映像 は 簡単 に は 描き 直 
せな いん で す 。 あの と き は 、 映画 が 先 に 制作 さ 
れ て いた の で 難し か っ た 。 赤 餅 くん は 、 か な りあ 
と に な っ て か ら 出 て きた アイ デア で 、 舞台 を 退屈 
ぐせ な いた め の 苦 内 の 策 で も あっ た ん で すね 。 

IG わ 。 映像 で 観 て も お か し か っ た と 思い 


広井 玉 三 郎 さん が お や り に 
で は 、 餅 は 出 て とこ 
自 の 見 立て で 、[ 


な る 「 海 神 別注 」 
な いん で す よ ね 。 餃 は 客席 の 
般 が 来 た 来 た 」 と 言っ て いる だ 
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て も お 酒 の せい に で きる か ら と 、 


け で 、 実際 に は 出 て こない ん で す 。 
高 乃 泉 鏡花 もち ビッ クリ で すね 。 


まさ に 「 海 神 別荘 」 の 世界 を 
横尾 さん が 表現 し て いる ん で す 


広井 あと 「 海 神 別注 ] と いえ ば 、 横尾 忠則 さん 
に ポス ター を お 願い し た と き に 、 と て も 「 サ クラ 」 
の 舞台 を ほめ て くだ さっ た 。「 ア ング ラ だ ね 」 と 言 
われ た の が すご く 印 象 に 残っ て いる ん で す 。 

高 有 万 ぜん ぜん アン ダー グラ ウン ド じ ゃ な いで す 
けど ( 笑 ) 。 

広井 そう いう に お い を 感じ た の か も し れ な い 
で すね 。 ポ スタ ー の ほう も 、 横 尾 さ ん の 初期 の 
ポス ター の 究 囲 気 が 出 て いま す よ ね 。 

田中 すご い ポ スタ ー で す よ ね 。 

高 乃 みん な 流れ て いま すか ら ( 笑 ) 。 

西原 ジャ ン ポ ー ル も いっ し ょ に 流さ れ て る ( 笑 )。 
広井 横尾 さん に お 受け いた だ く 条件 は 、「 す ご 
く 楽 し そう だ か ら 自 分 に 自由 に や ら せ て ほし い ]」 
と いう も の だ っ た ん で す 。 あ ん な に キャ スト さん 
が 小さ い の は 、 お 芝居 の ポス ター と し て 普通 は 
あり 得 な いで す よ ね 。 宝塚 や 猿之助 さん の と こ 
ろ で は 許さ れ な いで し ょ うけ ど 、 横尾 忠則 ワー ル 
ド と し て は 非常 に 完成 し て いる と 思い ます 。 
高 乃 5 円 玉 の 裏 に マリ ア が いま すね 。 ち ょ っ 
と ドク ロ X みた いで 。 

広井 絵解き を し て みる と 非常 に よく わか る ん で 
す 。 奥 側 に 浅草 が ある ん で す 。 そ し て 、 手前 側が 
海底 な ん で すね 。 深海 に 沈ん で きた と いう か 、 ま 
さ に 「 海 神 別注 ] の 世界 を 横尾 さん が 表現 し て 
いる ん で す 。 


現代 的 な セン ス を 入れ て 直し て いる の は 
「 サ クラ 」 の 特徴 だ と 思う ん で す 


広井 あら た め て 「 海 神 別注 ] を 振り 返っ て みる 
と 、 どう で し た か ? 

横山 本 番 の 1 週間 前 まで は 、 ま っ た く 動 き の 
違う 劇 が で き あ が っ て いた の で す が 、 ほとん ど 毎 
日 休み な く 台 に 立っ て いて 忙し い 市 川 春 猿 さ 
ん が 、 ほ ん の 1 週間 し か な い お 休 み を 「 サ クラ ] 
に くだ さっ て 、 所 作 指導 を し て くれ まし た 。 春 猿 さ 
ん が 所 作 を つけ て くだ さっ た あと の も の と 、 それ 
まで 私 た ち が 1 カ月 か け て お 稽古 し て いた も の 
と で は や は り 大 きく 違っ て いて 、 歌舞 伎 の 底力 
を 見 まし た 。 

広井 それ は 言え ます ね 。 型 と いう の は 恐ろし 
いも の で す 。 

渕崎 ひと 目 ご 覧 に な っ た だ け で 、「 は い 、 こ こ 
と ここ 」 と いう 感じ に 片っ端 か ら 直 し て いか れる 
ん で す 。 小気味 よく て か っ こよ か っ た 。 

横山 た と えば 美女 が 公子 に 「 故 郷 に 帰し て く 
だ さい 」 と 言っ て すがる シー ン も 、 最初 は 普通 に 
公子 に つめ ゆめ よっ て いた ん で す が 、 そう する と お 客 
さま に お 尻 を 向け て し まう こと に な る ん で す 。 春 
猿 さ ん は 「 お 願 が 見 えな いと も っ た いな いで すか 
ら 」 と お っ し ゃ っ て 、 お 客 さ ま の ほう に 顔 を 向け 
た まま 後ろ 手 に 公子 の 服 を つか ん で お 願い を す 
る 、 と いう 見 立て に し て くだ さっ た ん で す 。 

広井 僕 も 春 猿 さん が 現場 で 所 作 指導 し て くだ 
さっ て いる の を 見 て いて 、 あら た め て 歌舞 伎 は 役 
者 を 観 に 行く も の だ と 感じ まし た ね 。 

横山 私 は 直前 に 動き が た くさ ん 変わ っ た か ら 、 
脳みそ が 飽和 状態 で し た 。 

伊倉 毎回 、 主演 を 任 さ れる 人 は 大 変 で す よ ね 。 

広井 一 幕 の 最 後 を 任 さ れる と 責任 重大 な ん で 
す よ ね 。 幕 を 下ろ さ な い と いけ な いで すか ら 。 


横山 自主 稽古 の 日 に 移 古 場 に 行っ て 
導 し て いた だ いた こと を 思い 出し な が 5 引 を 
独占 し つつ 1 人 稽古 を し て いた ん て す が 3 
ス な ん で し ょ うか 、 甘い も の が 手 用 せな Cr 
に ここ oe ヽ お 
まん じゅ う を 口 に モ ゴ モ ゴ く わ ぇ えな が 5 重い て 
まし た 。 お まん じゅ う を 飲み 込む と 、 ま た % の = 
まん じゅ う を くわ えて …… と いう 感じ で 。 
広井 それ は 猛烈 な スト レス で すね 。、 で 8 
は 春 猿 さん が いら っ し ゃ る と いう の を 半分 く お 
し か 信じ て な か っ た ん で す 。 歌舞 伝 の 方 が 来 て 
くれ る と は 思っ て も いな か っ た ん で 、 本 当 に ぃ i 
し た と き は ビッ クリ し まし た 。 
伊倉 主たる と ころ だ け で な く 、 全編 見 て いた 
だ け て うれ し か っ た で す 。 私 な ん か ちょ っ と し た 
シー ン な ん で す が 回 る と 役 が 大 きく な り まま | 
と 言っ て いた だ け て 。 
高 乃 「 え 一 、 そ うな ん だ ] と か 言っ て ね 。 
伊倉 そう いう 細か いと ころ まで 見 て いた だ け 
た ん で す 。 
西原 私 も お じ ぎ の 仕方 を 教え て いた だ き 
だ 
高 乃 和風 の 衣装 と いう だ け で も 、 ず いぶ ん 所 
作 に 影響 が あり ます か ら ね 。 
横山 和風 の お 芝居 は だ らし な く や る と と s と 
ん ぐず ぐず に な り ま すね 。 
広井 で も 、 和 風 の も の を アレ ンジ 3 と 
で す よ ね 。 
高 用 色 も きれ いで し た し 。 
広井 和風 と いっ て も 歌舞 伎 と は 違い ま 抽 ^ 
現代 的 な セン ス を 入れ て 直し て いる の 2 
ラ 」 の 特徴 だ と 思う ん で すず 


、 所 人 


春 猿 さん も ドキ ドキ だ っ た と 思い ます 


公演 は どう で し た が ! 


の 引 衣 
広井 神崎 すみ れ 錠 半 いい 


高 乃 いずれ は この と き が くる CR 
けど ね 。 誰 か し ら が 引退 する と き が 。 
田中 それ が みっ (美智 恵 ) ちゃ ん で 
思っ て まし た けど 。 
横山 また 春 猿 さん の 話 
私 は 歌舞 伝 役者 の 方 と 共 
は 一 生 な いも の だ と 思っ て いた の 
出演 し て いた だ け て 大 殿 奮 で し た 
本 当 に そう だ ね 。 結論 
由 な か な か な いで す よ ね 。 人 0 の 
ー ル が あい て いた と か 、 春 猿 さん か の 2 
と を 好き だ っ た と か 、 いろ いろ な いい し ドキ 
っ て 実現 し まし た 。 実際 に は 、 2 の 上 
だ っ た と 思い ます 。 女形 の か 


は な いと は 


に な っ て し まい ます が 


くど と 
に せ て いた だ くど 
で 、 特 和 


員 を 教 ん (UE 


て も や り に くい と 思う し 。 

る 色 と = っ ( 診 ) ち ゃ ん と 上 
昌和 ー ン 2 
ぁ いな が 5 2 た 。 

ら ぬか と 思っ た s 
ee ント 人 、「 失 歌 衣 ショ ウ ] だ け で も 
私 た ち は いっ ぱい いっ ぱい な の に 、 まだ 違う こ 
と ゃ っ て いる ん で す も ん ね 。 
広井 居 蘭 リ り で や っ て まし た ね 。 
横山 も 2、 や る し か な か っ た で す が 25。 
ウ 組 の 3 人 に は 、 が ん ば っ て 


いた だ きま し た 。 


広井 王子 "と いう 男 は 、 
た に や り た いも の が ある と いう こと が 
わか り ま し た 。 


広井 で は 、 そ ろ そ ろ お 時 間 に な り ま し た の で 、 
時 後に 今後 の 豊富 を お 願い いた し ます 。 

横山 [歌謡 ショ ッ 」 は カツ ラ や 衣装 な ど な ど 、 
た くさ ん の プロ の 方 に 支え られ て いま す 。 私 た ち 
も は じ め は イベ ント 気分 で し た が 、 いま や プロ と 
し て [サク ラ 」 の 舞台 に 立つ 責任 を 感じ て お り ま 
す 。 お 客 さ ま に は ひと と き の 夢 を 見 て も ら え る よ 
うな 、 そ し て 大 い に ト リッ プ し て も ら え る よう な 舞 
人 台 を お 観 せ し た いと 思い ます 。 

伊倉 役者 に な っ て 舞台 を や っ て いけ る と いう 
の は 、 す ご く チ ャ ンス を も ら え て いる と 感じ て い 
ます 。 役 者 を 志 し た と し て も 、 舞 台 を 何 本 も 踏 
め な い 人 が いま す も の ね 。 そ の チャ ンス は 活か 
さ な け れ ば ……:" で す よ ね 。 この チー ム な ら 、 き っ 
と や れ そ うな こと が いっ ぱい ある と 思う ん で す 。 
キャ ラク ター を 背負 っ て いる か らし ん どく な る こと 
も あり ます が 、 無謀 な る 試み を いつ まで も し た い 
気分 で す 。「 こ ん な も ん で いい だ ろう 」 と いう お 手 
軽 な と ころ に 流れ な い 、 常に 高み を 見 て いた い 


サク ラ 大 戦 に 舞台 が ある こと を 知っ た の は ? 


MS ちょ うど 「 受 ⑤ え に 」 の 公演 
ーー こと で 要 さ せ て いた だ きま し た 、 その と 
すか は この 押 合 に 立っ て も らい ま 
ES 私 は 半分 冗談 だ と 
0 た ね ( 笑 ) 。 こう いう 言葉 っ て 、 あいさつ 

は っ た りす る じゃ な いで すか 。 と ころ が 、 広井 


さん の 場合 は 違う 
うん で す よ 。 ふ いな 
と 思う と 本 気 た っ よ 。 ふざけ て いる の か な ? 


す が 大 々 的 に 
9 に 3 
っ て いた し 、 流れ て いる CM で 作品 の 存在 は 知 


が 自 人 eS た 。 その 時 に は 、 ま さ 
る と am っ 。 の 菱 』 の 輪 の 中 に 入れ て いた だ け 


で す 。 体 力 が 続く まで 。 

西原 こん な いい お 話 の あと で あれ な ん で す が 、 
や せる と 宣言 し た に も か か わら ず 、 まだ や せ て い 
な いん で すね 。 だ か ら 、 腹 筋 と 背筋 を つけ な が 
ら じ ょ うず に や せ て 、 次 な る 公演 に 備え た いで 
す ( 笑 ) 。 

陶山 いつ も と 変わ ら な いで す が 、 や る こと が 
決ま っ た ら と に か く ひ た すら が ん ば り た いで す 。 
渕崎 美智 恵 さ ん が いな く な っ た と いう こと は 、 
[サク ラ 」 に と っ て 大 き な で き ご と だ と 思う ん で す 。 
すみ れ さ ん が 引退 し た と いう 事実 を 受け 入れ つ 
つ 、 過剰 に 反応 し な いよ うに これ か ら も 作っ て い 
けれ ば いい か な 。 


実際 に 舞台 に 立つ こと が 決ま っ た と き は ? 


途中 か ら の 参加 だ っ た けれ ど 、「 愛 ⑤ え に 」 の 舞台 を 
観 て いま し た か ら 、 わ り と すん な り と 入る こと が で き 
まし た 。 で も 、 歌謡 ショ ウ は 「 女 優 で ある 織姫 が 、 劇 
中 で さら に ほか の 役 を 演じ る ] と いう 二 重 、 三重 の 
複雑 な 構造 に な る わけ で す 。 そ うい う 意 味 で は 、 お 
も し ろく も あり 怖く も あり ます 。 


歌謡 ショ ウ で 演じ た 役 で 、 一 番 心 に 残っ て いる の は ? 
歌謡 ショ ウ に 出 て こ な か っ た 、「 紅 上 瘍 ] の さなえ さ 
ん ( 笑 )。「 ア ラビ ア の バラ 」 で の 桂 由美 さん デザ イン 
の ドレ ス は 、 み な さん に セッ ト と 言わ れ て まし た ( 笑 ) 。 
紅白 の 小林 幸子 さん みた い だ っ て 。 で も 、 私 は ブラ イ 
ダル ショ ー に 出 ら れ な か っ た の で 幸せ で し た 。 


ほか の 方 の 役 で 、 演じ て みた か っ た 役 は ? 

怪人 デベ ソ ? ( 笑 ) や っ て みた い 役 は た くさ ん ある 
けれ ど 、「 ア ラビ ア の バラ 」 の シン シア が 織姫 に ビッ 
タリ だ と 思う ん で す 。 私 が 、 と いう より 織姫 に や ら せ 
た か っ た 役 で し た ね 。 あ の と き 、 私 は 動け な か っ た 
し ( 笑 ) 。 織姫 は い ど ちら か と いう と 、 動 き 回 っ て 活き 
て くる キャ ラ だ と 思う の で ……" あ れ は あれ で 幸せ で 
し た が 、 動い て みた いと いう 欲求 は あり まし た 。 あ と 
は 、 男役 に 挑戦 ! 


思い 出 に 残っ て いる 公演 は ? 
最初 に 参加 させ て いた だ いた 「 つ ば さ 」 は 、 や っ ぱり 


田中 アニ メ の イベ ント だ と 思っ て 始 っ た 「 歌 謡 
ショ ウ 」 で す が 、 い い お 客 さん に 恵まれ て 想像 を 
絶する 育ち 方 を し て きま し た 。 最初 は 「 こ う や ろう 
よ 」] と いう の が あっ た の で す が 、 今 は 「 自 分 が つい 
て いけ る か な ? 」 と いう 危機 感 の ほう が 大 きい で 
すね 。 体力 の 限界 を 感じ つつ 、 がんばり ます 。 

高 乃 ここ まで きた の に 、 こ の “広井 王子 " とい 
う 男 は 、 まだ 先 に や り た いも の が ある と いう こと 
が わか り ま し た 。 み ん な で 一 緒 に この 人 に つい 
て いき た いと 思い ます 。 ス タッ フ の 協力 で 、 ち っ 
ちゃ な 想い も アイ デア も 実現 で きる いい チー ム 
に な っ て きた の で 、 や れる 限り 続け た いで す 。 


思い 出 深 いで すね ぇ 。 ち ょ うど 歌謡 ショ ウ が 方 向 性 
を 模索 し て いる 時 期 だ っ た ん で すね 。 み ん な で 意見 
を 出し 合っ て 、 こ れ か ら ど う や っ て いこ うか ? と 考え 
て いた の で 、 と て も 楽し か っ た で す 。 それ に 終わ っ た 
始 間 に は 、 み ん な 次 の こと を 考え て いま し た か ら 。 
その 勢い は すご か っ た で すね 。 楽屋 に 戻っ で も 、 芝 
居 の 話 ば か り し て いま し た し 。「 サ クラ 大 戦 活動 写 
真 ] に 、 楽 屋 の シー ン が あり ます が 、 私 た ちの こと を 
アニ メ 化 され た よう な 不思議 な 気分 で し た 。 これ っ 
て 、 私 た ち に し か な い 感 覚 で し ょ ? 得 し た 気分 N 


今後 の 歌 衣 シ ョ ウ へ の 意気 込み 
自分 の 未来 が だ うな る の か は わか り ま せん が 、 私 に と 
っ て 「 サ クラ 大 戦 」 は 大 切な 作品 だ し 、 日 本 に 帰る と 
き は 「 サ クラ 大 戦 の 織姫 ]」 と し て な ん で す よ ね 。 日 本 で 
は それ こそ サク ラー 色 、 サク ラ に 燃え よう と 思っ で い 
ます 。 


花 組 メン バー へ の メッ セー ジ 

日 本 を 留守 に し て いて ご 迷惑 を か けっ ぱ ばなし な の 
に 、 帰国 する た びに 「 お か えり 」 と 温か く 迎 え で くだ 
さっ て 、 本 当 に あり が と う ご ざ いま す !!| いつ も 穴 族 
の と ころ へ 帰る よう な 気持 ち で す 。 私 が アメ リカ 行 
き を 決め た と き に も 、 み ん な で 送別 会 を 開い で くれ 
rectn 。 も し 「 サ クラ 大 戦 」 が な か っ た ら 、 アメ リカ 
で 孤独 死 し て いた か も し れ ま せん 。 人 花 組 に は 、 い る 
いろ な 挑戦 の 場 が あっ で と て も 幸せ に 思っ で いま す 。 
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| 田中 真弓 圭 次 朗 池田 勝 (友情 出演 ) 4 1 
| 石垣 広 文 
岡本 麻弥 
伊 廊 一 恵 北沢 光雄 
Anna( 吾 奈 ) 
折笠 愛 きた だ に ひろ し 
又 村 奈 科 美 
陶山 章 央 山 沢 の り 
中 嶋 聡 彦 
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- 演 出 ・ 
全 プ ロ デ ュー 


広井 王子 


Trumpet 

起 内 哲夫 
中 沢 健二 
Trombane 


部 木 千 


Staff 


振付 

畠山 龍 子 / リ スク 

殺陣 上 
山田 一 善 / ジ ャ バン アク ショ ンク ラブ 
編曲 。BGM 

多田 影 文 / イ マジ ン 


編曲 

岸 村 正実 / イ マジ ン 
美術 

松野 潤 

照明 

塚本 悟 /ASG 


音 約 
矢野 二郎 / サ ウン ドク ラフ ト 


衣装 

木 債 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 
鈴木 輝夫 / 東 京 衣 装 

ウィ ッ グ メイ ク 

日 下 浩之 /studio AD 

近藤 裕美 江 /studio AD 
歌唱 指導 

横山 美奈 

演出 アシ スタ ント 

中 嶋 聡 彦 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 
演出 助手 

原 あき と / レ イネ ッ ト 

舞台 皿 督 

小林 清隆 / ジ ・ ア クト ・ コ ネ ク シ ョ ン 
音楽 製作 

弥 藤 裕二 / イ マジ ン 

常 真 一 7 イマ ジン 

大 道具 製作 

桜井 俊郎 /C-GOM 

渡部 博文 /C-COM 


小道 具 

中 村 エ リト / 高 津 映画 装飾 
履物 

忠弘 明 / 神 田屋 


特殊 効果 
系 田 正 志 / 特 効 


電 飼 
小田 切 秀 一 / イ ルミ カ 東 京 
楽器 

佐野 武史 / サ ン フ ォ ニ ックス 
照明 操作 

林 順 之 /ASG 

ムー ビン グ 操 作 
川谷 祐之 / イ ルミ ナ 東 京 

彰 究 操 作 

寺田 泰 人 / サ ウン ドク ララ ト 
古井 由美 / ボ ウシ ンド クラ ラフト 
伏 江 克 司 / サ ウン ドク ララ ト 
球 装 協力 
桜井 まどか / 桂 由美 ブラ イダ ル ハ ウス 


衣装 スタ ッ フ 

伊藤 恵子 / バ ックス テー ジ 
竹の子 博子 / バ ックス テー ジ 
吉村 恵子 バッ クス テー ジ 

栗 津 和泉 / バ ックス テー ジ 

ウィ ッ グ & メイ クス タッ フ 

小野 恵理 子 /Studio AD 

渡邊 聡子 /studio AD 
高村 マ ド カ /studio AD 

舞台 監督 助手 

村上 勇作 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
徳永 泰子 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
土田 一 美 

収録 プロ デュ ー ス 

長澤 隆之 /avex mode 


映像 収録 
島田 大 輔 / ト ゥ ー マ ッ クス 


音楽 収録 
村崎 弘史 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
後 村 孝弘 /ON AIR 


企画 ・ 監 修 

名 越 康 晃 / レ ッ ド カン バニ 
奥村 圭 作 / レ ッ ド カン バニ ー 

柏原 隆 / レ ッ ド カン バニ ー 

プロ ダク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー 

内 海 州 史 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 
清水 信彦 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ ラ イ ゼ ス 
中 山 雅 弘 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 


上 田 ゆ み 子 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ ラ イ ゼ ス 


パブリ シテ ィ 

山崎 純二 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
物品 販売 

大 野 彰 則 / セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
荒川 里奈 / 太 正 浪漫 堂 


太 正 浪 湯 堂 事務 局 
宮 治 美紀 / セ ガ ・ エ ンタ ー ブ プライ ゼス 


章 野 淳 / フ ロス トイ ンタ ー ナ ショ ナル コー ポレ ーション 


d-direct 

保 敏 正 

運営 協力 

小 廊 袖 子 / ミ ュー ジッ クリ ー グ 
チケ ッ テ ィ ング 

牛 原 定 明 / キ ョ ー ド ーー 東 京 
会 場 運 営 

橋本 浮 斗 / ケ ン & ス タッ フ 
営業 

服部 晃一 / レ イネ ッ ト 
制作 

道 正 由紀 / レ イネ ッ ト 
春川 直子 / レ イネ ッ ト 


プロ ダク ショ ンマ ネ 計 ジャ ー 

横山 智佐 / バ ン ビ ー 坊 

五十川 愛 / 青 二 プ ロダ クシ ョ ン 

水村 浪 一 / リ マッ クス 

益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ ブン 

尾崎 直美 / シ グマ ・ セ ブン 

町 田 泉 / ぶ ろだ くじ ょ ん バオバブ 

内 藤 恭 子 / パ ろだ くし ょ ん バオバブ 

山田 美由 紀 / 工 A・ カン バニ ー 

広江 義光 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 

赤坂 雅之 / ク リー ムイ ンタ ー ナ ショ オル 

橋本 実 / ス ペー スク ラフ ト ・ エ ンタ テイ メジ シド 
ヤブ ロダ クシ ョ シ 

ヤブ プロ ダク ショ ン 

栗原 欲 / ジ ャ バン アク ショ ンク ラブ 

森 雅史 / イ マジ ン 

石野 仁子 / ヴ ィ ス タタ 

畠山 和 真 / リ スク 


パン フレ ッ ト 制 作 

山田 真司 / ソ フト バン ク バ パブリッシング 
夏 玉 豚 / ソ フト バン ク パブ リッ シン グ 
デザ イン 

荒井 博文 / ギ ル ・ プ ロ デ ュ ー ス カン パニ ー 
岩上 伸 市 

蔵 直美 / ギ ル ・ プ ロ デ ュ ー ス カン バニ ー 
撮影 

川田 洋司 

名 越 康 晃 

小 安 勇 次 

編集 

ギル ・ ブ プロ デュ ー ス カン バニ ー 
レッ ドカ ン バ ニ ー 

印刷 

共立 印刷 

発行 

セガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 

協力 

ュー ウル リー の / 

キョ ー ド ーー 東京 

太 正 浪漫 倶楽部 

太 正 浪漫 堂 

衣装 協力 

桂 由美 ブラ イダ ル ハ ウス 

制作 

レイ ネッ ト 

企画 監修 

レッ ドカ ン パ ニー 

応援 

( 協 ) 浅 草 お か みさ ん 会 

後援 

bay fm 


協 人 

ドリ ー ム キャ スト マガ ジン 
aveX mode 
メデ ィ ア ファ クト リー 
バン ダイ ビジ ュ ア ル 
g-Sekai 

(株 )ISAO 

(株 )NTT ド コモ 


主催 
TBS 
セガ ・ エ ンタ ー ブ プラ イ ゼ ス 


※ 社 名 ・ 個 人 名 ・ 所 属 は 公演 当時 の も の で す 。 
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円 熟 期 に 入っ た 帝国 歌劇 団 ・ 花 組 が 送る 第 4 回 目 の 歌 衣 シ ョ ウ は B] に リ シ 
下ろ し 楽曲 で 綴る 舞台 劇 「 ア ラビ ア の バラ 」。 人 に EDN クーン 
上 アア の バラ 」 が 第 二 幕 と いう 構成 と な っ て いる の は 例年 どおり だ が 、 本 公演 は どの 両者 が 明確 に 切り 藤 さ れ た の が 
大 き な 特 徴 だ 。「 ア ラビ ア の バラ 」 の 主演 に は 、、 パ ラ の 女王 に 岡本 麻弥 ( 継 姫 ) アラ ビア の 王子 ・ タ ッ タン 王子 に 高 
7 豚 (マリ ア )、 タッ タン の 弟 で ある 流れ 者 ・ デ ザイ ア に 伊 六 二 員 (レニ ) と 豪華 な 顔 れ 。 例年 より も ミュ ー ジ カル 
が 強く な り 、 華 腫 な ダン ス 、 筐 や か な 歌 を 存 分 に 場 能 で きた の で ある 。 中 
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イッ ツ ・ シ ョ ウタ イム 


々 


みん な そろ っ て 劇場 に 行こ う ! 


生 昌 リ ー 計っ うこ 5 1 = カー ニル バル 
吊 場 に 夢 が ある 劇場 に 愛 が ある 銀座 を 歩く 人 々 も 陽気 に 踊り だ し 、 大 和 国 代 場 前 は まる で カー ニー? 
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「 公 演 は 中 止 し ろ ! 」 ヤ ク ザ 、 間 神 革 が 殴り 込ん で きた !! 


[ぶら 、 ファ ン の 方 が 最 陳 を 起こ し て らっし ゃ る ん で す の ?」 


私 の 顔 を 破る な ん て 

8 六 テー 

計 し ませ ん こと よ !! 
ポス ター な を 瓦 か れ て 到 D 心 i の すみ れ は 、 
見 事 な 身 の こなし で 相手 を たたき の ゆす 
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に 傷 が つく 。 悩 お 一 同 


燥 k、 # 

信 2 め | 
1 人 ド いか 】 

上 ぶら ん ふ ぶ は ん へ は は いん へ 京 ね 」 訳 ・ フ ラン スパ ン て 固い ん で すね "さくら 誘 拐 事件 " が 新聞 沙汰 に な っ た ら 、 花 組 の 評判 


「 訳 


回 の 大 発明 は “びっ くり そっ くり で ショ ウ 君 " や 掲 事件 を か ざ つ けた 記者 を ケム に まく こと が で きる か ? 
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老 晴 り し い ス キャ ンダ ル お 客 様 を 呼ぶ の は 宣伝 。 ハデ に 発表 し た ほう が よく て よ 


「 あ は は は は 、 紅 隊 っ た ら 何で すか 、 そ の さく ら ん ぐ ぐ ぐ 」 


IS は ao TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
です] そこ に 現れ た の は SPECIAL PERFORMANCE 


Arabia no Bara 


HeVle 
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あや し すぎ る ほど と 無 表 情 
さくら ロボ が 花 組 を 救う 


ロボ ヒッ プ ホ ッ プ で 「 ス ター! 輝く 星 」 を 踊る 


記者 会 見 に さっ そう と 現れ た さく ら (ロボ )。 歩く た びに 水 


コン ボコ ン 音 店 


わし ら は 老舗 の 渡世 人 間 神 会 


[わぁ 、 本 物 だ 」 さ くら に 会 え 
て 大 感激 の めぐ の < そん な 娘 
の 江 来 を 心配 する 才 五 婦 親分 


も う 公 演 の 邪 廃 は し な いと 甘 っ た 
詩 親分 。 で も その 心 は 揺れ て いた 。 
出し た 結論 は 「 花 組 を つぶ せ ! 」 


ここ に 帝 国 誤 劇 団 、 勢 捕 い ! 


= よ に 
1 H 字 木 の 皿 き と と も に 、 


ずら り 花 組 、 土手 に せり 上 が っ た ぁ ! 
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込み を 


か がけ て きた 香 神 会 を 、 花 組 総出 で 迎え 撃つ 。 女 だ て ら に 強い 強い 強い !! 


誠 す 
[これ で は 約束 が 違い ます ! 」 鋭く つめ まる さく 5 


独 い 落ち る さく ら 吹 雪 に 見 得 を 切る 
か か げ て ポー ズ を 決め る と [よっ 花 組 、 待っ て まし た 」 
密 席 か ら 声 か が 飛 上 


交 末 の 気 か る 」 
「 お 前 に は まっ と うな 道 を 歩ん で ほし い ] 父親 の 気持 ち も わ 
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っ ミ ん が …… そ ん な バナナ 
ー の ご と く 、 セク シー な 音楽 と 同時 に 
登場 。 カ ン ナ の 亡 ? ョ は 暴走 する 


か そえ 
ナイ トク ラブ ショ 
トリ オ ・ ザ ・ バ ナナ 


em た いま 、 
子供 た ちの 手 に ある の 」 [信じ て あげ て 」 花 組 の 言葉 が 親分 の 胸 に 利 さ る 休憩 ショ ウタ イム は 、 大 神 と か え で に よ 
る 「 夫 快 な 夜 
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私 の 好き な お 話 それ は アラ ビア の 昔 の お 


バラ の 精霊 ( 紅 韻 ・ す みれ ・ ア イリ ス ) は 、 手話 を 交え た ダン ス で 物語 を 伝え る 


「 酒 場 で 刃物 を 出す な 」 デ ザイ ア ( レ ニ ) は 泥酔 客 を 縮め あげ た 


この 国 は 誰 の も の だ ! 


赤い ビス チェ に ボレロ 、 赤 い フ レア スカ ー ト 。 シン シア は 博 圭 の 


に 1 妨 


[新しい 時 代 を つく る た め に 立ち 上 が れ ! 」 酒場 女 シ ン シ ア ( さ 
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es 


砂漠 の よう に 心 が 当 く 。 な の に 涙 が あふ れる 。 愛 の 意味 は な ん だ ? 


何 を 圧し な の で す デザ イア 


デザ イア の 流し た 純粋 な 涙 に よっ て 、 バラ の 女王 (織姫 ) が 生ま れ た 
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この 国 を 人 々 の よろ こび に あふ れる 国 に 作り か える ! 
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王宮 広間 に 座る タッ タン 王子 (マリ ア ) に 
税収 の 報告 を する 将軍 ヨゼフ (カン ナ ) 


ヨゼフ …… 宛 談 は ヨゼフ 


-。 問 還 。。. 放 還 。』 


員 


「 で で で すか ら 、 国民 が 切 け て いる の は 、 
えー、 な ぜ で し ょ ?」 マ ヌケ な ヨゼフ 


タッ タン モモ 李 ま 、 


国民 の 声 を 聞け ! 


「 国 民 の 心 が か わけ ば 国 は 砂漠 に な る ぞ ! 」 つ い に 民 衆 が 立ち 上 が っ た 
076 He 


[勝手 に 国 を 出 た 弟 が 、 何 の 用 だ ! 」 と タッ タン が 冷た く 問 う 。 「 正 義 の た め に 国 を 正 し に きた ] デザ イア は 熟 く 答え る 


藻 を 粗末 に する な ! 


切り か か っ て くる 王宮 兵士 に 、 裁き の 剣 で 正義 を 説く ! 
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[母上 は お 前 を 愛し て いた 。 お 前 さえ いな けれ ば 」 つめ よる タッ タン 


「 ご めん よ 、 冗 さ ん が そん な に 傷つい て いた 
な ん て 」 自ら 刻 を 胸 に むか えた デザ イア 


こん な に も あな た を 愛し て いる の に …… 


いつ も 優し か っ た 母 が 3 


、 も う 憎 し み 合 う の は よそ 
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か けが え の な い 弟 よ ! 


デザ イア の 愛情 に 触れ タッ タ ン は 気付 く 。 
「 わ た し は 大 事 な も の を 見 失っ て いた 」 


「 も う 一 度 、 目 を 開け て くれ 」 声 の 限り に 叫ん で も 、 デザ イア は 動か な い 


め 神 剛 源 こ 0 TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
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前 いい ラン アー GL 


あな た の 愛 で こ の 空間 を 
こし な さい 」 バラ の 女王 が 命じ る と 


愛 
の 
庁 
跡 
相 
共 
ザ 
2 
ゲ 


愛 は 見 え に た で 呼 す 寺 
に くく 、 も ろく 、 は ほか な い 。 = も 奇跡 を 『 び 起こ こと が で きる 
二 


結 謗 7 


舌 し 全 


に 


= 子 も 王宮 兵士 も 民 軍 も 、 手 を つなぎ 合い 、 心 を つなぐ 
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ょ り 氷 久 に 手 を つなぎ 合う 


今 こ こ に いる 喜び 、 幸 せ が 、 未 来 に つなが っ て ゆく 


カー デジ コー ル ほ テレ ビア ニ メ の エン ディ ン 
グ 多 「 逐 みそ の よう 』 で し っ と りら ムード に 


ヽ 


較 詳 議 少 の 衝 台 を 近 け られ る よう 労力 し ます ! 
k、 す 8 > 帝国 歌劇 団 を これ か ら も ご 支援 くだ さい 
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過去 3 回 の 公 
だ が 、 シナリオ や 


有 『 者 が 忠 が る の な ら 


3 生起 を 変え れ ば いい 


10 月 下旬 、 了 語 ショ ッ 4 年 目 の コ ー サ イン 
は 結構 あっ さり 出 た 。 演目 は 昨年 の 「 紅 呆 昌 」 公演 中 
か ら ア イデ ア が あっ た 「 ア ラビ ア の バラ 」 に する 。 着想 
は ぼく が ずっ と 「 ラ ビア ン ロ ー ズ 」 と いう フレ ー ズ を 「 ア 
ラビ アン ロー ズ 」 だ と 勘違い し て いた の に 起因 する 。 
その 勘違い の まま に な ん か で き な い か 。 


1 1 月 下旬 。 アラ ビア の バラ と 呼ば れる 盗 
賊 が いて 「 怪 傑 び ゾロ] の よう な 活躍 を する 。 昔 の ダグ 
ラス ・ フ ェ ア バ ンク ス 主 演 の 映画 の よう な 。 そ れ を レ 
ニ が や っ て 。 敵役 の 大 悪者 を マリ ア が や る 。 可 役 の 
名 前 は 「 ソ ルト オブ ブラ ッ ド 」。「 地 の 塩 ] と いう フレ ー 
ズ を 勘違い し て いて 「 血 の 塩 ] だ と 思っ て いた こと 思 
い 出 し た 。 ソ ルト の 女 は 以前 ロー ズ の 恋人 だ っ た 。 
それ を 織姫 で 。 名 前 は 「 カ バリ ト 」 に し よう 。 確か 自 
由 の 女神 だ っ た は ず 。 ア ラビ アン ロー ズ と ソル ト オ 
ブ ブ ラ ッ ド は 兄弟 だ っ た と いう の が 落ち だ 。 砂塵 が 
薄 う メキ シコ で の 兄弟 対決 。 ク ライ マッ クス 。 真昼 の 
決 閣 み た い に 。 


12 月 下 提 4 に L。 ん た 。 


銃 の 決闘 は 男 の 臭い 物語 だ 。 花 組 の お 芝居 に な ん か 
似合わ な い 。 も っ と 花 組 ら し い 舞 台 背 景 は な いか 。 い 
っ そ ど こ ぞ の 王宮 の 物語 は どう か 。 江利 チ エミ の CD 
を 聴く 。 その 中 の 「 ウ スク ダラ 」 が ヒン ト 。 と ある (た ぶ 
ん 東洋 の は ずれ ) 異国 情緒 ある 国 で の 不思議 な 物語 。 
そん な 歌 だ 。 悩 む 。 い ろ い ろ な 本 を ぼん や り 読む 。 悩 


誤 の 成功 を 受け て 、「 ア ラビ ア の バラ 」 の 制作 は スタ ー ト を 切っ た 。 
演出 、 セ ッ ト の 転換 な ど 、 広井 氏 に と っ て 悩み 多き 公演 だ っ た よう だ 


ん だ と き は ぼん や り 何 か する の が よい 。 用 内 に 休 )。 
ひっ か か る まで 。 の 


1 月 中 生生 し ua、 と ある 


国 で 王位 を 継い だ 見 と その 弟 の 物語 。 見 は 時 かな 
が ゆえ に 優し く 他 人 を 疑う こと を 知ら ず 、 た だ この 
(王宮 の 中 ) が バラ の 香り で 満た され る こと を 喜ん で 
る 。 弟 は そん な 兄 が 王位 に つい た こと が 許せ な い 。 な 
ぜ も っ と 民 た ちの こと を 考え な い の か と 。 兄 に も 骨 還 
の 人 間 た ち に も 不信 感 を 抱き 、 王宮 を 出 て 流浪 の 放 
に 出 た 。 い つ し か 弟 は 流れ 者 た ち を 束ね 民 た ちの 英 
雄 に な る 。 王宮 に 対す る 不信 感 は 野火 の よう に 広 が 
り 、 酒場 で の 酒場 女 射 殺 事 件 を 引き 全 と し て 革命 の 
嵐 と な っ て ゆく 。 つ い に 革 命 は 王宮 に お よび 兄 と 弟 は 
剣 を 交え る 。「 な ぜ 兄 上 は も っ と 民 の 声 を 聞か な い の 
か ? 」。「 弟 よ 、 な ぜ そ れ を わた し に 言わ な か っ た の 
か ? 」。 兄弟 と は 、 血 が 繋が っ て いる が 為 に な ん て 不 
幸 な ん だ ろう 、 な ん て 不条理 な ん だ ろう 。 そ ん な 物語 
に な ら な い だ ろ うか 。 これ は 「 リ ア 王 」 に 着想 し て いる 。 
そし て アラ ビア ン ロ ー ズ と いう 女神 (バラ の 精霊 ) が こ 
の 国 を 最後 に 見 つめ て いる 。 イ メー ジ は で きた 。 一 気 
に プロ ッ ト に か か る 。 歌 謡 ショ ウ は 異色 の 2 幕 崩 た 。 
1 幕 は 架空 の 太 正 時 代 の 花 組 の 日 常 劇 で 、 2 幕 は 人 
組 に よる 大 帝国 劇場 で の お 芝居 その も の を 見 て いた 
だ こう と いう 趣向 ( 劇 中 劇 ス タイ ル ) に な っ て い 3。 こ 
れ は 第 1 回 目 「 愛 め え に 」 か ら ず っ と つづ け で いる 作 
方 法 で 、「 雲 の 上 団 五郎 一 座 ] に 由来 し て いる 。 まあ 2 


の お ぉ 芝居 を ご覧 いた だ こう と いう と と だ た 。 ちょ っ と お 
得 な 感じ が する 。 た だ 2 つの お 有 芝居 を 作る と いう の は 
いろ いろ な 面 で や っ か い だ それ を 4 年 間 よ く 乗 り 切 
うた 。 スタ ッ フ の 努力 の お か げ だ と 思う 。 さて 今回 の 
1 幕 は 、 あぁ い か わら ず の 人 情 も の 。 と ある ヤク ザ の 組 
(竜神 会 と し て お く ) が あっ で 、 その 組長 の 娘 が 大 の 花 
組 フ ァ ン s と ころ が 組長 は 昔 気質 で 、 役者 な ん て も の 
に 憧れ る 娘 を し か りつ ける 。 目 に 入れ て も 痛く な い ほ 
と か わい い 娘 だ か ら こ そ 、 役者 な ん ぞ に 憧れ て 道 を 踏 
み 外 き な い で ほし いと 思う 親心 。 で 、 その 組長 の 気持 
ち を 知っ た 若 頭 の 安 次 郎 (孤児 で 組長 に 育て られ た ) 
が 花 組 を 解散 させ よう と 因縁 を つけ る 。 それ で 、 さ くら 
を 誘拐 する と いう の が 発端 だ 。 まあ あと は 流れ で 書い 
て いけ ば いい 。 


2 月 上 旬 . 公平 さん に 曲 の 発注 。 ドル ドラ に 


衣装 デザ イン の イメ ー ジ を 伝え る 。 


2 月 下旬 < ラッ フ 全 座 。 ラス ト の 曲 を 公平 
きん が イメ ー ジ し て 来 て くれ る 。 あり が た い 。 会 議 で は 
人 語 を 先行 きせ る 曲 を 決め て ゆく 。 サク ラ で は 公平 さ 
ん が イメ ー ジ だ け で 曲 を 半分 つく り 、 ぽく が 作詞 か ら 始 
め る も の が 半分 、 そ れ で よー い ド ン ! っ て こと に な っ て 
いる 。 この や り 方 は ゲー ム の 系 1 作 か ら ず っ と 変わ っ 
て いな い 。 


3 月 下 個 に 語 み 上 か り 冶 め る 。 それ に と も な 


っ て ブロ ッ ト か ら 合 本 に 書き 進め る 。 曲 に 合わ せ て 前 
後 の 合 詞 は だ いぶ 変わ る 。 シー ン の イメ ー ジ が 固まっ 
て ⑯ く 。 


4 月 。 も う ぜ ん と 台本 に 向かう 。 竜 神 会 の 親分 に 
堂 さん を と 考え る 。 昨 年 は 金田 先生 役 で あっ た が 、 堂 
さん は 毎年 違う 役 で も いい か と も 思う 。 組 長 の 娘 役 に 
2 杏奈 ちゃ ん を と 考え る 。 腫 さん に 

こ 四 給 し て 内 諾 を いた だ き 、 制作 担当 に 伝え る 。 


5 月 上 生み 寺 。 cp 用 の 陸 間 間 


始 。 ス タ ジ オ で 作詞 の 微 調整 な ど を する 。 ドル ドラ か 
ら 酒 場 女 シ ン シ ア の 衣装 に つい て 相談 を 受け る 。 場 
未 な 酒場 女 の 感じ を 出す の に 、 ヘソ 出し 衣装 に し た い 
と の こと 。 事 前 に 智佐 ちゃ ん に 連絡 する 。「 必 要 な ら 
喜ん で 」 と 快諾 し て くれ る 。 さく ら に そん な 衣装 を と いう 
意見 も 出る か も し れ な い が 、 あく まで も 劇 中 劇 で ある 
し 、 そ れ に 役者 は 大 正 時 代 で も いろ ん な 役 に 挑 戦 し 
て いた は ず で ある 。 ドル ドラ に 連絡 。 そ の 方 向 で デザ 
イン し て と 伝え る 。 


6 月 。 総 合 的 な 演出 会 議 。 各 スタ ッ フ が 受 居 の 
流れ を 把握 し た 上 で それ ぞ れ の 意見 を 出し 合い な が ら 
照明 、 音響 、 美術 な どの 方 向 を 決め て ゆく 。 わい わい 
が や が や 、 菓子 な ど を 食べ な が ら 長 時 間 の 会 議 。 話 
題 は 舞台 の 裏話 な ど 。 ミュ ー ジ カル や 新劇 、 コン サー 
ト な ど 、 それ ぞ れ スタ ッ フ は 歴戦 の 田 士 た ち だ 。 話し 
の ネタ に は こと か か な い 。 勉強 に な る 。 


7 月 上 人 旬 . 顔合わせ 本 読み 。 マリ ア さ ん 的 に 
晶 か な 兄 と いう 役 が 気に入ら な いら し い 。 数 日 後 マ リ 
ア さ ん と レニ さん か ら 修 正 台 本 が 来る 。 修正 台本 を 飲 
み 込 ん だ の は 、 ここ は ぼく が 作っ た 理想 な カン パニ ー 
だ か ら た だ 。 そし て お 互い が お 互い に 信じ 合い な が ら 、 
と も に 手 を 取っ て ひと つの 夢 に 向かわ な く て は な ら な 
いか ら だ 。 その 夢 と は 口 に 出し た こと を 実現 させ る と 
UN の きど 7 ご ここ に 代役 は いな い 。 花 組 は それ ぞ れ の 
役者 が 降り る と 言え ば 脆く も 月 れ て し まう 。 ぽく に は 五 
周年 と いう 夢 が ある 。 こん な 大 が か り の 舞台 を 、 それ 
も 素人 の ぽく が 束ね て 、 と こま で や っ て これ た の は 、 
みん な の 協力 が あっ た か ら だ 。 だ か ら こ る そ 中途 半 敵 
に 終わ ら せ た く な い 。 五 周年 は 節目 で ある 。 そこ まで 
な ん と か 続け て ぐい きた い s 役者 が 嫌がる の な ら 人 台本 を 


変え れ ば いい s 


hb ミ 
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了 月 中 旬 、= の 計上 < リ ア 王 的 見 像 は 消滅 
する 。 そ の 対比 と し て 描か われ た は ず だ っ た 賢い 弟 の 愚 
か さも 消え た よう に 思う 。 多 く の 会 社 が そう で ある よう 
に 参謀 の 罪 と し て 描か れ て いた 悪人 ヨー ゼ フ は 、 ギャ 
グ キ ャ ラ に な っ て いっ た 。 酒場 の シー ン の 演出 が うま 
く < できない 。 な ん だ か バラ バラ だ 。 三ツ矢 さん が 「 ご 
めん ね 、 ち っ と 口出し し て いい ? 」 と 助け 船 を 出し て く 
れる 。 さす が に 演出 家 で も ある 三ツ矢 さん だ 、 バラ バ 
ラ だ っ た ダン サー た ちの 動き を 瞬時 に 決め て ゆき 、 き 
ちん と シン シア が 浮き 上 が る よう に 固め て くれ る 。 


7 月 下旬 。. ほぼ 流れ が で きる 。 2 幕 は ぼく の 
イメ ー ジ し た も の と は か け は な れ て いた 。1 月 か ら 机 の 
前 で 悩み 続け て 見 つけ た 核心 部 分 が 消え 失せ て い 
た 。 書か れ た 人 台本 が 確固 た る も の だ と は 思わ な い 。 
現場 は いつ も ライ ブ な の だ 。 稽古 場 で いろ いろ と 変 
貌 し て ゆく も の が ある 。 そ れ を 見 つめ な が ら 、 その 中 か 
ら 最良 の も の を 作り 出す こと が 演出 だ と 思う 。 そ の 観 
点 か ら 見 て 、 今回 は ぼく の エネ ルギー が 不足 し て いる 。 
疲れ て いる の だ ろう か 。 シ ン シ ア の 酒場 シー ン が 浮き 
上 っ て きた 。 これ で 革命 話 に な だ れ 込 め る 。 まだ まだ 
効 強 が 足り な い 。 自分 の 未熟 さ を 感じ る 。 や る こと が 
山 ほ ど あ る よう に 思え た 。 そ う 感 じ ら れ た こと が 幸せ 
だ っ た 。 人生 が 豊か に な っ て ゆく よう に 感じ た 。 は た 
し て 尊敬 する 菊田 一 夫 先生 は どう や っ て 本 を 書き 、 演 


出し た の だ ろう 。 早速 神田 に 行き 、 菊田 先生 の 御 木 を 
あり っ た け 買 い 、 むさ ぼる よう に 読ん だ 。 ぽく は 花 細 の 
個性 豊か な 役者 さん た ち に 出会え て よかっ た 。 の 
て 改め て 勉強 を 始め る 勇気 を も ら っ た の だ 。 


8 月 上 旬 、. も う 悩 ん で いら れ な い 。 前 に 進む 
し か な い 。「 ア ラビ ア の バラ 」 の 劇 中 劇 は 完成 し っ つっ 
ある 。 た だ セッ ト 転 換 が 多い 舞台 に な り 、 裏方 さん が 
苦労 する 。 劇場 入り し て も セッ ト 転 換 が うま く ⑤ か な い 。 
問題 点 続 出 の まま 本 番 の 幕 が 上 が る 。 


淡 薬 を 
終え て 


は た し て 4 回 目 の 歌 謡 シ ョ ウ は どう で あっ た の か 。 兄 と 
弟 の 悲劇 と し て 異色 の 舞台 に は な っ た と 思う 。 た だ フ 
ィ ナ ー レ の 「 新 し い 未 来 」 の 演出 は 自分 で も 疑問 が 残 
る 。 あ あす る し か な か っ た と いう の が 本 音 だ 。 あ れ 以 
上 に アイ デア が 出 な か っ た 。 我 な が ら ぬ る い 。 ひと つ 
の 仕事 が 終わ る と 多く の 課題 が 残る 。 だ か ら 現 場 に 
立つ こと が や め ら れ な い 。 ス タッ フ や キャ スト と 意見 を 
ぶつ け 合 いな が ら 、 まだ 見 ぬ 未 来 へ 向け て 猛然と 進 
お 勇気 や 熱量 が な く て は 舞台 は で き な い 。 そ れ が いつ 
まで ぼく の な か で 続く の だ ろう 。 まだ ぼく の 見 果て 中 夢 
IS つつ 


「 ア ラビ ア の バラ 」 の 衣装 は 、 タ ッ タ ン の 白 と ゴー ルド 、 デ 
ザイ ア の 黒 と シル バー と いう 対照 的 な 配色 が 印象 に 残る 。 
群集 の シー ン の 中 に あっ て も 、 強 烈 な 存在 感 を 放っ て いた 
メイ ン 2 人 の 衣装 を 中 心 に 、 デ ザイ ン 画 を 紹介 し て いこ う 。 


ピレス ン ム ン ン 7 

公演 時 に お お い に 話 題 と な っ 
た 、 歌 謡 ショ ウ 初 の ヘソ 出し 衣 
装 。 実際 の ステ ー ジ で は ウエ 
スト 部 分 に 布 が 追加 され 、 デザ 
イン 画 よ り も 若干 外 出 が 抑え ら 
れ て いる 。 


タッ タン 王 ゴ 
当初 、 肩 の 装飾 は デザ イン 画 よ り も 
大 型 に 作ら れ で いた 。 レ か し 。 友 台 
上 で 横顔 が 見 えな いと いう 理由 か ら 
公演 直前 に 変更 され 、 デザ イン 画 と 
近い 形状 と な っ た 。 


ヨゼフ 
赤 と 黒 の スト ライ ブ が 映え る 、 
シン プル な デザ イジ 実 際 の ス 
テー ジ 衣 装 は イラ スト が ら の 変 
更 点 は な い が 、 小物 と し て 首 か 
ら 下 げ る メダ ル を 追加 視覚 的 
な アク セン ト と な っ て いる 。』』 
『 上 」 


hh - 


バラ の 精 辻 
シャ ン シ ャ ン ( 小 道具 ) を ウエ ス 
ト 部 に 取り 付け られ る よう に な 
| っ て いる 。 小 道具 を 使わ な い 
| シー ン で 違和感 が な 上 よ うに 、 
トー タル で の デザ イン が な され 
て いる の だ 3 


盗賊 デザ イア 

マン ト は イラ スト の タイ プ だ けが 使わ 

れる 予定 だ っ だ が 、 レ ニ 役 ・ 伊 廊 さ ( 
ん の アイ デア で ポロ 布 の マン ト と 併 N 
用 に 。 その だ めき 付け 替え が 容易 な ピング 
つく り と な つう てい る s | | 
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青山 劇場 


横山 智佐 ” 誠 較 和 
富沢 美 名 球 。 民 細 次 明 
高 刀 世 ' 山 沢 の り ' に 
証 2 美子 人 | 因 
渕崎 ゆり 小 渡部 照代 

田中 真弓 [ 
岡本 府 英 [ 二 [ 
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祭 プロデューサ ー 


広井 王子 
音楽 監督 
田中 公平 


Staf 


演 出 助手 振付 

原 あき と / レ イネ ッ ト 
振付 

河野 恵理 


美術 
楓 野 潤 


上 明 
塚本 悟 /ASG 


音 才 

矢野 二郎 / サ ウン ドク ラフ ト 
衣装 

木 靖 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 
鈴木 汐 夫 / 東 京 衣装 
ウィ ッ グ S&S メイク 

日 下 浩之 /studio AD 


歌唱 指導 
横山 美奈 
助 六 太鼓 指 導 
今泉 豊 
舞台 由 督 
小林 清隆 / ジ ・ ア クト ・ コ ネ ク シ ョ ン 
音楽 制作 
名 際 裕二 / イ マジ ン 
堂 真一 / イ マジ ン 
オリ ジ ナ ル 振 付 
澤山 前 子 / リ スク 
「 こ れ が レビ ュ ウ ! 」 
「 お 祭り ダン ス 」 
「 こ の 世 は 楽し 」 
大 道具 製作 
桜井 俊 爺 /C-COM 
渡部 博文 /C-COM 
小道 貞 
中 村 エリ ト / 高 津 映画 装飾 
履物 
置 弘明 / 神 田屋 
特 丈 効果 
紋 田 正志 / 特 効 


電 侯 
小田 切 静 一 / イ ルミ 東京 


広 装 協力 
COSPA 


照明 操作 

林 順 之 /ASG 

大 島 祐 夫 /ASG 

西田 俊郎 /ASG 

首 林 大喜 /ASG 
鈴木 武人 /ASG 
稲葉 直人 /ASG 
武内 沢 子 /ASG 

ムー ビン グ デ ザイ ン 
川谷 祐之 / イ ルミ カ 東 京 
音響 操作 

西田 祐子 / サ ウン ドク ラフ ト 
衣装 スタ ッ フ 

村山 綾 / 東 京 衣装 

藤波 三幸 / バ ックス テー ジ 
田中 亜紀 / バ ックス テー ジ 
ウィ ッ グ S&S メイ クス タッ フ 
小野 恵理 子 /Studio AD 
竹 節 喜 恵 /Studio AD 
渡邊 聡子 /Studio AD 
高村 マ ド カ /studio AD 


舞台 監督 助手 

徳永 率 子 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
村上 勇作 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
木村 早見 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
土田 一 美 /SWAT 

神崎 剛一 /SWAT 
新井 両 一 郎 /SWAT 


映像 収録 

夏山 昌一 郎 / シ ネ マ バラ ダイ ス 
武藤 修一 郎 

清水 貴史 / 映 広 

音楽 収録 

村崎 弘史 / ウ ェ ー ブ マス ター 
後 村 孝 弘 /ON AIR 麻布 スタ ジオ 
企画 ・ 監 修 

名 越 康 晃 / レ ッ ド カン バニ ー 
奥村 圭 作 / レ ッ ド カン パニ ー 
柏原 隆 / レ ッ ド カン パニ ー 
プロ ダク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー 
佐藤 博久 / セ ガ 

澤 公司 / セ ガ 

中 山 雅弘 / セ ガ 

上 田 ゆ み 子 / セ ガ 

バブ リ シ テ ィ 

南雲 靖 士 / セ ガ 

グッ ズ 販 売 

レッ ドカ ン バ ニ ー 全 社員 

太 正 浪漫 倶楽部 事務 局 

宮 治 美紀 / セ ガ 

d-direct 

久保 敏 正 / セ ガ 


会 場 運 営 

杉山 浩三 / ケ ンス タッ フ 
制作 

道 正 由紀 / レ イネ ッ ト 

奪 川 直子 / レ イネ ッ ト 
稲毛 明子 / ぶ れい す 


アー ティ スト マネ ジメント 
横山 稿 佐 / バ ン ピ ー ナ 

五十川 愛 / 青 二 プ ロダ クシ ョ ン 
水村 淳一 / リ マッ クス 

益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ ブン 

尾崎 直美 / シ グマ ・ セ ブン 

町 田 泉 / ぶ ぷろ だく しょ ん バオバブ 

内 藤 恭子 / パ ろだ くし ょ ん バオバブ 
広江 義光 / 劇 団 ら 1 世紀 FOX 

栗原 散 / ジ ャ バン アク ショ ンク ラブ 
橋本 実 / ス ノウ ブリ ッ ジ 
バン フレ ッ ト 制 作 

山田 真司 / ソ フト バン ク バ パブリッシング 
夏 玉 肖 / ソ フト バン ク バブ リッ シン グ 
デザ イン 

荒井 博文 / ギ ルプ ロ デ ュ ー ス カン パニ ー 
岩上 伸 市 

蔵 直美 / ギ ヤル プロデュー スカ ン バ パニ ー 
撮影 

小 安 勇次 

川田 洋司 

名 越 康 晃 

編集 

ギル プロ デュ ー ス カン パニ ー 

監修 

レッ ドカ ン バ ニ ー 

印刷 

共立 印刷 

発行 

セガ 

協力 

太 正 浪漫 倶楽部 

制作 

レイ ネッ ト 

企画 ・ 監 修 

レッ ドカ ン バ パニ ー 

応援 

( 協 ) 浅 草 お か みさ ん 会 

後援 

bay fm 


協賛 

aveX mode 

週刊 に リー ムキ ャ スト マガ ジン 
バン ダイ ビジ ュ ア ル 

主催 

セガ 


※ 社 名 ・ 個 人 名 ・ 所 属 は 公演 当時 の も の で す 。 
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IN 
\ 


これ まで は 夏 だ け の お 楽し み だ っ た 歌 認 シ ョ ウ が 、 お 正月 に も 
場 を 青山 劇場 に 移し 、 ら 1 世紀 の 幕開け と と も に 5 日 間 の 


楽し め る よう に な っ た 記念 すべ き 新 春 公演 。 会 
ント ダウ ン 」 と 合わ せる と 、 ぜいたく な ぐら い 花 


公演 が スタ ー ト 。 8000 


年 18 月 31 日 の 「 新 世紀 カウ 

くし の 年 末年 始 と な っ た 。 新春 公演 は 、 夏 の 歌 明 ショ ウ の よ 

うに お 居 を メイ ン に 見 せる の で は な く 、 NeyNeNE sontyone 初 笑 い お 受 居 「 少 年 レッ 
ド 」、 会 場 の 空気 も 一 変 する 「 花 組 祝い 太鼓 」、 持ち 歌 交換 が | 


NE 組 ヒッ トバ レー ド 」 と 、 肩 の 力 を 抜い て 楽し 
ショ ウ は 年 回 開催 が スタ ンダ ー ド に 。 


め る バラ エ テ ィ 豊 か な 内 容 と な っ た 。 これ を 機 に 、 加 語 


NAGUMI 
EIKOKU KAGEKIDAN HA V 
9 SPECIAL PERFORMANCE 


New Year Revue 2001 


で シャ レ た ご あい さ つ 。 さす が 花 組 


E%w 


て >4 


ssi 
悪 の 手下 その 18 衝 坊 主 S お か し な イタ 


リア 人 っ ? 東西 南北 大 凶 の お みく じ を 引い た カン ナ 。 熊 と 問 違 えら れ て 大 バニ ッ ク 
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ファ ン ソン キー 
フキ ー な [チャ ン バ ラ ブギ 」 で すわ ~。 早い 曲 で も 優雅 な すみ れ 


「 お 祭り ダン ス 」 の マリ ア 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


New Year Revue 200』 


IBMIN 


ツ 


ッ フ も 通路 で パラ バラ を 武 っ た 「 ユ ー ロ 恋 の 発車 オー ライ 」 無 表 情 で 不 機 謙 そう に 曜 る の が パラ パラ の 醒 醐 味 「 コ ー 


古き よき 時 代 を 感じ る メロ ディ 、 絶 妙 な ハー モニ ー「 キ ネ マ 行進 曲 ] 
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の N 記 /: \ 拓 


[サク ラ を 大 好き な みな さま と お 正月 を 過ごせ て うれ し か っ た で す 。 いい 1 年 に な り そ う ! 


用 みん な で 


還 キテ イィ 」 で 暑 草 pm ンー 
、 と 思い き や 、 この あと 夏 の 歌謡 ショ ウ 「 海 神 別荘 」 の 予告 が ! 
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Hewue05 1 


] = 国 誤 弄 団 ・ 第 5 回 花 細 特 別 公演 
| M 湯本 


矢尾 一 樹 ラサ ー ル 石井 


1 四 清水 よし 子 
構 山 智佐 間 水 よ し 


守 * | 
宮沢 美 暫 ao 


三 と ん 
に ル 】 細目 PS ミ osse 
武田 滋 容 生計 
西原 久美 池 p 
喜 寺 次 且 前 川 四 紀 
"= 高橋 光 
測 崎 ゆり 子 Ro5 速水 沿 
トー 
青 奈 
田中 真弓 
光 字 。 
1 R 小 
岡本 麻弥 2 大 畑 洗 恵 
野沢 那 因 ナッ 
[ 5 
伊 禄 一 恵 川辺 由紀 子 
高 浪 美 子 
竹田 容子 
渡部 照代 
折笠 愛 
陶山 章 央 
中 嶋 聡 彦 
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・ 演 出 ・ 
作 メ プロ デュ ー サ ー 


広井 王子 
前 楽 監督 
田中 公平 


MulsiciaI1S 


DrumS 


芝 典生 
BaSS 
芝 谷 胎 
Gt. 
高石 守 


Pf. 
醍醐 弘美 
Perc. 


益田 和 嘉 子 


6horus 
鈴木 佐江 子 
内 田 祐 子 
勝部 千鶴 


Key. 

多田 影 文 
山本 革 較 
SaX. 

森田 真人 
設楽 圭司 
Trumpet 
武内 哲夫 
中 澤 健二 
rombone 


鉛 木 千 


Staff 


演出 

原 あき と / レ イネ ッ ト 

振付 (第 一 李 S 「 花 組 レ ビュ ウ ]) 

河野 恵理 / バ フォーミング ・ ア ー ト ・ セ ンタ ー 
振付 (「 海 神 別荘 」) 

麻 基 梨 

振付 (カン ナ の 妄想 ダン ス 場 面 ) 

松野 太紀 

殺陣 

山田 一 善 / ジ ャ パン アク ショ ン エ ンタ ー プ ライ ズ 
編曲 ・BGM 

多田 昌 文 / イ マジ ン 


幼 申 
岸 村 正実 / イ マジ ン 


美術 

松野 潤 

照明 

塚本 悟 /ASG 

音 才 

山本 浩一 サウ ンド クラ ラ ト 
衣装 

木 縛 ミヤ コ / ド ルド ルド ラニ 
大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 
氏 木 輝夫 / 東 京 衣 装 

ウィ ッ グ & メ イク 

日 下 浩之 /studio AD 
小野 恵理 子 /studio AD 
歌唱 指導 

横山 美奈 

太鼓 指導 

今泉 豊 / 助 六 太 鼓 


音楽 製作 

交 藤 裕二 / イ マジ ン 

堂 真 一 7 イマ ジン 

舞台 監督 

小林 清隆 / ジ ・ ア クト ・ コ ネ ク シ ョ ン 
大 道具 製作 

桜井 俊郎 /C-COM 

渡部 博文 /C-COM 


小道 具 
中 村 エ リト / 高 津 映画 装飾 


履物 
起 弘明 / 神 田屋 


特殊 効果 
終 田 正志 / 特 効 


電 秘 

小田 切 秀一 / イ ルミ ナ 東 京 
楽器 

佐野 武史 / サ ン フ ォ ニ ックス 
照明 操作 

林 順 之 /ASG 

高 澤 文明 /ASG 

森 聡子 /ASG 
稲葉 直人 /ASG 
武内 激 子 /ASG 

渡辺 雄太 /ASG 

志田 明 /ASG 

鈴木 幸治 /ASG 


ムー ビン グ 操 作 
川谷 枯 有 / イ ルミ 東京 
柴田 利昭 / イ ルミ 東京 


音響 操作 

武田 安 記 / サ ウン ドク ラフ ト 
片桐 健 順 / サ ウン ドク ラフ ト 
衣装 スタ ッ フ 

村山 繊 / 東 京 衣装 

田中 亜紀 / バ ックス テー ジ 
船 迫 幸子 / バ ックス テー ジ 
平井 香織 / バ ックス テー ジ 
阿部 直子 / バ ックス テー ジ 
ウィ ッ グ S&S メイ クス タッ フ 
古田 節子 /studio AD 
高村 マ ド カ /studio AD 
北田 尚子 /Studio AD 


舞台 監督 助手 

徳永 泰子 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
木村 早見 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 
収録 プロ デュ ー ス 

澤田 純 地 / セ ガ 


映像 収録 
菊地 孝 / フ ァ ク ト 


音楽 収録 

村崎 弘史 / ウ ェ ー ブ マス ター 

後 村 孝 弘 /ON AIR 麻布 スタ ジオ 
企画 ・ 臣 修 

名 越 康 晃 / レ ッ ド ・ エ ンタ テイ メシ ント 
奥村 圭 作 / レ ッ ド ・ エ シタ テイ メン シト 
柏原 隆 / レ ッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 
山田 浩生 / レ ウッ ド 。 エ シタ テイ メシ ト 
プロ ダク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ニー 
澤 公司 / セ ガ 

中 山 雅 基 / セ ガ 

上 田 ゆ み 巴 / セ ガ 

バブ プリ シテ ィ 

南雲 靖 士 / セ ガ 

秋山 公 希 / セ ガ 


物品 販売 

金井 裕士 / エ モエ ンター ブレ イン 

井上 舞 一 郎 / エ ンタ ー ブ レ イシ 

太 正 浪漫 堂 事務 局 

大 泉 政樹 4 セガ 

章 野 浮 / フ ロス トイ ンタ ー ナ ジョ ナル コー ポレ ーション 


運営 協力 

小倉 袖 子 / ミ ュー ジッ クリ ー グ 
武井 宏 道 / キ ョ ー ド ニ 東 京 
環 券 

和牛 原 定 明 / キ ョ ー ド 東京 


会 場 運 営 

橋本 淳 斗 / ケ ン & ス タッ プラ 
営業 

服部 晃一 / レ イネ ッ ト 


制作 

道 正 由紀 / レ イネ ッ ト 
春川 直子 / レ イネ ッ ト 
稲毛 明子 / ぶ れい す 


〔855S5S ベ く 6《 ソ “ニコ 8POOTTmmmmm 還 上 を 


アー ティ スト マネ ジメント 
横山 留 佐 / バ パン ピー ナ 

五十川 愛 / 青 ニブ プロダクション 

和 仙 一 心 / 青 ニプロ ダク ショ ン 

水村 淳一 / リ マッ クス 

益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ ブン 

尾崎 直美 / シ グマ ・ セ ブン 

町 田 泉 / ぶ ろだ くし ょ ん バオバブ 

渡部 栄一 / 質 プロ ダク ショ ン 

山田 美由 紀 / エ ム ・ カ ン バ パニ ー 

橋本 実 / ス ノウ ブリ ッ ジ 

栗原 飲 / ジ ャ バン アク ショ ン エ ンタ ー プ ライ ズ 
岩元 広江 / パ フォ ー ミ ング ・ ア ー ト セン ター 


石田 孝宏 / 石 井 光 三 オ フィ ス 

浜野 祐 明 / ケ イダ ッシュ ステ ー ジ 

石渡 雄三 / た っ ぷり くら 束 

全 地 敏 一 / オ フィ スキ クチ 

飯塚 久子 /TS ミュ ー ジ カル ファ ン デ ーション 
石野 仁子 / ヴ ィ ス タ 


宣 材 美術 
携 尾 忠則 


「 海 神 別 斑 」 (公子 ・ 美 女 ) 衣 装 原案 
弥 藤 卓也 


パン ラフ レット 制作 

山田 真司 / ソ フト バン ク パブ リッ シン グ 
夏 斑 原 / ソ フト バン ク バブ リッ シン グ 
砂金 雅彦 / ル パフ トバ ンク パブ リッ シン グ 
デザ イシ 

荒井 博文 / ギ ルプ ロ デ ュ ー ス カン バニ ー 
岩上 伸 市 

蔵 直美 / ギ ルプ ロ デ ュ ー ス カン パニ ー 
撮影 

小 安 勇 次 

編集 

ギル プロ デュ ー ス カン バニ ニー 

監修 

レッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト . 

印刷 

錦 明 印刷 


発行 
セガ 
後援 
bay fm 


協賛 

avex ImQde 

ソフ トバ ンク パブ リッ シン グ 
ジャ バン ラリ トレ ー 

BTI 


協力 

( 協 ) 浅 草 お か みさ ん 会 
太 正 浪漫 倶楽部 

ミュ ー ジ ッ ク リ ー グ 
キョ ー ド ニ 東 京 

企画 監修 

レッ ド ・ エ ンタ テイ メン トド 
抽 作 

レイ ネッ ト 

主催 

セガ 


※ 社 名 ・ 個 人 名 ・ 所 属 は 公演 当時 の も の で す : 
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間 "”"--->) 還 で <: 


歌 語 シ ョ ウ 節目 の 石 周年 記念 公演 。 泉 鏡 花 の 江 

証人 ら 演 。 曲 海神 別荘 」 を 原作 に 、 広 
る PeR 4 主演 は 、 海 の 公子 に 高 カ 用 (マリ ア )、 人 (5 SG は の 
の メイ ン も さる こと な が ら 、 真 宮寺 一 馬 役 の 野沢 那 因 きま 第 1 回 公 

還 に 】 と し * 国 斎 1 宣 

1 了 人 人 委 に MG 清水 よし 子 、 島 崎 俊 令 と 、 2 
2 ON いっ と きた り と も 押 か ら 目 が 隊 せ な いす ば らし いも の に な っ た と 
に な っ た と 


同時 に 、 ご れ が 「 サ クラ 大 戦 歌 謡 ショ ウ 」 と いう スタ イル の 見 納め に も な っ た 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


KAIJINBESSO 


Nele5 


束 と ダン ス が 弾け る ! 
TI 


0- お お 
誠 K 琶 自 に 
AUG6wI2m 


ビバ ! 花 組 歌 議 ショ ウ 
"「 凍 に 結 伯 上 
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「 は じ め は お 客 様 が お ち つ か な いか ら 難 し い 話 は し な い 」 物語 の は じ ま り は 
いい か げん 


| 和 国 劇場 は ほこ で すか ?」 浪曲 師 ・ 東 中 軒 異国 斎 が ひと ふし 路 る 


べ ロ ベロ ムー チョ 、 ベ ロム ー チ ョ 。 
躍り な が ら 登 場 し た 武田 。 松 吉 に 


貸し た お 金 を 取り た て よう と …… 
mー [暑い 日 は か き 氷 で し ょ < な ー ん で 長命 寺 の 桜 も ち お で 一 すか が !?] 
TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 
Neue05 


SA ) 6 
必 衣 


よく 見 て 、 味わっ て 、 よく 歩い て 、 人間 は 考え る " 足 " で ある !? 


と ーー 


ラム ネ を も ら っ て よろ こぶ アイ リス 。 カラ コロ と ビー 玉 を 鳴ら し ます 


| 


誤 手 に な り た い 西村 、 励ま す 尊 徴 組 、 行き が か り 上 まき こま れ た 大 神 


ee う IP だ た さくら 


お 父様 か らい た だ いた お 守り を な くし て し まい まし た …… ー ェ 「 形 だ け を 追い 求め れ ば ら を 失う] 
亡父 ・ 一 馬 は さく ら に や さ し く 伝え 
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いく ら 所 周年 だ か ら っ て 


海神 別荘 一 怪人 ベッ ソウ 怪人 デベ ソ 。 カ ン ナ の 妄想 3 の 獲物 は マリ ア ! 


も うか ん べ ん な ら ね ぇ 」 武田 は 松 吉 に つめ よる 


「 酒 だ 博打 だ 女郎 買い だ 、 


お ほほ は ほほ 。 み な さん に 
只 せ な 叔 を 見 せま し ょ う 


神社 に あら われ た すみ れ 。 様子 が お か し い 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


KAIJINBESSO 旦 


Neel' 


EE 


マン っ 4 
2 ニー ーー 


降 、 ジ み N っ L 開 
狐 の 妖術 に か か っ て し まい 、 花 組 は 白 日 夢 の 世 界 を さま よう .…… 


お 前 た ちと 違う 世界 が ある 。 
お 前 た ち を いつ か が 見 返し て や る 


日 を 覚まし な さい みん な ! 


[だ か ら う て 跡 っ て 見 て られ な いわ !」 マリ ア は 子 狐 に 銃 を 向け る 
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し 半生 衝 和 和 VEEEEE 


お 供え 物 の 笑 荷 寿 語 
千 わ 矯 た 1 5 


: 記 チ h 
上 かり まゆ 毛 の ラサ ー ル 石井 狐 (8 ン 10・11) 


ー ぎ S* マ 放 決 


ャ ーー 
* 王 


っ 


に 


v 沿 


間 中 たかた か た か た ん た か た ん 
隊 た が | 記 外 6yi( 后 ノ 153i6・1 議 「 ご 回 は 人 の 住ま う 好 ぐす べく ら は 劉 侯 荒 應 を も っ て 瑞 り を 詩 じ る 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


KAIJINBESSO 
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両 。 


ーー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー デー ビー ニー 
エー ニニ ーー ュー ニニ ーー ゴー ニーーー ニ ーーーー ニ ニー 
ーッ テ 。 ニー ニニ ニー 


政 め ね ぇ を で お くん な さい ! 
父親 に 思 が ある 武田 は 、 ほう とう 息子 の 松 吉 を 
更生 させ よう と 鉄拳 を …… が 殴 れ な い 。 武田 の 


識 時 が 伝わり 、「 ま じ め に 働く 」 と 松 吉 は 誓う 


これ に て 一 件 沙 着 。 勝利 の ポー ズ を キメ た あと は 、 歌 を 口ずさみ ます 


新春 公演 に 続い て 2 度目 の 和 太 鼓 。 神 聖 な 朝 日 の よう な 朱 の 照明 に 燃え る ! 


油 議 ショ ウ 五 周年 、 御 礼 申し 上 げ ま す ! 


「 夏 の 貞 チ を 花 に 変え 、 咲い て みせ ま 
し ょ 歌謡 ショ ウ 」 ロ 上 も か っ こい い 


| 

| 

い 』 
ら 台 の 太鼓 を 3 人 で 回 りな が ら 打 ち 
続け る ! 見 事 な フ ォ ー メ ーション ! 
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ー こ は 海 の 中 。 礎 滋 庄 百 な る 青玉 典 。 腰 元 家 は に ぎ や か に 宴 を 楽し ん で いる 


ンー 


と っ っ NN 隊 め (4 - 全 B0ーー 、ーo 
「 今 日 は うれ し いこ と あり て 、 みな 押 い 躍る 」 懇 元 (が ズ ) 


人 拉 9 
1 1 「 若 様 が お 望み の 陸 の お な どか 、 お 興し 入れ の 日 ……」 基 元 3( ア イリ ス ) 
た 』 


旧 


」 | | 


23 
いつ る 花 薫 る 青玉 左 ! 
ょ うな 広い 世界 を 。 衝 く 命 の 源 よ 」 
と 2 ( 細 尋 ) ポニ ー テ ー ル が 天女 の よう 


美しい 熱帯 魚の 群れ が 規則 正しく 、 で も 
自由 に 泳い で いる みた いな ダン スシ ー ン 


蘭 苦 し い 挨 拶 は よい ! 


日 世 荒 々 し い 公子 (マリ ア ) に 、 沖の 償 都 は 
舞 の 身 代 に つか わし た 品々 の 報告 を する 
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W 16 電 - 


5。 に くい 人 間 の 政 が 、 海 月 と な っ で ふわ ぶ わ さま よう 
哲 に 参っ た みにくい 和則 の が 、 


私 は 流 に 沙 ち た の で す 
美女 (さく ら ) は 竜馬 に 乗り 、 ゆっ た り 進 お 。 
花 の 香 の 中 、 款 潮崎 士 (レニ ) に 守ら れ て 。。。 


央 


[あな た 、 お くたびれ で ご ざい まし ょ う ?」 


「 最 後に ひと 目 、 故郷 の 村 に | 
か か る 月 が 見 た いと ……] | 


愛 と いう 名 の 伝説 を 信じ 、 た だ 
あな た は 波 に 飲み こま れる …… 


人 間 の 欲 は 浅い も の だ ね 介 
「 恋 し い 人 よ 。 硝 め は 生命 で も や ろう も の を 」 | 
品々 と 引き か え に 入 水 し た 美女 を 、 公子 は 待つ 記 


(年 に 曲 を っ > ーー 一 2 
け て ぁ - ュー ン ー 
て 雑魚 を 釣る … ば か ば か し い 」 「 お 早く お 着き あそば せ ば よう ご ざい ます ね 」 
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に ーーー 一 ー ー ee 
「 ナ ポレ オン が 家 )Q ル ビーPIEnCsR5 計 
に る 書物 | 


5| さ 短 し の 刑 は 平凡 に 病 で 死す る より 位 快 で し ょ う ? 」 公子 は 博士 に 問う 


WW 
. 


で 


公子 に せ が まれ 、 博士 は 辞典 に ある "八百屋 お 七 " の 話 を 聞か せる 


4 引き 廻し の こと を 見 て く だ さき さい 
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「 あ ん よ が ジ ョ ー ズ ] ダジャレ 好き な 赤 飲 クン (カン ナ ) 


WE か crOw< 
し 遇 宮殿 より まれ ! 

が 妃 を 掲げ る と 、 天 か ら 電 光 が 
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じ め か ら 嘆 いて は いな い の で す 。 
きら れる と 思っ た の で す ! 」 


に 


= ーー や EN 
「 人 間 の 小さ な 心 に は こう し た 御 慌 の ある こ 
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ES 、 。 II 間 間 mm ギー 


「 こ の 指輪 も 、 人 が 見 な いで は 価値 が な い の で す 」 


や は り 村 人 た ちの 目 に は 、 美女 は 
寺本 孤 る の 誠 た TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
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KAIJINBESSO 是 


HeWeU5 


に イー "ロロ ェ ー 


す ) 」 公子 は 冷静 に 告げ ば る 
す 」 到 鳴 る 公子 。 美女 は た だ 泣く ば か り 美女 を 守 女 記 。 美しい 女 だ 。 花 を お し る の と 同じ 子 は 冷 
「 圧 し お 者 は 殺す 」 庄 鳴る 公子 。 


き 「 貴 方 、 こ ん な 募 の 槍 に か か る の は 嫌 で す 。 御 卑 改 な ! 」 
黒潮 騎士 団 が 槍 を 突き 立て こと き 、 


[見 て いな いで 御 自分 で お 条 し な さい 」 


公子 の 深い 愛 に つら ぬか れ 死 ぬ 
こと を 望む 美女 。 美女 の 愛 を 知 
ら ず に 殺す こと を た め ら う 公 子 


124 Heeli 


2 人 の 想い を 誤 徴 す 
る よう に 、 ゆ っ くり 、 
や が て 激しく 降る 白 
い 花 びら 


補正 り ます ご こ は 李 楽 で 


3 
マ 
* 


こ 、。 
ご ざい まず が 
e@ 


ご 。 で We 。 ~ 


| [KO く fm ーー 電 識 バ < 4 
楽に ーー ー ご 
に 田 は いな い 。 男 の 行く 極楽 に 女 は いな い 。 ここ は 、 お 前 と わた し の 場所 だ 」 
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一 糸 乱 れ ぬ パフ ォ ー マ ン ス の ロ ロ 
グ ・ ン 区 
背中 に 汗 が 浮か ぶ 。 上 の 中 の 生か 寺 


[や あ !」「 や あ ! 」 かけ 声 と と も に 、 足 が ど ん どん 高く 上 げ ら れ て いく ! 


ーーーー 


ーー 


[た くさ ん の 拍手 を あり が と う 。 心 よ りう れ し く 思い ます 」 


Em 


ニー 
『_  - 半 em 


四 = 


大 き な 提 手 で 地 え られ 、 ゲス ト 出演 か 再 登 場 ! 一 幕 で の 名 ウー ン が よみ えり 


| 画面 画 一 男 
1 = 


画 「 
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k、 へ \ 生 / \ND/ Ne 


6 (  / 


KG 4 


も 


Cw_w -。! 結 間 等 


=, ーー ご ト ーー 
ニー ェ ーー ーー RE 5 に 記 へ Y 意 lc ーー ーー - 表 
erー ズ 0 人 か え で の 笑顔 が 温か い 洋 夫 = そ レビ ュ ウ 夢 の 花 組 レビ ュ ウ 1 
| 半 出演 者 勢ぞろい で ポー ズ 。 大 切な 五 周 年 の 舞台 を 成功 させ た 達成 感 に 醒 う 


/ | ' | 重 送 
用 ー 到 1 ン 3 
[みな さま の 煮 い ど 声 援 、 感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で す 」 


/ EE 。 
ーー 五 周 に ー ー 
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| 雇 古 原 右 大 陣 寺 
= ーー 和 和 0 ーー 


五 周年 と いう 、 ひ と つの 節目 を 迎え た 歌謡 ショ ウ 。 


ーー 


本 来 な ら ば 、 こ の 「 海 神 別荘 」 が 最後 の 公演 と な る は ず だ っ た と いう 。 


そん な な か 、 広井 氏 の 胸 に 去 来 し た も の と は 


旋 は 通じ る も の だ 


和 捧 信 また 奇跡 が 起 ご っ た 


「 来 年 で 終わ り だ な 」。 歌 謡 ショ ウ 5 年 目 け アラ ビア 
の バラ 」 の 打ち 上 げ 会 場 で 、 そう 感じ た 。 主催 者 側 で 
ある セガ の スタ ッ フ や 現場 担当 の レッ ド の スタ ッ フ の 
顔 に は 、 打 ち 上 げ と いう 場所 の 空気 に 興奮 は し て いる 
の だ が 、 ぽ く の な か に は 「 来 年 で 終わ ろう と 」 と いう 思 
い が 強 か っ た 。1996 年 に ゲー ム の サク ラ 大 戦 が 予想 
外 に 売れ た こと で 、「 シ ョ ウ を や り た い 」 と いう ば ぽく の 願 
い が 叶 っ た 愉 好 で 歌謡 ショ ウ は 始ま っ た の だ 。 当初 、 
舞台 を 声優 さん た ち に まかせ る こと に 、 周囲 は 不安 の 
色 を 隠さ な か っ た 。 し か し 、 中堅 、 ベ テラ ン 声 優 さん 
の 多く が 舞台 経験 者 だ っ た り 、 役者 と し て の 訓練 を 受 
けた ひと た ち で あっ た り と いう こと を みん な 知ら な か っ 
た 。 そ れ か ら も う ひ と つ 重 要 な こと は 、 ゲー ム の 歌 や 
音声 の 録音 か ら 発売 まで は 半年 以上 の 時 間 が あく と 
いう こと だ 。 ゲ ー ム が ヒッ ト し まし た 、 盛 大 な 打ち 上 げ 
で す と いっ た と ころ で 、 当 の 声優 さん た ち に は ワン ノブ 
ゼム 。 い くつ も ある 仕事 の ひと つが 当たっ た と いう こ 
と に し か すぎ な い 。 まず その こと が と て も ここ ろ に し こ 
り の よう に あっ た 。 た と えば ご 褒美 が 出 ま す と いっ た 
と ころ で 、 同じ こと だ 。 あり が と う で 終わ る 。 で は どう 
すれ ば サク ラ 大 戦 と いう も の を 大 事 な 声 優 さ ん た ちの 
ここ ろ の 中 に 根付 か せる こと が で きる だ ろう 。 そう 考 
えた 結果 が 舞台 を や ろう と いう こと な ん だ 。 そ の 形式 
も 単なる イベ ント で は な く 、 か な り 本 格 指向 の 舞台 だ 。 
歌 が あっ て 踊り が あっ て 芝居 が ある 。 国 歌劇 団 そ の 
も の を 舞 人 馬上 に 再現 し て みせ る と いう こと だ っ た 。 試 


行 錯誤 の な か に 生み 出さ れ た の が < 歌謡 ショ 9> と 
いう スタ イル だ 。 た だ この 計画 に は いろ いろ な 問題 が 
山積 み だ っ た 。 まず は 忙し い 声優 さん に た < くさ ん の 答 
古 を お 願い し な く て は な ら な い 。 本 来 舞台 と は そう い 
う も の だ と 思う 。 稽古 を 重ね な く て は いい も の は で て き 
な い 。 お 願い し て は た し て 「 い いよ ] と 言っ て くれ る の 
だ ろう か 。 幸い に し て 花 組 に キャ ステ ィング し た 方 々 は 
了承 し て くれ た 。 た だ それ で も スケ ジュ ー ル の 問題 は 
あっ た 。 だ か ら そ の こと に は 配慮 し た 。 そ れ が 独 邊 の 
区 台 スタ イル を 生み 出し た 。 まず 各 シ ー ン を それ ぞ れ 
の 責任 場 に し て 、 で きる だ け 他 の 方 々 と の 絡み シー ン 
が な けれ ば スケ ジュ ー ル を 取る の が 楽 な は ず だ と 考え 
た 。 声優 さん た ちの 中 か ら 「 も っ と 芝居 場面 を 作っ て 
よ 」 と いう 声 が あがっ た が 、 怖く て で き な か っ た 。「 紅 中 
昌 ] で は じ め て その 冒険 を する こと に な る 。 実験 で あっ 
た 。 そ れ は お お か た 成功 だ っ た よう に 思う 。 スケ ジュ 
ー ル の 問題 は 依然 ある に し て も 、 それ は 声優 さん た ち 
の 努力 に よっ て カバ ー さ れ て いた 。 彼女 た ち は スケ ジ 
ュー ル が 空く と 深夜 で も 稽古 を 積み 重ね て いっ た 。 た 
だ 花 組 さん は 盛り 上 が っ て きた の だ が 、 ぽく 個人 は す 
で に 精神 的 に プロ デュ ー サ ー 業 に 疲れ て いた 。 サク ラ 
は 新しい カン パニ ー の 形式 を 生み 出し た と 思う が 、 る 
の こと で 中 心 に いる ぼく や スタ ッ フ は あら ゆる こと に 関 
わり を 持た な く て は な ら な か っ た 。 そ の な か で も 特に 
お 金 に 関わ る こと が 相当 に や っ か いな 問題 だ 。 グー 
ム も アニ メ も 歌謡 ショ ウ も 、 サク ラ は 制作 資金 が 脱 大 


め る こと に 苦労 する 。 特に 歌謡 ショ ウ 
』 放 い 入場 料 を いた だ いて は いる が 、 居所 の 昌 お の 
和合 を 作る 制度 の な か で は 、 この 規模 の 舞台 を 1 週 
度 で 仕切 る こと は 無 議 な の だ < それ で も ここ 

て ゃ っ て これ た の は 関係 者 の 情 圭 だ け で は な い 、 な 
に か 大 中 の よう な も の が 存在 し て いた よう に 思 2 た 
だ その 奇跡 に 寄り か か る こと に 疲れ て いた 。 疲労 困 


で その お 金 を 集 


備 だ っ た 。 
石 周年 は いい 節目 の よう に 思え た 。 


9 月 上 旬 。 同和 の 演目 を 泉 午 花 「 海 神 別 
| に 決め る 。 そもそも 泉 鏡花 の 日 本 語 は 華 記 で 、 舞 
台 役 者 な ら 一 度 は や っ て みた いと 思う 本 な の だ 。 そ の 
中 で も 難解 中 の 難解 と 言わ れ 、 な か な か 演じ られ る こ 
と の な い [海神 別注 」 を 選ん だ の に は 理由 が ある 。 ま 
ず こ の 本 を いま の お 若い 方 々 に も わか る よう に 演出 し 
た か っ た 。 五 周年 、 そ れ も こ れ で 終わ ろう と 思っ て い 
る の だ か ら 、 か な りな 挑戦 を し て も いい と 思っ た 。 た 
だ それ で も 歌謡 ショ ウ は お客 様 と の 共犯 関係 で 築い 
た 舞台 だ 。 沸か な い 舞 台 を 作る 気 は な い 。 自己 満足 
に 終わ っ て は 歌謡 ショ ウ の 意味 が な い 。 演劇 の 発生 
は 王侯 貴族 の 楽し み で あっ た の だ ろう が 、 いま は 大 衆 
の も の だ 。 そこ を 歌謡 ショ ウ は 強調 し て きた の だ か ら 。 


9 月 下旬 . 歌 の シー ン を 割り 出す 。 で きる だ 


けり 原作 本 に より そう よう に 作詞 案 を 考え る 。 映画 版 の 
サク ラ 大 埋 」 の 会 議 の 中 で 、 最 後 の シ ー ン を 歌謡 シ 
7 と だ ぶら せる 案 が 出る 。[ 海 神 別荘 」 な ら 丁度 良い 
ーー の と いう 間 見 で まとまる 。 お い お い 、 ま だ 
2 で 、 苦 肉 の 策 と し て 映画 版 は 鏡花 
人 HH こと に する 。 た だ 挿入 
量 公平 
ぐ 2 イメ ー ジ を ちょ うだ いと 言わ れ 、 す ぐに 書 
を | すべ て は 海 へ ] と する 。 


1 
0 月 中 旬 s 公平 さん か ら 「 す べ て は 海 へ 」 


の 曲 が で き て くる 。 この 曲 が 舞 台 の ラス トシ ー ン を 書 
か せ た 。 これ は 原作 木 に は な い 部 分 だ 。 は た し て 男 と 
女 の 愛 と は な ん と 切な く 業 の 深い も の な の だ ろう 。 鏡 
花 の 原作 に ひと 色 加 えら れ た よう に 思う 。 


1 1 月 上 旬 . 衣装 デザ イン な ど を 決め る 。 お 
正月 公演 に 「 海 神 別荘 」 の 予告 編 を お 見 せ す る こと に 
決め る 。 知人 を 通じ て 、 横尾 忠則 さん に 会 い に 行 く 。 
サク ラフ ァ ン の 皆様 に あま り 関 係 な い の か も し れ な い 
けれ ど 、 舞台 を や っ て ゆく 上 で 、 ポスター を 誰が 担当 
し た の か と いう こと は 大 変 に 重要 な こと な の だ 。 中 で 
も 横尾 さん は 大 御所 中 の 大 御所 。 まず 引き 受け て は 
くれ な いと いう 噂 だ 。 まし て や ゲー ム の 舞台 な ども っ て 
(の )( に Ooqoo と いう 声 を 聞い て が ぜん 闘志 が 湧い た 。 
熱意 は 通じ る も の だ 。 また 奇跡 が 起こ っ た 。 横尾 さん 
は 「 い いよ 。 や っ て あげ る 」 と お っ し ゃ っ た ! 大 感激 。 
唐 十 郎 さ ん や 寺山 修司 さん の ポス ター を 横尾 さん が 描 
いて いた の は 60 年 代 の 終わ り 頃 だ っ た ろう か 。 当 時 、 
ポス ター が 欲し く て 欲し く て し ょ う が な か っ た 。1 枚 も 
手 に 入れ る こと が で き な か っ た 。 だ か ら 横 尾 忠 則 画集 
は 数 冊 所 蔵 し て いる 。 気分 が 乗ら な いと き 、 横 尾 さん 
の 作品 を 眺め て いる と 元気 に な る 。 どう も ぽく は 横尾 
作品 と 相性 が いい よう だ 。 


12 月 生生 人 半 衝 訓 場 に て 予告 場 面 の 稽古 。 
「 す べ て は 海 へ ] は いい 曲 だ 。 し か し まだ 夏 の 台本 は 
誠 成 し な い 。 予告 編 と いっ て も 、 公子 と 美女 が 衣装 
を つけ て 出 て くる だ け に な っ た 。 


1 月 。 舞台 上 に 公子 と 美女 が 登場 し た 。 息 を 和 
む よ う な 空気 が あっ た 。 これ は うま くい く と 直感 し た 。 


3 月 。 泉 鏡 花 と 格闘 。 な ぜ 鏡 花 は こん な 結末 に し 
た の か 。 は な は だ 疑問 で あっ た 。 な ぜ 美 女 は 心変わり 
を する の か 。 公子 に 対し て の 憎しみ は な か っ た と 言う 
の か ? 


3 月 。 。 ん と [海神 別 菩 」 の 台本 が 完成 。 大 幅 
な アレ ンジ は し た が 鏡花 の 求め た も の は すく い 取 っ た 
と 思う 。 そ れ か ら お 若い 方 々 が 退屈 し な いよ うな 場面 
用意 し た 。 説 明 ぜ り ふ は な る べく 歌 で 進行 し た 。 


3 月 下 介入 の 欄 必 ん の スタ ジオ で ポ 
スタ ー 打 ち 合わ せ 。 打 ち 合わ せ は 簡単 に 終わ っ た が 、 
その あと 三島 由紀 夫 や 唐 十郎 、 寺 山 修司 な どの お 話 
を うか が う 。 大変 面白 く 、 気がつく と 4 時 間 。 


衝 月 。 公平 さん が 数 曲 仕 上 げ て くれ る 。 中 で も 
[ 海 の 宴 、 花 の 宴 」「 こ の 書物 は …| は ミュ ー ジ カル で 
いけ て る ! 2 幕 の 方 向 性 が 見 えた 。1 幕 を 立て 直し 。 
台本 を 大 幅 に 修正 する 。 横尾 さ ん か ら 電 話 で ポス タ 
ー に 悩ん で いる か ら 台 本 送れ と の こと 。 至急 送る 。 


5 月 下旬 。 ポス ター 完成 。 すげ え ! まい っ 
た 。 サ クラ が 見 事 に 横尾 忠則 ワー ルド に 変化 し て いる 。 
| 歌謡 ショ ウ っ て アン グラ で し ょ 」 は 横尾 忠則 さん の 名 


言 な り 。 


7 月 生 、 本 陵 み 。 つい に 征 吉 に 実 入 。 
や は り 鏡 花 は 難 物 だ 。 みん な が と ま ど う 。 これ は 芝居 
に な る の だ ろう か 。 


し ヨ 中 旬 . 振り 付け 。 順調 な り 。 た だ 所 作 に 
悩む 。 市 川 春 猿 さん を 紹介 し て も ら う 。 あつ か まし いと 
は 思っ た が 「 所 作 指導 を し て 欲し い 」 と お 願い を する 。 
快諾 し て くだ さっ た 。 あり が た い 。 


に NN At WW 9 人 


7 月 
や 美女 の 芝居 に 色気 と 輝き が 増し た 。 すばらし い 。 ぁ 
り が た い 。 


8 月 。 総 稽古 。 通し で 見 る と 2 幕 は な ん と す ば ら 
し いこ と か 。 言葉 が な い 。 あ る 意味 、 歌謡 ショ ウ の 集 
大 成 の よう に 思う 。 自分 の 思っ て いた と ころ に 手 が 
か か っ た 感じ が し た 。 さて 本 番 の 幕 が 上 が る 。 


矢 薬 を 
終え て 


な ん た る こと か 、 当 日 券 に 長蛇 の 列 。 関係 者 の 方 々 
の 席 も 足り な く て お 断り する 事態 。 芝 居 が ウケ る と 
は こう いう こと な の だ 。 よ か っ た 。 そ し て スポ ン サ ー 
各位 か ら 「 来 年 も いい 舞台 を や っ て ね 」 と 言わ れる 。 
は あ ? や め ろ っ て 言っ て な か っ た っ け ……。 と いう 
こと で 、 歌 謡 シ ョ ウ は 終わ る けど 、 来 年 か ら は 「 ス ー 
パー 歌謡 ショ ウ 」 に し て 続行 と 決定 。 た だ し 1 年 ご と 
に 観客 動員 な ど を 見 な が ら や っ て ゆく と の こと 。 あ 、 
そう 。 資金 集め の プロ デュ ー サ ー か ら は 降り る こと に 
する 。 で きた ら 演 出 も 誰か に 交代 し て も らい た いと 
思う 。 さて 、「 ス ー パ ー 歌 謡 ショ ウ 」 で 何 を や ろう か 思 
案 。 大 ネタ が よい 。 そ うだ 読ま れ な い 名 作 シ リー ズ 
は どう か 。 み ん な 知っ て いる けれ ど 、 読 ん だ こと は な 
い 原 作 を 紐解く と いう 趣向 だ 。 まず 思い 浮か の ぶ の は 
「 南 総 里見 八犬伝 ] 「 西 遊記 」 「 宝島 ]「 厳 窟王 」「 ああ 
無情 ] 「 安 寿 と 厨子 王 」「 牛 若 丸 ] …… ある ぞ あ る ぞ 。 
さて どれ か ら 読 むか な ……。 


へ 違 和 


ア 


い 


還 


新春 歌謡 ショ ウ で 美女 と 公子 の 衣装 が 先行 公開 され て 話題 
を 呼び 、 書店 か ら 原作 の [海神 別荘 」 が 姿 を 消す と いう [ 事 
件 が 起き た と の こと - 演出 上 の こだわ りか ら 、 デザ イン 時 
に は スタ ッ フ 間 の や り 取 り が ひん ば ん に な され た と いう 。 


沖の 僧都 


親方 に と っ て 初 の 木 格 衣装 。 
腰 の 飾り は 、 海 草 の イ メー ジ だ 


美女 
第 二 区 で は 初 の 純 和 風 衣装 。 劇 
場 版 アニ メ と の 連動 も あり 、 特に 
華やか な 仕上 が り と な っ て いる 。 
な お 、 デ ザイ ン 画 に ある 首飾り は 、 

人 台 上 で は 使わ れ て いな い < 


腺 元 

正面 の デザ イン は 急 の 舞い を 
表現 。 背面 は 、 セ ッ ト の 色 と 合 
わせ た 海 の 青 と な っ て いる 。 


女房 
0 デザ イン で は 笠 の み だ が 、 の 
久子 ち に 髪 飾 り も 作ら れ た 。 
裾 を 落ち 着 か せる た め 、 足もと に 
は 綿 が 取り つけ られ た 。 また 、 立 
ち 回 り で の 動き を 妨げ な いよ う 
に 、 各 部 を セパ レー ト 構 造 に し 
て 取り 外し が で きる よう に な っ て 
いる 。 
博士 

帽子 が 目 を ひく デザ イン は 、 
舞台 衣装 の イメ ー ジ その まま だ 。 


精 恒 な シル エッ ト の 中 に 、 濾 を 
イメ ー ジ し た 柄 が 入っ て いる 。 


赤 餅 クン 
衣装 合わ せ の 段階 で 、 パ ニ ツ 
の 裾 に ヒレ が 追加 され た 


) 
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帝国 歌劇 団 ・ 花 組 新春 歌謡 ショ ウ 2002 
神崎 すみ れ 引 退 記 菅 公演 


「 春 恋 紫 花 葬 恒 別 」 
2001.1.2-6 


青山 劇場 


矢尾 一 千 


構 山 角 佐 
富沢 美 暫 才 
高 乃 扉 起 田 滋 裕 
西原 久美 子 = 
溢 崎 ゆり 子 
田中 真弓 中 
人 


千葉 代 


折笠 愛 
陶山 章 央 


_ He M 


、 an ラフ 


ニニ ーー 


電 鼻 
作 ・ 演 出 ・ 小田 切 秀一 / イ ルミ 東京 物忌 販売 に 計 
総合 プロデューサ ムー ビング 人 (エン ター プレ イン 二 
川谷 三 ンタ ー ブ レ イン 
広井 王子 somm 1 
人 井上 智一 朗 / エ ンタ ー ブ プレ イン 
> 大 臣 : /ASG と さ 
音楽 監督 大 島 祐 夫 /ASG 人 の 
田中 公平 ASe の 
首藤 大 善 /ASG 制作 
日 下 靖 順 /ASG 道 正 由紀 / レ イネ ッ ト . 
鈴木 武人 /ASG 佐 藻 順 子 / レ イネ ッ ト 
稲葉 直人 /ASG 訂 田 直子 / レ イネ ッ ト 
秋山 潤 /ASG AUDD 
恵美 子 / ぶ 
slaff 2 0 
柴田 利昭 / イ ルミ カ ー テ ィ ス トマ ネジ メン ト 
re 5 横山 留 佐 / パ ン ピ ー ナ 
演出 ・ 振 付 き 五 二川 愛 / 青 ニブ ロダ クシ ョ ン 
原 あき と / レ イネ ッ ト 武田 安 記 / サ ウン ドク ラフ ト 水村 淳一 / リ マッ クス 9 
指 付 衣装 スタ ッ フ 益子 洋 昭 / シ グマ ・ セ ブン 
湖 村山 織 / 東 京 衣 装 町 田 泉 / ぶ ろだ くし ょ ん バオバブ 
田中 亜紀 / バ ックス テー ジ 山田 美由 紀 / エ ム ・ カ ン バ ニー 
放 陣 閑谷 亜紀 子 / パ ックス テー ジ 渡部 一 綿 プ ロダ クシ ョ ン 
山田 一 善 / ジ ャ パン アク ショ ン エ ンタ ー ブ ラ イズ 栗原 敏 / ジ ャ バン アク ショ ン エ ンタ ー ブ プラ イズ 
ウィ ッ グ & メ イク スタ ッ フ 橋本 実 / ス ノウ ブリ ッ ジ 
studio AD 斎木 隆 / エ イ テ ィ ワン ・ プ ロ デ ュ ー ス 
衣装 菊地 角 一 / オ フィ スキ クチ 
8 上 上 松 朋 美 / 松 衣装 株 式 会 社 バン フレ ッ ト 制 作 
yi か っ ら 山田 真司 / ソ フト バン ク バブ リッ シン グ 
和 上 本 夏 斑 太 / ソ フト バン ク バブ リッ シン グ 
1 山中 洋一 / サ ウン ドク ラフ ト 東京 演劇 か つら 株 式 会 社 砂金 雅彦 / ソ フト バン ク バ パブリッシング 
山本 浩一 / サ ウン ドク ラフ ト 床 山 BK デザ イン 
寺 還 和 KS 荒井 博文 / ギ ルプ ブロ デュ ー ス カン バー ニー 
1 木 鉛 ミヤ コノ ドル ドル ドラ ニ 舞台 監督 助手 岩上 伸 市 
大 屋 博美 / ド ルド ルド ラニ 徳永 泰子 / ジ ・ ア クト 。 コ レク ショ ン 蔵 直美 / ギ キル プロ デュ ー ス カン バニ ー 
分 林 性 夫 / 東 京 衣装 村上 勇作 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 提 影 
ンク 木村 早見 / ジ アクト, コレ クシ ョ ン 小 安静 次 
SGSD 栗 城 宏 / ジ ・ ア クト ・ コ レク ショ ン 着 
に 洒 / ジ ・ ア 四 ショ マン 
小野 軸 理子 /studio AD WPS 0 イク トド ギリ ルル プロデュー スカ ン バ ニー 
避 叶 指 思 SNS と 
横山 美奈 ク 冨 故 / デ ジ キ ュー ブ 監修 還 
1 2 了 レッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 
太鼓 
う 泉 手塚 直子 / レ イネ ッ ト 印 選 
| 本 領 邦 任 / ア ルフ アァ 映像 錦 明 FI 賠 
す 医 上 運 見 直也 / ア ルフ ァ 映像 発生 
| 2 ショコ 言 セガ 
再 制作 村崎 弘史 / ウ ェ ー ブ マ スタ ー 後援 
を 4 後 村 孝 弘 /ON AI 麻布 スタ ジオ bay fm 
| に 在 画 ' 攻 二 カ 
| 夫人 名 越 康 見 / レ ッ ド "エン タテ イメ ント 青山 劇場 
野寺 奥村 圭 作 / レ ッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 太 正 浪 温 倶楽部 
演出 助手 山田 浩生 / レ ッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 株 式 会 社 お も だ か 
柳 延 豊 佐藤 朝 輝 / レ ッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 
和 大 道具 製作 プロ ダク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ニー レッ ド ・ エ ンタ テイ メン ト 
桜井 俊郎 /C-COM 田平 誠 悟 / セ ガ 制作 
返 部 博文 /C-COM 澤 公司 / セ ガ レイ ネッ ト 
1 Aa 1 和 8652 人 
田 ゆ み 子 / セ 人 
中 村 エ リト (高津 映 画 装飾 凍ら セガ 
特 珠 路 道具 4 
田中 義彦 / ア トリ エ カ オ ス 南 捕 士 / ガ 
秋山 公 希 / セ ガ 
に 社名 ・ 個 人 名 所属 は 公演 当時 の も の で す 。 
層 株) 果 
田 正志 / 特 効 
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TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


New Year ReVue 2002 


Harukoishi Sumrre Yuumme No Wakare 


謡 ショ ウ 1 が 思い 出さ れる 


球 で ん が コミ カル に 、 か つ シ ャ ー プ に 演じ る ! 


「 こ の 程度 の 三 下 に 銃 は 必要 
ご ざい ませ ん わ 」 すみ れ は 
キッ と 用 心 権 を に らん だ ! 
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売れ っ 子 棄 者 ・ 和 代 春 。 人 誠人 の 
市 川 春 猿 ぐ ん が 、 色香 た っ ぷり に 魅せ ! 


「 酒 の 相手 が へ っ ぽこ 脚本 家 だ な ん て ……」 「 
1 
』 
| 
1 
1 
1 


泥酔 し て 金田 先生 に カラ み ま く る 大 神 


あー あ 腹 減っ た …… 


「 兄 キ ま で 出稼 ぎ に 行っ ちまっ て 」 
今年 は 1 人 で 出演 。 ベロ ムー チョ 武田 


[ 橋 0 向 と う は 本 所 よ 。 本 所 
不思議 。 お いて け 堀 一] 


に 計 
還 E5 プ リ ル = 


3 や Ao ホ ー ミニ 紅 開 人 形 " 全 自動 拍子 くん " を 見 て 、 レニ と アイ リス は 待避 


TEIKOKU KAGEKIDAN HANAGUMI 
SPECIAL PERFORMANCE 


Newr Year Revue 2002 


Harukoishi Sumire Yume INo Wakare 


Neue 


jn に いき で すね ! 
[豪華 で すね ー」 バ タバ タ は し ゃ ぐさ くら 
[田舎 者 が 目立ち ます わ よ 」 大 人 な すみ れ 


EE 王 5 


に 雇 ] 
光 あ ふれ る 花 組 の ショ ウ に そぐわ な い ? 玲 稚 組 の 雄叫び 


「 カ ン ナ さん に は 不 釣 りあ いな 場所 で すわ 」 ふっ か け て し まう すみ れ 
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「 や し カン ナ さ ん が 私 の 衣装 を 
着 た ら ……」 ズル ズル だ ぁ 


神 と 金田 先生 。 < ヾ べ れ け で す 
に 大 H 先 生 。、 へ 
ぐる ぁみ か ら 転 が り 出 た の は 、 酔い つぶ れ 
夫 き っ | 喜び 汗 ぐ る 

吉 乱 入 し た トラ の 芽 ぐ る み 。 アイ リス は 大 


New Year Revue 2002 


i s No Wakare 
Harukoishi Sumnire Yumne Nc 


NeWeW 


手 代 春 さん 、 あ な た 吐 聞 小僧 …… 


- る 
「 白 状 な さい な 。 その こし ら え は 村雨 の 短 刻 」 つ め よ る すみ れ ] 事情 を 話す 千代 春 。 か ほう 


こら 千代 春 、 先 ほど の 礼 を 
た っ ぷり させ て も ら う ぞ 

ケン カカ 支度 を 整え 、 飛び 込ん で きた 用 心 棒 た ち 。 
さく ら は 刀 を 玲 い 、 みね 打ち を くら わせ る ! 


用 心 棒 に 導 か れ 登 場 し た の は 、 千種 落 特別 ゲス ト の 殺陣 師 、 山田 一 善 先 生 


:、 お 願い し ます 
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私 が お 相手 いた し ます わ 
得 義 の 長刀 で 骨 時 に 返り うち に し た すみ れ | 
よ ゆ うの花 組 は 、 お 店 取 で カズ ノコ を 食べ て ます 


「 こ れ に て 一 件 落着 で すわ ね ! ] 清々 し い 
表情 の 花 組 一 同 。 見 上 げ る 空 に 雪が 舞う 


こい つ は 春 か ら 縁 起 が いい や ! 


「$ 年 も 油 還 : 抹 - 3 
お 客 様 の た め に 、 夢 の ある 舞台 を お 願い し ます ね 」 千代 春 も 笑顔 
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ビブ ラー ト を きか せ て 、 オペ ラ 「 寺 1 ウタ pm 5 
ラ 「 要 雀 の 歌 」 クラ ゲ ダ ン サ ー も 登場 し て 、 神秘 的 な [海神 別 蘭 」 の 世界 を 再現 「 夜 の 海 月 」 


持ち 歌 交 換 で 、 す みれ の 
曲 を 全部 歌っ て ゆく 
まさ に 3 記念 スペ シャ ル ! 

すみ れ を 思う 「 ド リー ム ノ 子 の ! ボンド! 
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「 今 育ま さら めく あぁ の シー 


ン 、 こ の シー ン 」 
親方 も 躍り 、 すみ れ の 引退 に 花 を そえ る 1 


Newy Year ReVu 


caTG 
| 
Harukoishi Sumnire Yu 


Newua7 


er、。 
ke 
味 邊 山 四 用 


風 


~ す みれ メド レー バー ト 1『 最後 は 出演 者 全員 に よる 「 キ ネ マ 行進 曲 」 


相 欄 が 引退 …… こ の 曲 は 
どう し て も 歌い た い ! 

「 愛 は 永久 に 」 目 に 涙 を 浮か べ 、 想い を こめ て 歌 
うら 人 。 すみ れ は 美しい まま 思い 出 に な る …… 


"すみ れ メ ドレ ー バ パー ト ら "は 上 
すみ れ が 歌い 、 花 組 は コー ラ 
ズ ス や バッ クダ ン サ ー を 務め る ! 
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童 っ っ っ っ pp 了 ラ っ 


に 人 3 と コ 
際 (SN られ る 時 間 が 
少な く な っ て きた ] 
の 「 奇 跡 の 鐘 」 に PO | 
ライ ! 」 名 曲 が 次 々 と 歌わ れ て いく | 


書 


半 
ョ ヨウ で は 歌わ れ な か っ た 、 CD と 同じ 
、[ 間 二 了 改 | 2 番 を すみ れ が 笛 


育 高 鳴る その 名 ……」 「 花 咲く と 女 」 


に ゃ の ポ ボーズ 「 歌 い 躍り 舞台 に か け て 、 君 に と どけ 、 今 
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キレ の いい ダン ス で ファ ン を 魅了 する ! トッ プス タ ア の 容 を 目 に 焼き つけ て ! 


琴音 、 ベロ ムー チョ 武田 、 金田 先生 の レビ ュ ウ コン ト 。 ダンデ ィ も 乱入 客席 か ら 割 れん ば か り の か け 声 が か か る ! 「 マ ン ボ ー!l」 


すみ れ 送 り 太 鼓 ! や ー っ ! 


精神 を 統一 させ 、 霊力 を 高め 、 荘 厳 な 音色 で すみ れ を 送る 。 一 打 入 殊 ! 
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油 を さあ 歌い まし ょ 
あふ れる 涙 を ぬ ぐ っ て 
アカ ベラ 「 夢 の つづ き 」 で 花 組 が 舞台 に 
すみ れ か 合流 「 み な さん 、 あり が と う 」 


い 、 
、 
いい 、 玩 


新曲 「 け すみ れ チ ャ チャ チャ 」 これ が 


引退 の 曲 と な っ た …… 


[私 が 引退 し て も 、 みな さま 方 は な く 強 い 詳 で 結 は され て お り ま す 」 ラ スト 


[セン ター 


スポ ッ ト に 慎 
それ が ボット に 立っ 、 


坊 の 祭 ふ 」 すみ れ は 
き で 、 幸い きっ た Se 
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BTtT5 フ OO ミエ ミエ Km | 


で は 最後 は 、 私 の 高笑い で 
お 別れ し た いと 想い ます 

「 み な さま 、 お 慕い 申し て お り ま す 。 ご き げ ん よう 。 
神崎 すみ れ 。 お ー っ ほっ ほっ ほっ ほ 」 


「 お 疲れ さま 」「 あ り が と う 」 
「 大 好き 」 客席 か ら 声 が 飛ぶ 。 
涙 が 止ま ら な い 


千種 落 スペ 
落 スペ シャ ル ! ダブ ルアン コー ル で 「 ゲ キテ イ 」 を 歌う と 、 すみ れ 色 の テー プ と 大 段 幕 が 降り て きた ! 
148 Hee7 
< 


い 


中 目 旧 由 目 目 | 
Fi 


回 を 重ね る こと に 、 歌謡 ショ ウ は 進化 
を 続け て きた 。 だ が 、 その 進化 の 過程 
に は 、 実 に きま ざま な で き ご と が あっ 
に こと だ ろう ここ で は 広井 王子 氏 に 、 


7 なさ 
誤認 ショ ウ 5 年 間 の エピ ソー ド を 語っ 


今 、 明 か され る 歌謡 
と ご 覧 あれ 


て いた だ いた 。 今 
ショ ウ の 裏話 。 と く 


王 
ea 


“ 広 非 '" 間 NK( ド ーー ーー 
了 チ 


「 歌 謡 ショ ウ 裏 話 」 っ て 言っ た っ て 、 マジ に 

裏 の 話 な ん ぞ 、 ぶっちゃけ て 書け る わけ は な 

い 。 そ うい うこ と は お 墓 の 中 に 持っ て ゆく も 

の だ と 、 む か し 母 に 言わ れ た 。 た ま に 暴 露 本 

な ど が 出る が 粋 じゃ な い 。 い っ た い ど ん な 顔 し て 書い て 
る ん だ ろう ね え 。 い や らし い 顔 し て 書い て る ん だ ぜ 、 きっ 
と 。 人 間 ひ と の 悪口 は 大 層 面 白い と 言う けれ ど 、 そん な 
も の 公 に 書か な く て も いい と 思う ん だ よ な 。 っ て わけ で 、 
裏話 っ て 言わ れ て も ね え …… そん な に ネタ が ある わけ で 
も な いし 、 第 一 、 端 か の ら 忘 れ ち まっ て る な …… 6 の EC の 
さく ら 役 の 横山 智佐 さん は 、 そ う 言 えば 第 1 回目 の 「 愛 め 
え に 」 の と き 、「 わ た し 舞台 好き じゃ あり ませ ん 。 お 稽古 た 
くさ ん や る で し ょ 。 わ た し 声優 で す 。 だ か ら こ れ っ き り の 
イベ ント っ て こと で 」 な ん て 言っ て いた な 。 そ れ が いつ の 
ま に か 、 ジャ ズ ダ ンス だ タッ プ ダ ンス だ 三味 線 だ アク ロバ 
ッ ト だ と 、 1 週間 に いく つも の お 稽古 に 通っ て いる 。 そ れ 


作詞 と は な ん た る か ? 


「 作詞 っ て どう や っ て 書く ん で すか 」 っ て 聞か れ た こと 
が ある ん だ けど 、 正直 そん な こと 教え られ な い 。 も っ た い 
ぶっ て る わけ じゃ な いく て 、 な に か 書く た め の 法 則 が ある 
ん な ら 、 ぽく も 教え て も らい た い 。 初め て 作詞 を し た の は 
「 天 外 魔境 ] の 企画 書 の 序文 。 それ が その まま OVA 版 の 
オー プ ニ ン グ 曲 に 使わ れ た 。 歌っ て る の は “キャロット” 
っ て いう 三 人 組 声優 さ 
ん 。 そ の 中 の ひと り が 
伊倉 さん 。 だ か ら 伊 倉 さ 
ん は 、 ぽく の 最初 の 作詞 
を 歌っ た 歌手 に な る 。 
その こと に 気づい た の 
つい 最近 な ん だ な 。 す 
っ か り 忘 れ て いた 。 詞 
を 本 気 で 書い た の は サ 
クラ か ら ね 。 そ れ も 初 め 
は 軽い 気持 ち で 書い た 。 
だ っ て 作詞 家 を 誰 に す 
れ ば いい か わか ら な か 
っ た ん だ も の 。 サ クラ 世 


裏話 」 と は 
いっ た も の の …… 
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を いた だ いて ます か ら 、 精 一 杯 が ん ば ら な いと 申し 訳 な 
いじ ゃ な いで すか 。 し で も いい 無 合 を お 見 せ し た い ァ 
思う ん で す 」 と いう お 答え 。 さす が 」 偉い ! 頭 が 下 が 
る 思い だ っ た ね 。 これ は いか ん と 、 それ か ら あ た し も 買っ 
た ね 、 い ろ ん な 戯曲 を 。 まずは 「 長 谷川 伸 全集 ] ね 。 わ 
か ん な いか 、 長谷 川 伸 な ん て 言っ て も ね 。 代表 作 は 「 陰 
の 母 ]「 一 本 刀 土 伝 入 」「 衝 掛 時 次 郎 」 「 関 の 弥太 っ べ | な 
ど 。 い や あ 読 ん で 泣い た ね 。 うま いん だ これ が 。 大 衆 文 
学 の 神 秋 だ ね 。 それ か ら 「 近 松 門 左衛門 集 」 河竹 黙 同 
弥 集 」 買い まし た 。 読め な い … 眠 く な っ ちゃ う 。 が ん ば っ 
た けど ダメ だ っ た ね 。 脳 の 筋力 トレ ー ニ ング が で き て な 
だ な 5 まあ 高校 も 大 学 も 勉強 し な か っ た か ら ね 、。 そ 
の ツケ が まわ っ て き て る 。 いい 歳 に な っ て 本 を 読む の に 
苦労 し て や が る 。 ざま あ ね え や 。 


界 の こと や 、 キ ャ ラク ター の 気持 ちや 気分 を どう や っ て 作 
詞 家 に 伝え れ ば いい か わか ら な か っ た 。 い っ 自分 で 書 
と こう 。 そ ん な 勢い が あっ た ん だ な 。 当時 は 。 サ クラ 大 戦 
の 企画 が 通っ た ころ の こと だ 。 い くつ か 書い て 公平 さん 
に 見 せ た ら 「 全 部 あな た が 書き な さい 」 と 言わ れ て 必死 こ 
いて 書き まし た 。「 う ん 、 これ と これ は いい けど 、 あ と は ダ 
メ 。A メロ が から B メロ は 起 承 ね 。 ほら ここ か ら C メ ロ で 一 
気 に 転 結 で いい ん だ よ 。 で 、 2 番 は さら に 展開 し な くち ゃ 。 
第 二 幕 っ て 感じ で 。 で も ね 、 作 詞 は テク ニッ ク や 言葉 だ 
け じ ゃ な く て 、 強 い 想 い の よ うな も の を 書い て くだ さい 。 
だ か ら 音 楽に つい て の 勉強 は し な く て も いい で す 。 強く 
書き な さい 。 絵 が 浮か が び 上 が る よう に 」。 そう 言わ れ て も 
さ 、 作詞 家 じ ゃ ね えっ て の 。「 あ な た ちゃ ん と 書け て まれ 
作詞 家 に な りな さい 」。 追い 打ち を か けら れ て 、 引く に 引 
け な く な っ た 。 そ れ か ら 寝 て も 覚め て も 作詞 の こと は か 
り 頭 に 浮か ぶ 。 あ あい い 言 葉 だ と か 、 そ の フレ ー ス 使え 
る と か 、 し ょ っ ちゅ う メ モ す る よう に な り ま し た 。 お か け 欄 
で 、 サク ラ の 作詞 を た くさ ん 書か の せ て いた だ きま し た 。 と 
の 曲 に も 思い 入れ が ある 。 す べ て 公平 さん の お か け で 
すっ て 。 公平 さん は 戦友 な ん て 言っ て くれ る けど 、 ぼく に 
と っ ちゃ 師匠 だ ね 。 むか し 公平 さん が くれ た 手紙 ね 、「 い 
い 詞 で す 。 負け な いよ うな 曲 に し ます 」 と 書か れ て る ん た 

けど さ 、 そ れ っ て 初め て 公平 さん に 衰 め て も ら っ た 手 絡 

ん だ な 。 嬉し か っ た な 。 


2 


アニ メ の 場合 、 キ ャ ステ ィング は 音響 監督 か テレビ局 、 
代理 店 の 権限 で 行わ れ て いる 。 た ぶん 「 天 外 魔境 」 の と 
き 、 初め て キャ ステ ィング を 企画 者 が 行っ た の じゃ な いか 
と 思う 。 まあ 初め て の こと は 多分 に 業界 で 波乱 を 呼ぶ の 
だ が 、 あ の 当時 そん な こと は な か っ た 。 そ れ は ゲー ム の 
キャ ステ ィング の 意味 が わか っ て いな か っ た か ら だ ろう 。 
いま で こそ ゲー ム に 声 を 入れ る の は あたり まえ の よう だ 
が 、 当時 (1985 年 頃 ) は 
「 な に それ ? 」 っ て な 感じ 
だ っ た 。 だ か ら 何 人 も の 
声優 さん に 「 そ ん な も の 
や れ な い 」 と 断 わ ら れ た 。 
ゲー ム っ て 認め られ て な 
いな っ て 思っ た 。 だ か ら 
ゲー ム 人 台本 制作 に は 、 こ 
と の ほか 力 を 入れ た 。 ま 
だ コピ ー 用 紙 に 横書き だ 
知多 三江 妊 三 
メ と 同じ よう な 体裁 に 変 
えた り 、 録音 時 間 の 効率 


ug 舞台 と グッ ズ と 


グッ ズ が 好き だ 。 芝居 や ショ ウ を 見 に 行く と 、 すぐ に グ 
ッ ズ コー ナー を 探し て し まう 。 歌 胡 伝 座 に は た くさ ん の グ 
ッ ズ が 売っ て いて 、 子供 の ころ か ら 好 き な 小 屋 だ っ た 。 
パン フレ ッ ト (歌舞 伎 で は 筋書き ) は 必ず 買う 。 お 気 に 入 
リ の 役者 の 舞台 写真 や 、 紋 を 染め た 手ぬぐい や ハン カ 
チ な ど は 土産 に よい 。 海外 の ショ ウ へ 行く と 、 グッ ズ が た 
さん 出 て いて 嬉し い 。 シャ ツ 、 キャ ッ プ 、 フラッグ 、 ぬ 
ぐる み 、 ビ ンズ な ど な ど 。 山 ほど 買っ て し まう 。 舞台 を 
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ゲー ム の 位置 づけ 、 ショ ウ の 位置 づけ 


化 を 図っ た り 、 音響 監督 に 演出 意図 の 説明 を し た り と 、 
いろ いろ 改善 を し た 。 サク ラ で スタ ッ フ に お 願い し た の 
は 、 役者 さん た ち が サ クラ に 出演 し て よかっ た と 思え る よ 
2 だ スタ ッ フ の 姿勢 を 示 そ うと いう こと だ 。 いつ か 多く 
の 役者 さん が 、 サク ラ に 出演 し た いと 言っ て も ら え る よう 
に し た か っ た 。 その 姿勢 は いま で も 変わ っ て いな い 。 歌 
語 シ ョ ウ も 同じ よう に 考え て いる 。 単なる 声優 さん の イ 
ベン ト と いう 位置 づけ を 超え て 、 ショ ウ と し て チャ レン ジレ 
た いと 思っ た 。 そ の こと が 、 きっ と サク ラ を ちゃ ん と し た 
作品 だ と 位置 づけ た の だ ろう 。 た だ その た め に は 出演 声 
優 さん の 理解 と 努力 が 必要 だ っ た 。 新しい こと を 始め る 
に は 多く の 困難 が ある 。 歯車 が きち ん と 咽 み 合 わな いと 
夢 は 単なる 夢 で 終わ る 。 大 いな る 情熱 と 強い 意志 が 必 
要 だ 。 幸い に し て サク ラ の キャ ステ ィング は うま くい っ た 。 
多く の 方 々 が 、 新しい ショ ウ を 作り た いと いう 難 意 に 秦 同 
し て くだ さり 、 スケ ジュ ー ル を や りく り し て お 稽古 を 重ね て 
くれ た 。 ど ん な 名 優 で あっ て も 稽古 を 重ね な く て は 役 、 
芝居 を 作る こと と は で き な い 。 舞台 は あく まで も 『 虐 ] の 世 
界 な の だ 。 そ の な か に 「 実 」 を 見 せる た め に は 稽古 ある 
の み 。 本 当 に サク ラ の 役者 さん に は 感謝 し て いる 。 


た だ 楽し か っ た と いう 記憶 に だ け と ど め る の で は な く 、 何 
か 明らか な モノ と し て 所 有 し た いと 願っ て いる の か も し れ 
な い 。 自宅 の 机 周 り に は 、 そう いう モノ が 溢れ て いる 。 そ 
れ ら は 時 に 語り か け て くれ る 。 あ の 楽し か っ た 思い 出 を 。 
ショ ウ の 歓声 や 、 ま ぶし い 光 や 、 心 躍る 音楽 の 数々 を 呼 
び 覚 まし て くれ る 。 だ か ら 単 な る グッ ズ で は な く 、 それ ら は 
ぽく の 大 事 な 宝 物 な ん だ 。 消え て な く な る ショ ウ の 大 事 
な 思い 出 の 宝物 だ 。 残念 な こと に 、 まだ まだ 日 本 で は グ 
ッ ズ の こと まで 考え る プロ デュ ー サ ー は いな い 。 そういう 

観客 は 邪道 だ と で も 思っ て いる の だ ろう か 。 毎年 台本 を 

書き な が ら 、 今 年 の グッ プ ズ は こん な も の に し た いな と 思 

い 描 く 。 そ れ が すご く 楽 し い 時 間 だ 。 
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胞 き の 
キャ リア 


花 組 の 絆 


稽古 場 で 意見 が 食い 違い 、 衝突 する こと が ある 。 た い 
が い は 役者 と 演出 家 が 衝突 する 。 い い 舞 台 に し よう と 、 
お 互い が 思え ば 思う ほど 衝突 する の だ 。 歌謡 シ ョ ウ 5 年 
間 の 間 に も 、 数 え 切れ な い 衝突 が 繰り 返さ れ て いる 。 役 
者 が 稽古 を ボイコット し て 、 1 日 海水 浴 に 出かけ た こと が 
あっ た 。 演 出家 が 床 に 
台本 を た た きつ けた こと 
が あっ た 。 本 読み か ら 
役者 が 台本 を 大 幅 に 書 
き 換 えて きた こと が あっ 
た 。 ス タッ フ の 怠慢 に 
役者 が 切れ た こと が あ 
っ た 。 稽 古 場 で 泣き 崩 
れ た 役者 が いた 。 緊張 
の 極致 に 達する と 寝 て 
し まう 役者 も いた 。 か な 


子供 の ころ 、 母 に 連れ ら 2 
は 、 な ん ども いえ ちい 義 の 則 Wm あ 2 ま 了 
供 だ っ た か ら 、 舞 台 の 意味 な ど ま っ た くわ か 。 
ある シー ン が 胸 に 焼き 付い た りす る の た 。 
で も 鮮烈 な 記憶 と し て 残っ て いる 。 そん な 
持っ て いる と と は 、 生 き て めく うえ で 大 事 な と と た ょ 。 
最近 気 つ いた 。 多 く の 子 供 た ち が 上 合 を 観る と いい 、。。 
う 。 そ うい えば 、 稽 古 場 で こん な こと が ぁ っ た 結 
は 、3 年 目 の 暑 い 夏 の 稽古 休憩 の と きた 。 所 
園 剛 新 太郎 さん が 、 椅子 に 座っ て いた 。 その 栓 に 機 Llm 
佐 さ ん が な ん と な く 座 っ て 歌 を ロ ず さん だ 。 その 
団 四 季 の 子供 ミュ ー ジ カル 「 雪 ん 子 」 の な か で 歌わ れ 。 
一 節 だ っ た 。 智 佐 さ ん は それ を 子供 の と き に 観 て 
に 覚え て し まっ た の だ と 言っ て 笑っ た 。 その と き 、[ れ 
出 て た ん だ 」 と 園内 さ ん が ば つり 言っ て うな だ れ た 。 財 
囲 は 大 笑い で あっ た 。「 四 季 っ て 言え よ ば や は リ ジ ー ザ ス ェ 
ね 」。 話題 を 変え よう と 誰か が 言っ た と き 、[ そ れ に 8 
て いた 」 と 園 岡 さん 。 ぽく が 「 あ 、 お れ は 越路 玖 寺 の う 
ァ アン で 「 アプローズ] 初演 を 5 回 観 た な 。 大 学生 だ っ た な 。 
いや あ 人 懐か し いな ] と 言っ た 。 じ ろ り と 園 岡 さん ほぼ ぽく を 
見 て 「 そ れ デ ビュ ー」 と 言っ た 。 いっ た い 園 岡 さん は 何者 
だ ! 付け 加え れ ば 、「 キ ャ ッ ツ 」「 ゴ ー ル デン ボー 有利 
ス サ イ ゴン 」 な ど に も 出 て いる 。 ミュ ー ジ カル 界 で は 、 知 
ら な い 人 は いな いと いう 人 物 。 恐れ 入り まし た 。 


思え た 。 に 3 
ら な い 。 で も 、 
それ は 、 いま 
記憶 を た くさ ん 


り 芝 居 が で きる と 推薦 され た の に 、 さ っ ぱり だ っ た 役者 
も いた 。 い ろ ん な こと が 稽古 場 の な か で 起き た 。 それ ら 
は 、 ぽ ぼく の 人 生 の な か で 濃密 な 時 間 だ っ た 。 他 人 と の 関 
わり の な か で 、 こ れ ほ ど ま で 人 間 く さい 時 間 は な か っ た 。 
た ぶん 、 そ れ ら を 共有 し た こと で 、 花 組 さ ん と は 友情 で 結 
ば れ た の だ と 思う 。 友 情 と いう の は 表面 的 な と と で は な 
い 。 泣い たり 笑っ た り 起 っ た り 門 り を ぶつ けた り …… と 
れ だ け お 互い に は ら わ た の な か を 見 せ た か っ て こと が 
を 深め させ る よう に 思う 。 花 組 は 歌謡 ショ ウ を ひと うつ 終 
わる ご と に その 結束 を 深め た 。 そ れ は ある 意味 、 人 條 
よう に 思え る 。 サ クラ 大 戦 の キャ ステ ィング は 、 た し が に 
ぽく が や っ た 。 だ が 、 は た し て 、 そう な の だ ろう が 。 0 
た ち は 、 す で に 決め られ た 場所 に 、 た だ 、 いる だ け を ん 
じゃ な いか と 思う と き が ある 。 き っ と 、 に 害 2 の 
れ た 出会い で は な か っ た る うか と 。 各 語 ショ ウ は ズー 
< 族 科 ショ ワ は 終 

ーー に な っ た 。 そ れ も あ と 数 年 。10 年 目 で 歌 語 ン ョ 
6 、 が どん な 活動 を する 
わる 予定 だ 。 その あと 花 組 の みん な が と ん 
の か 、 それ と も 完全 に 停止 させ る の か 、 それ ンー 
ら な い 。 で も 、 きっ と 花 組 は ずっ と ずっ と 人 花 組ん な 


いか と 思う 。 


前 説 の 役目 


そもそも 、 第 一 回 目 の 歌 謡 ショ ウ の 初日 に 前 説 は な か 
っ た 。 い まで こる 親方 と 広井 の コン ビ は 不動 ( ? ) だ が 、 
当時 、 ぼく が 舞台 に 上 が る な ん て こと は 考え て も いな か 
っ た 。 どう し て そん な こと に な っ た か と いう と 、「 愛 め え に 」 
の 初日 、 客 席 は と ん で も な いこ と に な っ た 。 まず 、 ケイ タ 
イ が 鳴る 、 芝居 中 に し ゃ べ っ て る 方 は いる 、 ちょ っ と し た 
ギャ グ に いち いち 拍手 、 あ げ く に バラ ー ド に も み 手 (演歌 
じゃ な いん だ か ら さ ) 、 て な こと で 終演 が 40 分 延び た 。 
キャ スト か ら も スタ ッ フ か ら 
も 、 な ん と か し て ほし いと ク 
レー ム が 出 た た 。 そ の と き 、 
「 広 井 さ ん が 出 て 行っ て お 客 
様 に お 願い し た ら 」 と いう 意 
見 が 出 た 。 出 て 行っ て お 願 
いと いっ て も 、 劇 場 に 入っ 
た ら 大 帝国 劇場 の 気分 に な 
り た いじ ゃ な い 。 そ ん な と こ 
ろ に 「 え 一 、 お 日 柄 も よろ し 
く 」 な ん て サク ラ 大 戦 の プロ 
Ra 二 の HK 
ん か が 言っ た らぶ ちこ わし だ 。 
考え あぐね た 結果 、 出番 前 
の 出演 者 (JAC) の 衣装 を 借 
り て 、 大 帝国 劇場 の 裏方 に 
拐 し 、| 観 の 手引 き 」 の よ 
うな こと を し ゃ べろ うと いう 


10 年 目 へ の ラス トス パー ト 


毎年 歌謡 ショ ウ が 終わ る と ほっ と する 。 そ し て 夏 の 終 
わり が 来る 。 秋 に な る と 、 が ぜん 滞っ て いた 仕事 が 忙し 
く な る 。 と 、 すぐ に 新春 公演 の 内 容 を 決め る 会 議 に な り 、 
巴里 花 組 ディ ナー ショ ウ の 準備 に か か ら な けれ ば な ら な 
い 。 と 思っ て いる と 夏 公 演 の 演目 の 決め だ 。 ディ ナー シ 
ョ ウ が 終わ り 、 新春 公演 が 終わ る と 、 本 格 的 に 夏 公演 の 
準備 だ 。 台本 の プロ ッ ト と 作詞 プラ ン が 1 月 下旬 。 公平 
さん と 打ち 合わ せ を し 、 舞 台 部 、 演 出 と の 打ち 合わ せ が 
つづ く 。2 月 下旬 に は 衣装 打ち 合わ せ 、 セット 打 ち 合わ 
せ 、 3 月 に 台本 の 第 1 稿 が 完成 し て いな いと 各所 に 支障 
が 出る の だ 。 と 、 公 演 の た め の ス ケ ジ ュ ー ル を 書い て い 
る と 麗 ろ し いこ と を や っ て いる な と 思う 。 だ っ て そう で し ょ 。 
劇団 で も な い の に 、 な ん か 1 年 中 舞台 の こと や っ て いる 。 


【 志 ーー 選 ーー 時 内 

CU の らき の 56 で 
演 中 に 、 店 で と ん な と と が あ 有 2 
ー 遠 反 で ある と いう よう な こと だ 。 本 来 、 舞 合 の 前 謙 
マナ ー を 説く な ど と いう の は あり えな いこ と だ 。 し か し 歌 
諾 ショ ウ は 、 舞台 を は じ め て ご 覧 に な る よう な 方 々 も 大 替 
いら っ し ゃ っ た 。 その こと を イヤ だ と か 、 最低 だ と は 思わ 
な い 。 誰 で も 最初 は ルー ル が わか ら な いも の だ 。 一 般 常 
識 プ ラス アル ファ 程度 の こと で 、 観劇 が 大 層 面 白い も の 
に な る の だ 。 その こと を お 知ら せ す る つも り で 舞台 に 上 
が っ た 。 そ の うち 、 マナ ー の こと だ け を 言っ て て も つま ら 
な い の で 、 昔 見 た 舞台 の こと と か 、 本 で 読ん だ り 聞い た 
リ し た 戦前 の 浅草 の 様子 な ど を お 話し する よう に し た 。 
みな さん が 少し で も 劇場 の な か で リラ ックス し 、 お 芝居 の 
面白 さ を 感 じ て い た だ けれ ば いい な と いう 気持 ち だ っ た 。 
た だ 、 ひ と り だ と 引っ 込む お タイミング が 難し い 。 そこ で 中 
嶋 親方 の 子 分 で 、 い つも 仕事 を さぼ ぽ り 偉 そ うな こと 言っ 
て る と いう 役柄 を 作り 、 親方 と 二 人 で 前 説 を や る よう な 
に な っ た 。 し か し 、 すでに 前 説 の 当初 の 役割 は 終わ っ た 
の だ と 思う 。 年 々 、 お 客 様 の マナ ー は 向上 し て いる 。 役 
者 が 決め た と き の か け 声 な ども 、 た いし た も の だ 。 こん 
な に も 客席 が 一 体 と な っ た 舞台 は 、 な か な か お 目 に か か 
れ な い 。 そ うい う 意 味 で も 歌謡 ショ ウ は 素晴らし い の だ 。 
前 説 は いま で は お 飾り に すぎ な い の か も し れ な い が 、 ま 
あぁ 歌謡 ショ ウ の 一 部 と な っ て いる ん じゃ な いか と 思う の 
で 、 最後 まで つづ け よ うと 思う 。 


いつ も 頭 の な か に 次 は な に を や ろう 、 次 は どん な 歌 に し 
2 の 次 は どん な アイ デア を ncooa っ て 想い が ぐる ぐる と 駆 
け め ぐっ て いる 。 な ん だ か ん だ と 今年 で (2004 年 ) で 8 年 
間 歌 謡 シ ョ ウ を や っ て きた こと に な る 。 我 な が ら よく 赤い 
た な と 思う 。 さあ て 、 あと 2 回 。 どん な 演目 を や ろう か な 
cccoO どん な フィ ナー レ を 好 え よう か な きっ と 10 
成 》 うだ ろう な 。 ぷ いち ゃ うか も し れ な い 。 ご 023 

し 5 ずく 


人 台 と の 戦い の 日 々 が Ne 
し きも 感じ る ん だ ろう な 。 毎年 、 お 客 様 と お 会 し 6 
る の が すご く 楽 し か っ た も の な 。 さあ ラス トス パー ト だ 

いい 舞台 を 作ら な くち や 


MIN NZ NUNS NN YA 


歌謡 ショ ウ と いえ ば 、 忘れ て ほ た に 
い の か 会 場 で 販 売 き れ て いる クッ 1 
衝 , この コー ナー で は 23 靖 間 半 細 
ト 用 に 作ら れ た 、 花 組 関連 アイ = 
を で きる 限り 集め て み ま し た | 
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各 公 演 ・ イ ベン ト の ペー ジ に 収まり きら な か っ た 写真 が まだ ま 
だ あり ます ! イベ ント や 公演 稽古 、 撮影 現場 に バッ クス テー 
ジ …… な ど な ど 、 帝 国歌 劇団 ・ 花 組 秘蔵 の 写真 を 大 公開 ! 


| 人 や る im 人 


1777 年 ダ 折 用 @ 


ュー 


ゲー ムシ ョ ウ に て 。 
新 加入 の 元 星 組 、 織姫 役 の 麻弥 さん 、 レニ 役 の 伊倉 さん と 
「 サ クラ 2」 キ ャ ステ ィング 裏話 を し まし た 


「 サ クラ 2]」 の レコ ー デ ィング 。「 夢 の つづ き 」 …… か な ? 
花 組 全員 集合 で す が 、 歌う と き は 1 人 ずつ ブー ス に 入る の で す 


1775 


OVAT「 桜 華 絢 其 」 の 製作 発表 会 。 
私 服 で 「 サ クラ 」 の PR を する と き は 、 和 柄 か ピン 
ク 色 を 取り 入れ る よう に じ て い ます 


OVA「 肌 華 絢 炊 」 第 3 話 ア フレ コ 。 3 明 居 か 2 た 
お 化け が ズー ム ア ッ プ す る シー ン は 、 みん な 「 き ネー! と 叫び お 


160 mm 


ゲー ムシ ョ ウ に て 。 わた し の ネー 


" せ が た 三四郎 " さん の 名 前 が …… 
資源 を ムダ な く 使 っ て いま す 


ンー 2 則 W/ 
| サクラ 2」CM 撮影 。 せ が た 三四郎 こと 藤岡 弘 さ ん と 。 
まる で 本 物 そっ くり な 桜の 木 も 逐 生 も 、 全部 セッ ト な の で す 


1775 年 ク 日 々 @ 


稽古 場 に フラ ッ と や っ て きた ネコ に 、 ご は ん を あげ る や さ し い 本 さ ん 。 
古 場 に 


まる まる 太ら せ て か ら 食べ る 予定 ! ! (ウソ ウソ ) | 


2 キク 5 っ 』 - 
ET 電影 で 、 沖 縄 を 観光 し まし た 。 
、 イ プン ガイ ド さ ん に ご き げ ん で し た 。 旅 は いい な ぁ 8 
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1775 年 5 旭 10@ 


775 年 5 折 2@ 


6 
> 呈 1 | 補 
い 能 楽屋 に 千 さ れる タイ ツ 、 くつ 下 、 ツン (アン ダー バ パンツ) 和 選 
リリ ツン は 表装 と 同じ 色 に な っ て ます 。 カラ フル で し ょ ? re 
Xi 


「 つ ば さ 」 で の 綱 重 な 未 使用 衣装 写真 。 
試着 の 結果 、 地味 だ っ た の で ボツ に ……。 
本 番 で は 、 銀 の 全身 ラメ ドレ ス を 着 まし た 1775 年 10 旭 23@ 


1775 年 クタ 外用 


た 。 


「 寄 踊 の 負 」 ビ デオ クリ ッ プ 撮 影 。 早朝 か ら 夜中 まで 、 人 に 和 放り に ゲ ワ 2 
6 2 うそ の 1 非売品 だ けど 、 て いね い に 撮っ た 力作 で す 

「 つ ば さ 」 の ビデ オ の 冒頭 で 作品 紹介 を する た め 、 
に わか 弁士 に な り ま し た 。 

扇子 で 机 を 叩い て いる と 、 その 気 に な っ て きま す 


162. Pe 5 隊 電 レ ニ ーー 


克 


/ 


テ 


私 前 の 過 茶 店 に キー ボー ド を 持ち こん で 
成 隊 く の 女 ] の アカ ペラ コー ラス 作り 。 
Xmas ライ ブ に 向け て 、 真 刻 で す 


ニ メ 紅 白 歌 合戦 。 マ リア 役 の < 誠 
5 6 肌 さ ん 、 すみ れ 役 の 美智 
ん な に も 洋服 の 革 が 追う と は ………。 見 症 e9l 


2 
っ 


1779 年 6 回 ら @ 


_ 


まま 」 
テ 
所 


# 
テイ ゲキ ブ ュ に = 着 * 
ラフ っ 誌 
に 3 公園 で お 見 を し まし た 。 
' い 楼 に さき げん で し た 。 春 は いい な ぁ 


」 の 箱 抜 け マ ジッ ク は 、 ダン サー さん が 上 半身 だ け 


Py 「 紅 敬 
汗 て 、 ダ ミー に な っ て くれ た の で す 


9 es 湯川 マサ エ の 衣装 を 


mml 163 


| 


Obhmsmwqwmcmm ks 


2600 年 所 


200 の 0 年 用 旬 20@ 


の RM | \ 球 


ゲー ムシ ョ ウ に て 。 サタ ー ン か ら ド リー ムキ ャ スト に 変わ り 、 
「 サ クラ 」 の 物語 は 帝都 か ら 巴 里 へ …… と お 客 様 に ご 報告 し まし た 


「 桂 由美 ブラ イダ ル シ ョ ー」 の 振り 付け る ウォ ー キ ング 稽 古 。 
本 番 同様 ハイ ヒー ル を は いて 、 ポー ズ を 確か め ま す 。 可憐 だ 


2000 年 5 旭 19 


2000 年 3 息 


[アラ ビア の バラ 」 公 演 中 。 内 、 征 ご は ん 、 サラ タ 2 
の ホッ トミ ー ル 。 ス タ / て の フラ ベ チ ー ノ が マイ ブー ム で し と 


! ウ クラ 1 の イベ ント で 、 初め て 全国 を X6D ま し た 。 R 英 りお 
万 の お 客 様 と 間近 で お 会 いで き て うれ し か っ た 。 晩 ご は ん も 楽し か っ た - 本 
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2001 年 1 


新 世紀 カウ ント ダウ ン 終 了 後 、 大 興奮 の 打ち 上 げ 。 
青山 劇場 の リハ ー サ ル 室 で 、 みん な で 乾杯 し まし た 。AM1 : 


NNYRa vsNreSSsse 


- - - 輸 た 


カウ ッ ト ダ ウン ライ ブ の 本 番 直 前 。 
スタ ッ フ さん の イキ な は か らい で 、 年 越 そ ば が 配ら れ ま し た 。 


うれ し 。 お いし 。 し あわ せ 


間 還 還 生 5 。 _- zooieigee 


ーー 


99cos 

新書 信 S 。、 

お 人 か らい た だ いた 生 の お 、 
信楽 必 前 ロビ ー を に ざわ せま す 


Os 


) 


ろ い の ハツ ビ で 和 太 鼓 に 挑戦 


は ちまき の 結び 方 に 、 


ァ テー アー 


本 3D 衣 3 0 
人 ト に 、 キ ャ ラク ター の 個性 を 出す まう と だ わっ て 


いま す 


pml 169 


ーー hs。。 / 全 


2001 年 7 皿 用 7@ 


2001 年 ! 旬 スタ @ 


アテ 
で な ー 誠 放 ( 

L pit つ 

wwrsxinyLCom 


7 月 88 日 は 、 さ くら さん の 征 生 日 。 3 [ 神 別 笠 


歌謡 ショ ウ の 稽古 場 に 、 ファ ン の 方 が フル ー ツ た っ ぶり の ケー キ を お 花 な の | 
送っ て くれ まし た 
2001 3 
2001 年 5 折々 @ 


少年 レッ ド の 衣装 が うれ し く て …… は じ け ちゃ っ て ます 。 
お 正月 な の で お 必 馬 の 飲み すぎ と いう こと で 、 許し て くだ さい ! 


2001 年 7 旬 有 27@ 


台 そ で に 人 目 を し の ん で 愛 を 語る ラブ ラブ な ら 人 人 に 大 
と 思い き や 、 すれ みさ ん の 傘 を 修理 し て いる の で し た 


YA、 
2 、 


アア 9 
5 SA 

「 海 神 別荘 」 衣 装 バレ ー ド 。 怪人 デベ ン に 赤 餅 の か 点 り も の ……。 1 内 = 和信 だけ で し 
ロマ ン 主 義文 学 ・ 泉 鏡花 も びっ くり の 新 機軸 で す 半 間 ー 


166 Palm 


[ 拉 別 笠 」 で は 、 ロビ ー に 海 の 御殿 を イメ ー ジ し た 飾り が 置か れ ま し た 。 
お 花 な の に 海底 に 見 えて くる か ら 不 思 議 で す 


2001 年 12 暫 20@ 


人 5+。 こ 

0 ン ホ テル に て 。 

SA だ し は マリ ア 役 の 耳 さ ん 、 紅 間 役 の ふつ ちゃ ん と 
た 。 5 ょ っ びり さび し 


2001 年 11 牛 13@ 


「 活 動 写真 ] の プレ ス 試 写 会 で 急速 スピ ー チ を 求め られ 、 緊張 の 笑顔 


よれ よれ トレ ー ナ ー を 着 て いた こと 、 後 悔し まし た 


2 の 01 年 12 久 2Z1@ 


JR 有楽 町 駅 の ホー ム で [活動 写真 」 の 広告 を 発見 ! 
感動 の あま り 、 人 目 を 気 に せ ず 写 


真 を 撮り まし た 。 興 准 し た 
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| も や やや や  O も や 、 やる も かる い 


00 有 年 1 自ら @ 


2002 ろ 年 1 旭 用 @ 


「 神 崎 す みれ 引退 記念 公演 ] に て 。 
左側 が すみ れ 役 ・ 美 固 恵 さん の 鏡 前 。 9 
も うこ れ で 最後 ……。 さび し く て た まり ませ ん ン 


ゲ 2 人 AN パパ 
グ 


シー ニニ ニニ ニッ 


青山 劇場 前 に サク ラバ ス が 展示 され て いま し た 。 
早朝 か ら 映 画 の 舞台 あい さ つ を し て 、 この あと 新春 公演 で す 。 大 忙し 


2002 年 1 自 6@ 


2002 年 3 略 30@ 


ん ig 
女形 ・ 市 川 春 猿 さ ん と 。 
歌舞 伎 の 方 と 共演 で きる な ん て 、 夢 の よ う で し た 。 
男性 な の に この 妖 詞 さ 、 年 下 な の に この 負 禄 


ドリ ー ム キャ スト さよ な ら イ ベン ト 。 
私 服 で 「 サ クラ 」 の ステ ー ジ に 立つ の は 珍し く 、 
みん な 楽屋 で 大 は し ゃ ぎ で し た 


168 Pl 


PP 


、 


、 Ca 5 it : 
の < H M 1 
(名 2 # 


= 一 
内 ヶ 。 に 2 拓 か ら は な ん と 、 歌 生ま 
| 9 < ニラ ) ら な 謡 > 7 
了 各 組 ラ エ テ イ SE W 

中 担当 ペー ジ ! 


盛り だ くさ 舌 徐 : 
| | ん の 内 容 で お 届け し ます 。 書 5 
賠 | リ マタ 上 


まる の 結果 は 、 ペ ー 


に 1 半井 桁 
に NNN は お 


CTT 


うお すす あず を ます さす 


3 
Hm 


<t ゃ を 


アイ リス に ひと こと 。 
* ず ー っ と 、 そ の か わい い 声 の まま 大 人 に な っ て ね 。 


た 
ち 
う 


あめ 


痛かっ た こと は ? 
L 1). り し て 美しい 横 座 り で 乗っ た [海神 」 の 竜馬 …。 


き 。 うれ し か っ た こと は ? 
・ ダ ン サ ー さ ん や 歌舞 伝 役 者 さん と 仲良 く な れ た ! ! 


や 影響 され た こと は ? 


* お か げ で 舞台 を 観 た り 、 出演 する 提 会 が 増え た 。 


織姫 に ひと こと 。 
* わ が まま も 、 けなげ な 愛情 表現 だ と 教わり まし た 。 


カンナ に ひと こと 。 
* 稽 古 場 に に お に ぎり や お 餅 の 差し 入れ 、 感謝 で す 。 


く 


け 稽古 中 に よく や る こと は ? 

* お 菓子 を 食べ る 。 錦糸 町 駅 ビル で 買い 物 を する 。 
ーー 紅 隊 に ひと こと 。 

人 ・ 飲 茶 し つつ 恋 に つい て じっくり 周り 合い た いで す 。 


さ 


緊張 し た こと は ? ー フ 
*| 愛 ゆえ に 」 の 殺陣 シー ン 前 は 、 半 ペ ソ で 有 居 え て た 。 居 


UN 
3 


くやし か っ た こと は ? 
*「 ア ラビ アー」 の 酒場 の 稽古 が 充分 で は な か っ た 。 


さく ら に ひと こと 

* 憧 れ て いま す 。 あな た に 近づけ る よう が ん ば り ま す 。 [ 

失敗 だ っ た こと は ? 

・ 打 ち 上 げ で 披露 し た 下品 な 一 発 芸 。 今 で は 恒例 に 。 ひ 
す すみ れ に ひと こと 

・ ま た 一 緒 に 舞台 に 立ち た いで す 。 帰っ て き て !」 ア 


せ セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 
* 家 、 移 動 中 、 生 古 場 な どい た る と ころ で 。 


M 卒業 し た こと は ? 


人 へ 


見 栄 っ ぱり だ 3* 買い 物 は 豪快 に する 


横山 押 佐 さん の チャ ー ト の 結果 一 PE ぁ タイプ 
自分 、 体育 会 系 ッ ス LE 秦 情 た っ ぷり に 育て られ た 【 少 ドジ だ 【 中 朝食 は で は ん に みぞ 沖 [6 > 
[NO > 暑い より も 塞い ほう が ガマ ン で きる [0 > 


楽し か っ た こと は ? 
* 花 組 デ ィ ナ ー バ パー ティ ー や 温泉 旅行 を し た こと 。 


よ 
ひみ 
む 
め 
も 

や 


*「 春 が 来る 」「 南 風 GOGO」 の Mix。 や り た か っ た の 。 ゆ 


よ 


眠れ な か っ た こと は ? 、 
・「 海 神 ]」 の 所 作 は 寝 た ら 忘れ る 、 の 恐怖 と 戦っ た 。 の 


る 
れ 


挑戦 し た こと は ? 
* 真 宮寺 さく ら と し て 舞台 を 務め る こと こそ 挑戦 ! ! 


つら か っ た こと は ? 
*「 海 神 」 の 所 作 が つい た の が 、 本 番 1 週間 前 だ っ た 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 
< 微妙 に 複雑 な 「 花 咲く 乙女 」 の 振り を 間違え な か っ た 。 


得 し た こと は ? 
* い ろ ん な 地方 の 名 産品 を 差し 入れ に いた だ いた !! 


泣い た こと は ? 
*「 春 恋 一] の ゲキ テイ 稽古 中 、 急 に 大 泣き し た 。 


「 抜 き 打 ち 検 査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は 2 
* ケ ー タ イ 。 細 か く 言 えば 着信 履歴 。 乙 女 の 秘密 !! 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
* 生 オケ は 素晴らし いけ ど 、 毎 日 テン ポ が 違っ て 難し い 。 


恥ず か し か っ た こと は ? 
*3 年 目 の 夏 。 太っ て さく ら ワ ン ピ が 入ら な か っ た 。 


ヒミツ に し て いた こと は ? 
*「 愛 ゆえ に 」 で 手甲 を つけ 忘れ た 日 が あっ た 。 


不思議 だ っ た こと は ? 


\ ・ お 客 様 の コス プレ の 生地 が 、 実物 と そっ くり な こと 。 ろ 


へ コ ん だ こと は ? 
*「 愛 ゆえ に 」 後 、 何 も で き な い 自分 に 気付 いた ……。 


わ 


マリ ア に ひと こと 。 

・ ま た [海神 ] の よう な 愛 の 舞い を し た いで すね 
身 に つい た こと は ? 

* す っ ぴん 、 ジャ ー ジ 姿 で 電車 に 乗れ ます ( 悲 ) 
難し か っ た こと は ? 

* さ くら ロボ の 振り 。 ロッ キン グ が で き な が か っ た 』 
珍し か っ た こと は ? 

* 公 演 中 に 食事 が 出る 。 し か も ホッ トミ ー ル ( 富 ) 
燃え た こと は ? 

* ス テッ キ を 使っ て 踊っ た 。 和 太 鼓 を 打っ た 。 

や っ て みた いこ と は ? 

* 海 外 公演 。 

許せ な いこ と は ? 

* 積 古 と 隅田 川 花火 大 会 が 重なり 、 音 し か 聞け な い 。 


よかっ た こと は ? 
* サ クラ を 愛し て くだ さる お 客 様 と 会 えた こと |!! 


ラッ キー だ っ た こと は ? 
< 稽古 場 で ケー タイ の 充電 が で きる 。 あれ 小さ い 7 


リス ベク ト し た こと は ? 
< 努力 し 続け る 花 組 さん 。 いつ も 尊敬 し て いま お 


ルー ル 違 反し ちゃ つた こと は 2 

* さ くら 引退 公演 っ て どん な だ ろ 、 と 考え た (未遂 ) 
レニ に ひと こと 。 1 
。1000 本 ノッ ク で 何で も 克服 で きる と 学び まし た 。 


朗報 だ っ た こと は ? 
< 歌 鉛 ショ ウ 10 年 続け る ぞ …… と 広井 さん が 言っ た 。 


笑っ た こと は ? 
* さ くら さす が さん …… と 美智 恵 さん が 言っ た = 


。20 代 は 本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? ん ? だ っ た こと は ? 2 

0 代 。 よ ・ な し 。 終 演 後 の 飲 み 会 に は 、 な る べく 参加 する 。 。 さ くら は 大 和 撫 子 な の で 崩せ な い 。 時 々 

ー ベク ロリ ー た 

この 役 に を 6 この 役 に コ 9 この 役 を プー * つ 7 

2 ピア の パラ 赤 餅 クン ノ 海 神 別 荘 美海 神 別 寿 
の oN ッ ゲ ヒゲ ヒル が 下品 強 さ に ひか れる 、 宝 大 事 : 
NAS 4 下品 に 聞こ えた 。 前 石 を 見 せ び ぴら か し た つゆ 7 
た 飛 進 す る と き に 腰 を 前 い 、 命 ある こと を 知 ガ ゥ . 
2 フト ? "を し に つき 出す “ 除 ず か ら せ た いと いう 人 間 2 
AR し ポー ズ " の 振り に 、 の 性 に 共感 し た か ら 。 3 
高音 6 赤身 ク ン の 人 生 を 泉 島 花 の 美しい 日 本 * ま < 

・3 小 節 の ば し 見 た | 1 語 も 魅力 で し た 。 

も キツ か っ た | | だ 
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員 998.8.11 花 組 楽 屋 |aie 謙 優 的 


NN ト 
| 9600 男性 楽屋! 宮家 


初め て 花 組 全員 お そ る い 


7 1 が 生 どん 
め oN ほな いよ うに 8 
/ 0 と は いえ 顔 [海神 別荘 」 で 狐 を 演じ て 
NN プ を 貼っ て 舞台 に くだ さっ た ラサ ー ル 石井 の 和装 ・ 紋 付 を 着 ま し 
す 。 を いた だ 立つ と は …… 帳 3 に es ま 
| に 0 月間 な ざん が 、 カ ー テ ンコ ー ル た 。 正 座 が つら い の で 、 
NF に 両津 吉 姿 で 現れ た ! 問 演 直前 まで フラ フラ し 
5 両さん を さがせ 。 て ます 。 


アイ リス に ひと こと 。 


楽し か っ た こと は ? 


歌謡 ショ ウ 十 音 ア ン ケ ー ト 
い ) 


* ア イリ ス は 本 当 に か わい い ネ ウチ チン の プイ 。 
痛かっ た こと は ? 
* 舞 台 稽古 中 で の 筋肉 痛 ! 


うれ し か っ た こと は ? 
* 神 崎 すみ れ と 出逢い 、 サク ラ の 仲間 で いら れる こと 。 


影響 され た こと は ? 
・ 共 演者 や スタ ッ フ の 、 サク ラ を 愛す る 情熱 と 向上 心 。 


織姫 に ひと こと 。 

* 織 姫 の 説 っ た 四 字 熱 語 が 、 他 人 事 に 思え な い 私 。 
カン ナ に ひと こと 。 

* い つも ケン カ ば か り だ けれ ど …… 本 当 は 大 好き よ 。 


緊 天 し た こと は ? 
< 毎回 の 歌謡 ショ ウ で の 本 番 前 ……。 


くやし か っ た こと は ? 
* 舞 台 の 本 番 中 に ミス を し て し まっ た と き 。 


稽古 中 に よく や る こと は ? 
< 柔軟 体操 と 、 お 菓子 の つま み 食い 〇 


紅蘭 に ひと こと 。 

* 紅 蘭 の 明る さ は 、 心 を 励ま し な ご ませ て くれ ます ネ 。 
さく ら に ひと こと 。 

* 真 宮寺 さく ら は 、 日 本 を 代表 する ヒロ イン で す ! | 
失敗 だ っ た こと は ? 

*「 海 神 別荘 」 の 舞台 で 、 一 度 だ け 立ち 回 り の と き に 転ん だ 。 
すみ れ に ひと こと 。 

* あな た は 私 の 憧れ の 存在 で あり 、 夢 の つ づき で す 。 


し 


セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 
・ お 家 か 、 移 動 中 の 電車 の 中 。 


や アグ 卒業 し た こと は ? 
* すみ れ 引 退 は 、 言 い 空 えれ ば ひと つの 卒業 な の か な 。 


ーー ン 1 に 9 メ と た 人 に こ 
この 役 に ? い 7 た この 役 に 笑 つた この 役 を や り た か っ た 
紅 病 瘍 / 紅 踊 間 & す みれ 引退 / 新 春 歌 謡 明智 小次郎 / 紅 申 昌 オン ドレ & ク レモ ンティー ヌ / 愛 ゆえ に 


ショ ウ 2002 神崎 すみ れ 引 反 記 念 公 
演 「 共 上 各 者 別 〕 


2 つ 書 いて し まっ た こ 
と を 、 どう ぞ お 許し く 
だ さい 。 その 理由 は 
で 語る こと な ど で き 
ませ ん わ !!| うう ぅ 。 
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* 数 えき されない ほど 、 た くさ ー ん あり ます !! 


挑戦 し た こと は ? 
< 桂 由 美 先生 の ブラ イダ ル シ ョ ー で モデ ル デ ビ ュー。 


つら か っ た こと は ? 
・ 疲 労 が ビー ク に な り 、 声 が 出 な く な っ て くる こと 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 
* セ リフ も 踊り の 振り も 殺陣 も 、 すぐ 忘れ ちゃ うこ と 。 


得 し た こと は 2 
*・ フ ァ ン の 皆様 か ら の 、 愛 の こも っ た お 手紙 と 賜り 物 〇 


た 
ち 
つ 
【@ 
台 


泣い た こと は ? 
* す みれ 引退 公演 で は 、 毎 日 涙し て し まい まし た 


な 


に 


U1 


に や けた こと は ? 
* 殺 陣 が バシ ッ と 自分 な り に 決ま っ た 瞬間 、 心 の 中 で 。 


「 抜 き 打 ち 検 査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 陣 す も の は ? 
* え ぇ ! 2? な ん で し ょ う ? 特に 隠す も の は な いで す 。 


眠れ な か っ た こと は ? 
* 実 力 が 伴わ ず 、 不安 と 焦り を 感じ て いる と き 。 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 

Ob わか り ま せん 。 ご めん な さい 。 
恥ず か し か っ た こと は ? 

* 神 崎 す みれ と し て 、 初め て 衣装 と カツ ラ を 着け た と き 。 


ヒミツ に し て いた こと は ? 
* カ ラオ ケ に 行っ て 瑞 う の が 苦手 だ と いう こと 。 


! 
ひ 
2 
へ 
! 


不思議 だ っ た こと は ? 
* 帝 国歌 劇団 が 、 い まだ に 紅白 に 出場 し て いな いこ と 。 


へ コ ん だ こと は ? 
*「 愛 ゆえ に 」 の 本 番 中 、 一 度 だ け 完 全 に セリ フ を 忘れ た 。 


本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 
* 化 粧 前 に 敷く タオ ル は 、 マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン で す 。 


だ っ て 明智 さん た 
ら 、「 ど こ に いる 紅 
新 瘍 !!」 と カッ コ よ く 
登場 し た か と 思っ た 


自分 、 体育 会 系 ッ ス ME 愛情 た っ ぷり に 育て られ た 【E タ ドジ だ 朝食 は ご は ん に み 
見 栄 っ ば り だ 【 相 買 い 物 は 豪快 に する [NO> 叶い より も 講 い ほう が ガマ ン で きる [mm > | 


よ 
み 
む 


ご ざい ざめ い ご の みせ ず で 中 きき 


第 1 回 目 の 歌 謡 ショ 
ウ は まだ 劇 中 劇 が な 
か っ た の で 、 や り た 
い 役 と いう より は 


マリ ア に ひと こと 。 
* マ リア に 見 つめ られ た ら 、 誰 で も うっ と りこ く @ よ 。 


身 に つい た こと は ? 
* す みれ の 衣装 を 着 て 外 に 出 て も 、 恥ず か じ く 


難し か っ た こと は ? 
*「 キ ネ マ 行進 曲 ] の カン ナ さ ん と の 早口 で 歌う 歌 記 


珍し か っ た こと は 9 3 

・ ま さか サク ラ の 世界 で 、 パラ バラ を 踊る な ど と は 
燃え た こと は ? 

* 舞 台 を 必ず 成功 させ る !! その 目標 に 向かっ て いる と き 。 

や っ て みた いこ と は ? 『 
* 歌 謡 ショ ウ の 海外 公演 と 、 宝塚 の 方 々 と の 共演 ( 笑 ) | 


許せ な いこ と は ? は 
*…… な いで す 。 い 


よかっ た こと は ? 
・ 素 敵 な 仲間 た ちと 出逢い 、 喜び を わか ち 合 えた こと 。 還 


ラッ キー だ っ た こと は ? 
< 広井 王子 さん に 、 神崎 すみ れ 役 に 選ん で いた だ いた こと 。 [ 


| 


リス ペク ト し た こと は ? | 
・ サ クラ を 応援 し て くだ さる ファ ン の 弟 様 の 愛 と 


Ia 


0 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? | 
< 金田 先生 が 全 宮 で 舞台 に !2 か ろう じ て 風呂 桶 ひ と つ 。 


レニ に ひと こと 。 本 
。 僕 は レニ …… セ リフ は 少な く て も 、 存在 は 刊 大 で 3 


朗報 だ っ た こと は ? 
市 川 春 猿 さん が すみ れ 3| 退 公演 に 出演 し < くだ 


さっ た こと 。 


こ 隊 ま | 
笑っ た こと は ? sl 
< 基 台 上 で 起き る さま ざま な ハブ ニン グ と 人 人 の ミズ | 


ん ? だ っ た こと は ? 
。。 ニ アッ ク な コス プレ の 人 人 を 見 つり た と 85228 


の の 


cogc な ら な く で よかっ だ 


赤 餅 クン / 海 神 別荘 


ら 、 ズ ボン の 前 ファ 「 愛 ゆえ に 」 の 劇 中 さ 」 
スナ ー が 全開 な ん 劇 そ の も の を や り た 

で す も の !! オー ホ か っ た ナ 〇 

示 ホ ホ 


6 


で 
。 牧 加 で 殺陣 の 
いた たい つも 教え て 
生 


ーー 


0 1 
Angeyze 
NO 


桂 由 美 さ ん の ファ ッ シ ョ 
ン シ ョ ー で 着る 衣装 の 寸 
法 直し 。 女の子 な ら 誰 で 
も 憧れ る 桂 さ ん の ドレ ス 
〇 幸せ 。 


「 紅 新 瘍 」 の お 稽古 シー ン 。 
すでに 真弓 さん の 目 に は 
涙 が …… 。 ら 人 で 泣い て 
し まっ て 歌え な か っ た と こ 
と も 。 


1998.72 みみ だ 人 三 クタ タ ジ オ に 


テレ ビ 版 サク ラ 「 ゲ キテ 
イ 」 と 「 画 みて いよ う 」 の 
レコ ー デ ィング 終了 後 。 
私 た ち は 皆 、 本 当 に 仲良 
し な の だ ぁ 。 


ーー ーー 更に 
1999.7.30 ダイ ジョ ー ス タ ジ オ に て 


ES 
Rn- 
0 テ の 。 
2 
7 
人 CO M 
に > Pa 


Mi 中 
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王 詳 ジョ ワカ 十 昔 アン ケー ト 


アイ リス に ひと こと 。 
* 澄 ん だ 心 に 癒さ れ ま す 。 いつ まで も 今 の まま で 。 


い ) 
い 


や うれ し か っ た こと は ? 
* み ん な で 、 いろんな お 稽古 が で きた こと 。 


痛かっ た こと は ? 
*・ ド アノ ブ が 取れ た こと 。 思わ ず 、「 誰 か 開け て 」 と 叫ん だ 。 


や 影響 され た こと は ? 
* 広 井 さん の 考え 方 。 公平 先生 の 音 。 龍 子 先生 の 熱 。 


織姫 に ひと こと 。 
* 滑 舌 の よさ に は 頭 が 下がる ! 


カン ナ に ひと こと 。 
・ ギ ャ グ の セン ス に は 感心 。 マリ ア 泣か せ の 人 よ ! 


華やか な 人 で いて 。 


紫 張 し た こと は ? 
* い つも ドッ キ ド キ で す ! 


くやし か っ た こと は ? 
*「 イ ッ ツ ショ ウタ イム 」 で 、 ステ ッ キ を 落と し た こと 。 


[ 稽 古 中 に よく や る こと は ? 
* 笑 う 。 


ーー 紅 隊 に ひと こと 。 
もこ 二 ・ 顎 の 回 転 の 早 さ に は ぴっ くり ! 


さ 


cute な 紅 間 〇 
さく ら に ひと こと 。 
* し っ か り 者 で 人 な つっ こい 人 。 私 を ひっ ぱっ て 。 


失敗 だ っ た こと は ? 
* 私 に 銃 や 刃物 を 持た せ た こと !? 


す すみ れ に ひと こと 。 
* も う 一 度 一 緒 に 。 あな た の 「 キ レ 」 が 懐か し いで す 。 
せ セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 

"どこ で で も 。 


マグ 卒業 し た こと は ? 
* な いな 一 。 いつ も 落第 し て ば か り で す 。 


EE の 
二 S た な 
この 役 に Y い た この 役 に 笑 っ た 
美女 / 海 神 別荘 ドカ チン の ハゲ 坊主 / 愛 ゆえ に あや め の 相 手 役 篠原 正志 くん / 愛 ゆえ に 
セリ フ も すご く 大 変 公平 先生 を いじ る 胡 を お ろ し た あや め 
な の に 、 ギリギリ で わ 、 隊長 の 寿司 を 食 が sexy。 実力 が あ 
市 川 春 鍵 さ ん に 所 作 うわ の 大 奮闘 。 だ が っ た ら 、 ぜひ お 相手 


を いっ ぱい つけ て も 
ら っ た さく ら 、 ずっ と 
1 人 、 鏡 の 前 で 、 自 
分 に 稽古 を つけ て 
いた 。 
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た 
ち 
つ 
【9 


な 


= フ 
も ラン 


! 
ひ 


ヵ 
へ 


! 


な ぜ か 舞台 上 の 族 


楽し か っ た こと は ? 
* ほ と ん どい つも 楽し い ! 


挑戦 し た こと は ? 
・ 歌 謀 ショ ウ に 出演 し 続け て る こと 。 すご いよ ね 。 


つら か っ た こと は ? 
*「 海 神 別荘 」 の テー マ 「 す べ て は 海 へ 」 を 歌っ た と き 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 


* 夢 の 中 で か ナー。 正 夢 に は 、 な か な か な ら な いね 。 


得 し た こと は ? 
* マ リア に キャ ステ ィング し て も ら っ た こと 。 


泣い た こと は ? 
* よ く 泣 くけ ど 、 人 前 じゃ 泣か な いさ ! 


に や けた こと は ? 


* よ くに や ける けど 、 人 前 じゃ に や け な い さ !| オヤ ジ か よ |! 


「 抜 き 打 ち 検 査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は 2 
* 隠 す 物 だ ら け な の で 、 検査 は バッ クレ る だ ろう 。 


眠れ な か っ た こと は ? 
* な いな ー。 充実 し てる か ら ? イヤ 、 疲れ て る か ら 。 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 


* そり や ゃ まあ 、 し ょ う が ネ ェ 。 エ ? 質問 の 意味 が 違う ? 


恥ず か し か っ た こと は ? 


* 楽 屋 と トイ レ の 入り 口 を 間違っ た 。「 便 器 ! お 疲れ !」。 


ヒミツ に し て いた こと は ? 
* [海神 別荘 」 の と き 、 sexy さく ら の 夢 を 見 た こと 。 


不思議 だ っ た こと は ? 
* マ リア の カツ ラ を か ぶる と 、 その 気 に な る こと 。 


へ コ ん だ こと は ? 
* し ょ っ ちゅ う 。 1 時 間 に 1 回 くら い は へ コ む 。 


本 番 期間 中 、 げん か つぎ に する こと は ? 
・ げ ん か つぎ を し な いよ うに する こと 。 ややこしい! 


も 瑞 っ て いな い 「 こ 
の 世 は 楽し 」 が ずっ 
と 流れ て いた 不思議 
な シー シン だ 


サー 


高 用 机 さ ん の チャ ー ト の 結果 一 PE タイ プ 還 


自分 、 体育 会 系 ッ ス 【 記 情 た っ ぷり に 育て られ た 【E ドジ だ ES 朝食 まさ は ん に 


ざ ご ゆい ざめ の ご どの と どど ず で 中 きけ 史 放 


ん 


させ て も らい た か っ 
た 。 ち な み に 彼 は 
「 ケ ン ヤ 〇 | と 呼ば れ 
て いた ステ キ な ダン 


マリ ア に ひど と どど 
* あ な た の いな い 人 生 な ん て 、 も う 考 えら れ な い | 


身 に つい た こと は ? 還 半 | 
・ 右 目 で 左目 の ぶん まで よく 観察 する こと | 


難し か っ た こと は ? 


・ 人 間 関 係 …… な ー ん て ネ ! ウッ ソニ ニン Il 
珍し か っ た こと は ? | 
・ 桂 由美 先生 の ブラ イダ ル シ ョ ー に 出演 で : 


燃え た こと は ? 
*「 夕焼け の 向こう に 」 で 、 ガイ ド 音 な し に 頭 の 音 を と る こと 。 | 


や っ て みた いこ と は ? 
* 地 方 公演 、 水中 立ち 回 り 、 タン ゴ 、 


許せ な いこ と は ? 
* 思 いや り の な い 言 動 。 


よかっ た こと は ? 了 。 : 
< 公平 先生 の 「 炎 の コン サー ト 」 フル オケ で 人 


ラッ キー だ っ た こと は ? 上 
<[ 新 世紀 カウ ント ダウ ン 」 みん な で ミレ ニア ム を 迎え た ! 


リス ペク ト し た こと は ? 
・ 広 井 さん の 湧き 出る よう な すご じい 発起 2 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は 2 
* い い の 、 い い の 。 ルー ル は 破る た め に ある の …… 7 


ee 


(- は 加え な いと 広 # ん が 2 たこ らち 


レニ に ひと こと 。 
・ 思 い 込み の 強 さ と 優し さ は 天 


朗報 だ っ た こと は ? 
* す みれ が 引退 し て も 、 新 メン / 


笑っ た こと は ? こ 
< 稽古 場 で も 楽屋 で も 笑っ て 5 


ん ? だ っ た こと は ? 


こと 
・「 有人 術 の 氏 消 誠 紅 聞 で は な く 、 ホン モノ か ら 提 話 が あっ た 


こ o 役 を や り た か っ た cpac な ら な く で おか 2/ 


田中 真弓 さん の 役 


ーー 


私 の 化粧 前 。 奥 に あ 
る の は オン ドレ の 証 。 
飾っ て ある の は 雷 組 
トッ プ だ っ た 高 包 
上 ぶ き さん の 写真 。 


花 組 に 織姫 と レニ 
が 加わ り 、 再び 全 
員 集 合 だ 。 レビ ュ 
ウナ ン バ ー 収 録 中 
で す 。 


4 


桂 由美 先生 の プラ 選 SN 


イダ ル シ ョ ー 出 演 

は 、 夢 の よう で し な 全員 集合 。 ハロ | 
た 。 両手 に 花 で す ウィ ン で は あり ま 。 

| せん 。 
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SL ・、 る 1 


私 に と っ て の 歌謡 ショ ウ : か つて 、 劇団 四季 の 子供 ミュ ー ジ カル の 大 舞台 に 憧れ 、 東 京 
キッ ドブ ラ ザ ー ズ の 大 舞台 に 憧れ た 私 が 歌謡 ショ ウ の 大 舞台 に 立て る と いう の は 、 壮 の 
淡い 夢 が 現実 に な っ た と いう 素晴らし いで き ご と 。 と て も 感謝 し て いま す 。 


西原 久美 子 さん の チャ ー ト の 結果 一 Zzz タイ プ 


自分 、 体育 会 系 ッ ス [NO > 雑誌 を よく 読む 3 女王 様 気 質 だ [NO> 女らしい で す [NO> 
友達 が 多い [NO > 休み の 日 は 家 に いる 【E 多 メカ に 強い [NO> 


謡 ショ ウ 五 十 音 アン ケー ト 

ーー ーーー 

アイ リス に ひと こと 。 っ 。 楽し か っ た こと は ? マリ ア に ひと こと 。 
め * 小 さく て か わい い ア イリ ス ち ゃ ん 。 な りす まし て ご めん ね 0 だ * 書 きき れる は ず が な い の だ っ ! ! * ど うし て 、 そん な に 男前 な の ! ? 

痛かっ た こと は ? 挑戦 し た こと は 2 身 に つい た こと は ? 
L 1 * 太 鼓 豆 が つぶ れ た 手 で 太鼓 を 打っ た こと 0 * た くさ ん !! 特に ジャ グリ ング ! 7? * ぜ い 肉 ? ? ? (ゴメ ン ナ サー イ 0 ) 
や 。 うれ し か っ た こと は ? つら か っ た こと は ? 難し か っ た こと は ? 

* い っ ぱい あり すぎ て 、 書き きれ ませ 一 ん ! ) * カ ウン ト ダ ウン の 「 お花畑] は 、 息 が あがっ て つら か っ た 。 * た くさ ん 。 特に 歌 と ダン ス と ジャ グリ ング 。 
や 影響 され た こと は ? 天才 だ と 思っ た こと は ? 珍し か っ た こと は ? 

* み ん な の 日 ご ろ の 努力 。 で も 私 は 三日坊主 。 反省 …… 0 (人 * さ くら と 紅蘭 は 、 ダ ンス を また た く 間 に 覚え る 天才 。 * ジ ャ グリ ング が 大 成功 し た と き !! トホホ 6 

* ぷ 終 尋 に ひと こと 。 得 し た こと は ? 燃え た こと は ? 

* ア イリ ス の ほう が 日 本 語 上 手 だ ね 〇 * い ろ い ろ な 体験 を させ て いた だ いた こと 〇 * 花 組 の 誰か の 歌 の バッ ク で 踊る と き 、 ちょ っ と 燃え た 。 
か カン ナ に ひと こと 。 y 戸 N 泣い た こと は ? や っ て みた いこ と は ? 

* な ん で アイ リス より 〇 〇 〇 い の ! ? 6 * ある 。 すみ れ の 引退 の と き は 、 自分 で も 驚く ほど だ っ た 。 * 花 組み ん な が 、 お ひめ さま か 王子 様 の 劇 中 劇 9 
え う 系 張 し た こと は ? ー ア に や けた こと は ? 許せ な いこ と は ? 

* た くさ ん !! 歌 と ダン ス と ジャ グリ ング は 特に !! 作 ・* あ る 。 ホ ッ ト ミ ー ル を 前 に 、 よく に や け て る ! ? * 本 番 前 に 、 私 以外 の みん な が スリ ム に な っ ちゃ うこ と 。 
< 人 くやし か っ た こと は ? 「 抜 き 打 ち 検 査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は ? よかっ た こと は ? 

* た くさ ん !! 歌 と ダン ス と ジャ グリ ング は 特に ! | * 全 部 ! だ っ て 、 カ バン の 中 ご ちゃ ご ちゃ な ん だ も ん 。 * み ん な と 仲間 に な れ た こと 。 
け 稽古 中 に よく や る こと は ? 眠れ な か っ た こと は ? ラッ キー だ っ た こと は ? 

・ ケ ー タ リン グ コ ー ナ ー に いり び た る 。 ・ 初 日 の 前 夜 は 、 眠れ な いこ と が 多い で す 。 ・ お 客 様 が 、 イ マジ ネー ショ ン を 働か せ で くれ た こと 。 
ー プ 紅 隊 に ひと こと 。 


リス ベク ト し た こと は ? 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
: < 私 以外 の 花 組 の みん な の 才能 と 努力 。 


* ひ ょ うじ ゅ ん ご は 、 アイ リス の ほう が 上 手 だ ね 〇 うさ な カン ナ の 隣り に 立つ こと 。 


さく ら に ひと こと 恥ず か し か っ た こと は ? 


* どう し て 、 な ん で も すぐ に 覚え られ る の ? ちさ くら サン 。 [ * 初 め て アイ リス の か っ こう を し た と き 。 今 は 慣れ た 0 


に 
し 失敗 だ っ た こと は ? ヒミツ に し て いた こと は ? 
* 毎 回 、 ダ イエ ッ ト を し て みる けど 失敗 し て る 0 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? 
。 持 ち 歌 交換 の と き は 、 ル ー ル 違反 し で いる 気 が す る | 2 


レニ に ひと こと 。 


* ス リー サイ ズ 。 で も 、 衣装 さん は すべ て お 見 通し 六 ・ ど うし て 、 お 正月 は いつ も と 違う の ! 7 酔っ て る の !7 


すみ れ に ひと こと 。 不思議 だ っ た こと は ? 
* ど うし て 、 そん な に オー ッ ホ ホ の 息 が 続く の ? ア \ * 私 を 舞台 で も アイ リス に し て も ら え た こと 。 


セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 


0 の NN へ コ ん だ こと は ? 
稽古 坦 ・ た くさ ん 。 特に みん な と 並ぶ と へ コ お てこ 〇 デカ いか ら 。 


朗報 だ っ た こと は ? に 
< 歌謡 ショ ウ が スー パー に な っ て 続い て いる こと 。 


笑っ た こと は ? あろ 
。 ド アノ ブ 事 件 や 明智 チャ ッ ク 全 開 事件 や いろ い 2。 
マグ 補 業 し た こと は ? 


ん ? だ っ た こと は ? 
* ア イリ ス の か っ こう を し た 自分 を 、 欧 ず か し いと 思う こと 。 


。 ア イリ ス の 普段 着 が きつ く な っ て た と きつ? 


ご ざい ざめ の ご の と せき B 且 


は 本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 
よ * 本 番 前 の ユン ケル 。 


ーー ンー ン た コ こ E 
5 に 9 いた この 役 に 笑 っ た この 役 を や り た か っ た -ogc な ら な ぐ G ま 2 
作 ど ん 0 カン ナ の 役 全部 バラ の 女王 / ア ラビ ア の バラ カン ナ の 記 想 の 准 攻 組 


ac ッ な ん て で 、 維 
ンタ 赤 餅 クン は も ちろ し いて 言え ば …… 2 ぁ れ 
人 2 ん 、 明 特 小 次 郎 も チ で す 。 あの ゴー ジャ よら 、 衝 ば アイ 
MK ャ ッ ク 全 開 事件 で 笑 ス な ドレ ス を 着 て み リス で は なく 遵 うる 

を し えた し 、 ヨ ゼ フ は あ た いか ら 。 で も ね 、 ー な っ て し まう ご 9 
フ を 見 事 に 料理 し た の 役 づ くり と 笑い 方 アイ リス は 自分 の や の に を っ で 


2 人 の 努力 に る 
涙 !! 


に フッ クア ウト され 3 っ た 役 が 一 番 合っ て 
た ぁ ー。 | 旨 る な ぁ 。 
信 


析 " Ne の) 
「 歌謡 ジ 四 介 2 


! 央 ば さ ー 
映 言 で ぱー 政 ⑳ の 生 に c 


防 328 ち 上 会 場 5G 
の し 語 い が まわ ccoo 


99 謝 江 親 に 野 精養軒 に て 
ez リリ に な っ た 日 


yo 
"| 和 C 
よ ! \ な い 
、 いた すら いつ で も どこ で 
電 え ミッ 8 3 カン ナ の 妄想 の バナ ブラ イダ ル シ ョ ウ の 「 村 ゆえ に 」 の 記 
YAOLbe 4 NB ナ な 愛さ ん & ぬ っ ちゃ 採 寺 の と き の スナ 者 会 見 の 控え 室 、 
修 和 和 O) の 2 衝 ん と 。 本 番 中 の 舞台 ッ プ 〇 アイ リス と ここ か ら 歌 語 シ ョ 
され 相 で は 、 よく こう し て いう より 、 間 色 の か ウ の 歴史 が 始ま っ 
つら を か ぶっ た 私 !% た の ネ ! 


+ 
1G 
も 起き ませ ー ん ! 写真 を 撮っ て いま す 。 


アイ リス に ひと こと 。 
* 一 緒 の 写真 が と て も 多い ! 


い ) 
いい 


で うれ し か っ た こと は ? 
* 全 初日 の 幕開け 。 み な さん の 声援 で 、 不安 が 飛ぶ 。 


仲良 し で いて ネ 。 ずっ と 。 


痛かっ た こと は ? 
* み ん な と 飲ん だ 翌朝 。 は し ゃ ぎす ぎ て 、 いつ も 胸 が 痛む 。 


や 昧 妖 され た こと は ? 
* 花 組 の まじ め さ と ヤル 気 。 相乗 効 果 っ て すご いね 。 
SN 答 姫 に ひと こと 。 
* 華 や か さと 迫力 。 唯一 無 二 ! 
カン ナ に ひと こと 。 
・ 真 弓 さん が が ん ば る か ら 、 私 も が ん ば れる 。 常々 多謝 。 


時 代 の 列車 、 大 好き 。 


紫 張 し た こと は ? 
* ゲ ネプ ロ 。 本 番 の ほう が 開き 直 れ る みた いで す 。 
くやし か っ た こと は ? 


* ク リス マス ライ ブ 欠 席 ! 打ち 上 げに は いた けど 〇 


答 古 中 に よく や る こと は ? 

* 見 て る 。 食べ て る 。 飲ん で る 。 覚え て る 。 鏡 の 前 に いる 。 
紅 間 に ひと こと 。 

* 私 に も 分 身 と いえ る 役 が で きま し た 。 受 し て ます 。 


園 | 


さく ら に ひと こと 。 

“日 え て ば か り で ご めん よ 。 名 実 と も に 座長 で す ! 
失敗 だ っ た こと は ? 

* 戦 闘 服 姿 の 自分 。 みん な 細い か ら 、 丸い の が 目立つ の さ 。 


で C () 


すみ れ に ひと こと 。 
* し な や か さ を マ ネ し た いな ぁ 。 で き な い ん だ けど な 。 


セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 


せ * 行 き 帰り の 電車 。 ギリ ギリ まで 覚え られ ませ ん 。 


ツア 。 卒 業 し た こと は ? 
* 飲 み 過 ぎ て 記憶 を 失う 。 さす が に ネ 。 遅い よ ネ 。 


ニタ /= 


も の 


で 、 あ の 歌 だ 
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歌 菩 ショ ワカ 十 音 アン ケー ト 


楽し か っ た こと は ? 
* み ん な で 踊っ た 「 ひ ら め き の 歌 ]「 信じ られ る こと ]「 私 の 夏 


挑戦 し た こと は ? 
* 楽 日 の ネタ 仕込 み 。 最も 苦手 な 分 野 な の で す 。 


つら か っ た こと は ? 


天才 だ と 思っ た こと は ? 
* 広 井 さ ん 、 公平 先生 。 サク ラ ワ ー ル ド の 産み の 親 。 


得 し た こと は ? 
* 乱 入 や 巴里 花 公演 を 見 られ る ! 


廊 泣い た こと は ? 
ON ・ す みれ の ラス ト 曲 。 スモ ー ク を 見 て 耐え られ な く な っ た 。 


に や けた こと は ? 


アイ リス の 緑 の ド レス 着 た ! うら や まし いで し ょ ? 


「 抜 き 打 ち 検査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は ? 
* ス ケ ジ ュ ー ル 帳 の 中 の 写真 。 巧 ず か が しい の いっ ぱい 。 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
* 約 束 ド タキ ャ ン の 際 に 使う 言葉 。 すぐ わか っ て くれ る 。 


は 恥ず か し か っ た こと は ? 

* 花 組 カメ ラ の 自分 の レポ ー ト 。 
ヒミツ に し て いた こと は ? 

* 稽 古 を 休ん で TDL。 昔 の こと 。 も うし ませ ん ( 泣 ) 


眠れ な か っ た こと は ? 
* 初 日 前 夜 は 一 晩 中 舞台 の 夢 を 見 て いま す 。 緊張 。 
言葉 づか いわ り い ぃ ! 


2) 不思議 だ っ た こと は ? 
) \ ・ 役 者 が キャ ラ そ の も の に 見 えて くる 。 すご い ! 


へ コ ん だ こと は ? 
7N * 体 の 都合 で ラク な 振り に し て いた だ く と き 、 いつ も 。 


は 本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 
よ * 毎 回 幕 開 き 前 に 、 自 分 の 神様 に 手 を 合わ せま す 。 


g いた だ いた こと か 。 
小次郎 も 好き ヨ 


* で き な く て 周り に 迷惑 を か ける と き 。 多 々 あり ます 。 


戦い の 間 の 憩い の と き 。 


て 歌い た か っ た な 。 
よき 男 よき 男 ! に こ 


YES TI の り 子 さ ん の チャ ー ト の 結果 一 Cr タイ プ 
自分 、 体育 会 系 ッ ス 雑誌 を よく 読む 努力 に 勝る 天才 は な し お 洒 は か な り 飲め る 
友達 が 多い [N0 > 休み の 日 は 家 に いる 人 見 知り する 


マリ ア に ひと こと 。 
* 惜 し みな い 愛 を あり が と う 。 熱い 方 で す 。 と て も 。 


よ 
ひみ 
0 


身 に つい た こと は ? 
・ ボ ポジ ティブ な 気持 ち 。 本 番 ま で に は 、 な ん と か する ! 


難し か っ た こと は ? 
珍し か っ た こと は ? 


*「 サ クラ de パラ バラ 」 あの 時 期 な ら で は の 趣向 。 


燃え た こと は ? 


も 
や 
ゆ 


や っ て みた いこ と は ? 
・ 誠 想 …? 


許せ な いこ と は ? 
* 体 力 の な さ 。 落ち 着き の な さ 。 こら え 性 の な さ 。 
よかっ た こと は ? 


』 や ラッ キー だ っ た こと は ? 
わ < 素敵 な 衣装 が いっ ぱい 。 レビ ュ ウ ドレ ス が 特に ! 


る 
れ 
ろ 
わ 
ん 


リス ペク ト し た こと は ? 
・ 全 キャ スト 、 スタ ッ フ 。 プロ の 集団 を ん で すま 。 ホン ト 。 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? 
* 稽 古 休ん で 聖子 ちゃ ん の ライ ブ 。 も うし ませ ん (号泣 


レニ に ひと こと 。 
< レニ も 伊倉 媒 も 、 勇気 づけ て くれ る 。 いつ も THX。 


朗報 だ っ た こと は ? 9 | 
< 素敵 な ゲス ト の 出 流 が 決定 する た びに うれ し い 。 


笑っ た こと は ? の 
。 楽 屋内 。 特に 厚生 年 人 は 、 常に 何 か が 起こ っ て いま す [ 
ん ーー? だ っ た こと は 2? 


ー 2 
。「 少 年 レッ ド の 中 」 未 公開 。 レニ は 歌っ た の に 。 ん | 


ー OR 連 ん と > _ た らく て で よかっ た 

この 役 に い た この 役 に 共 = つ た この 役 を や り た か っ た co な ら な く て で よ が う と 

マリ ー/ つ ば さ ヨセフ / ア ラビ ア の バラ デザ イア / ア ラビ ア の バラ =F 1 が 着 ら れ ま 
手前 味噌 な の で す ずる いよ 、 真 弓 さん 。 だ っ て 生き 返る ん で 人 あぁ の 衣 状 。 記 
が 。 ラ スト の シー ン 、 わか っ て いる の に 笑 す も の ! あの タッ タ 引 の バナ ナ と ちょ っ 
本 当 に 久美 子 さん っ ちゃ う 。 何 度 見 て ン と 写っ て いる ボス と 迷い まし た 。 レク 
が か わい く て か わい も 笑っ ちゃ う 。 百 戦 ター、 超 か っ こえ え ド の 綾 姫 の ボディ コ 
く て 、 絶 対 に 死な せ 錬磨 で 、 何 度 助け て お 兄 さ ま 一 弟 よ っ ン も だ ため です 。 旧 、 
て な る も の か と 思 


俸 すぎ ます 


*・ た くさ ん の 尊敬 する 人 た ち に 出会え た 。 宝物 で す 。 | 


Yss 2 


* 立 ち 回 り 。 一 朝一 タ に で きる も の で は な いで す ネ 。 | 


* 花 組 カメ ラ 。 皆様 の た め …… で は な く 老 後 の 楽 し み 7 | 


1 YOCI 請 識 
ML 


MM | 
DUE Ho 軍 | 


要 NK | 
人 


MAI 康 
MM 


で も 


いい 4 、 1999.11.?2 サイ バン に で 


ドコ 


5 ロ 今 みん な で 行き まし 
広 堆 さん か ら こ ん な 公平 先 生 [ 炎 の コン サー どの 歌 だ っ た か 。 今 


* な ご ほう び プ ト ュー 回 ー ニ ak 
いい は そ 5 た あま り に 楽し 
本 番 前 みん は 全員 が ろう へ 


少 1 
了 チ 他 分 。 直 拉 食べ な で お 祝い 。 か わい い 珍し い 。 で も 只 SMMS 
た ー い と 、 取 り 皿 は ケー キ で し ょ ? この あ "っ 舞っ た 9 CE Ai 
キレ イ な まま で し た 。 と 大 変 し まし た 。 で 、 プレ ッ シ ャ ー が 。 


MaeN の 


ーー 


ーー / 


謡 ショ ウ 五 十 音 アン ケー ト 
SC 
アイ リス に ひと こと 。 楽し か っ た こと は ? 
め ・( 西 原 さ ん に ) お い ! お 前 ! で け え ん だ よ !! だ < 毎日 の お 稽古 … -… の あと の 飲み 会 。 


痛かっ た こと は ? 
L ) ・ カ ン ナ の 身長 が 2 メー トル だ っ た こと 。 


挑戦 し た こと は ? 
* 三 枚 目 ・ 明 智 小次郎 を 演 っ た こと 。 挑戦 させ られ た 


うれ し か っ た こと は 2 つら か っ た こと は ? 
・ パ ン フ で 全員 の 写真 を 合成 し (くく れ て 、 カン ナ が デカ か っ た こと う * 笑 われ て は いけ な い 超 二 枚 目 ・ 明 智 役 は つら か っ た (お 客 様 が ) 


影響 され た こと は ? 天才 だ と 思っ た こと は ? 
*JAC や ダン サー さん を 見 て 、 体 を 動か すこ と に ……。 0 * 振 り を 間違え た と き の 、 折 人 笠 愛 さん の ご ま か し 方 。 


綺 旭 に ひと こと 。 


得 し た こと は ? 
* (岡本 さん に ) お い ! お 前 ! うる せ え ん だ よ !! * そ りゃ あ 、 こ ん な ゴー ジャ ス な 舞台 に 立て た こと 。 


カン ナ に ひと こと 。 な 泣い た こと は ? 
(田中 さん に ) 貴女 は 本 当 は 、 女らしい 心 作 し い 女性 で すね 。 CN ・ し ょ っ ちゅ う 』 酒 が 入る と 意味 な く 泣く 


「 天 き 打ち 検査 で す ! 」 ま す 最初 に 隠す も の は ? 
・ い ろ ー ん な お クス リ …… 


くやし か っ た こと は ? 
* 二 枚 目 ・ 明 智 小次郎 、 本 番 で 社会 の 窓 を 開け て いた 。 


稽古 中 に よく や る こと は 2 眠れ な か っ た こと は ? 

* 和 柔軟 、 発声 、 お 稽古 以外 に や る こと な ん て な い !! * し ょ っ ちゅ う 。 そ の わり に は 仕事 場 で よく 寝る 。 
の っ ぴき な ら な いこ と は ? 

の * 塞 く な る と 前 っ て くる 捧 骨 神経 痛 7 


恥ず か し か っ た こと は 2 
* 二 枚 目 ・ 明 智 小次郎 で 、 社会 の 窓 を 開け て いた こと 。 


紅蘭 に ひと こと 。 


* (渕崎 さん に ) おい! お 前 ! よく 食う な 一 ! 気持 ちい い 。 や だ ね ー! 


さく ら に ひと こと 。 [ 


* (横山 さん に ) お い ! それ 以上 、 さ くら の イメ ー ジ 壊す な よ !! 


失敗 だ っ た こと は ? 
* 三 枚 目 ・ 明 智 小次郎 、 本番 で 社会 の 窓 を 開け て いた 。 


う 
え 
お 
か 
き 緊張 し た こと は ? ー ア に や けた こと は ? 
* 慕 問 で や ら せ て も ら っ た ジャ グリ ング 。 隔 *2 回 公演 の と き の 食 事 が 、 温か い 汁物 だ っ た と き 。 
ー ラ 
2 


ヒミツ に し て いた こと は 2 
< 実は 私 、 身長 150cm に 満た な いん で す 。 知っ て た か ……。 


す すみ れ に ひと こと 。 不思議 だ っ た こと は ? 
* (富沢 さん に ) お い | お 前 ! 引退 する ん じゃ ね えよ ! さび し !! 2 <1 回 で 終わ る と 思っ た 歌謡 ショ ウ が 続い て いる こと 。 
セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 

* ト イレ 、 風呂 、 稽古 場 に 向かう 総武 線 の 車 中 。 


h 卒業 し た こと は ? 
* 他 人 の 台本 に いた すら 書き を する こと 。 


へ コ ん だ こと は ? 
7N < 二 枚 目 ・ 明 智 小 五郎 、 股 の チャ ッ ク 全 開 で 出 た こと 。 


ー 二 本 番 期 間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 
よ < 開場 前 、 客席 を マラ ソン し 、 客席 の 神 に 祈る こと 。 


180 Wa 


わ 
ん 


YES 田中 真弓 さん の チャ ー ト の 結果 一 一 @ 巡 友 》 タイ ブ 
自分 、 体育 会 系 ッ ス [NO > 雑誌 を よく 読む [NO > 努力 に 上 詳 る 天才 は な し > 女らしい で す 中 * 
料理 が 得意 だ [NO > 気 は 優し く て 力持ち [NO > メカ に 強い [NO0> 


マリ ア に ひと こと 。 
*( 高 乃 さん に ) お い ! お 前 ! カッ コ よ すぎ る ん だ よ | 結 是 Li 
身 に つい た こと は ? 

* 前 の 人 だ け で な く 、 隣 に いる 人 の 踊り を 盗み 見 る 技 。 


難し か っ た こと は ? 
* 立 ち 回 り 、 ダ ンス 、 体 を 動か すこ と すべ て 。 


珍し か っ た こと は ? 
・ あ ん な に 男らしい 高 万 腫 は 、 ど う や ら メ ス ら し い 。 


燃え た こと は ? 
・ 幕 問 休憩 ショ ウタ イム で や っ た ジャ グリ ング (下手 ) 


や っ て みた いこ と は 2 
* 男 だ と 思っ た ら 女 、 女 だ と 思っ た ら 男 、 そん な 役 。 


許せ な いこ と は ? 
* 二 枚 目 ・ 明 智 小次郎 が 、 股 の チャ ッ ク 全 開 だ っ た こと 。 


よかっ た こと は ? 
* も ちろ ん 、 歌謡 ショ ウ に 参加 で きた こと 。 


ラッ キー だ っ た こと は ? 


。 カ ン ナ が 、 ふざけ て も いい キャ ラク ター だ っ た こと 。 


リス ペク ト し た こと は ? 
< 歌詞 を 忘れ た と き の 、 横山 さん の ご ま か し 方 。 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は 2 78 
ゃ カン ナ が こん な に 小さ い の は 、 ルー ル 違 反 だ ろう 。 


レニ に ひと こと 。 
。( 伊 人 ん に ) おい! お 前 | ずる いよ | も LLSQ れ 2 


朗報 だ っ た こと は ? の 
どうやら 歌 謡 ショ ウ は 、 も う 少 し だ け 続 くら し い 。 


笑っ た こと は ? た 
。 聞 相 * 明 箇 小 次 郎 の 騰 の チャ ッ ク が 茎 い て いた 
ん ー? だ っ た こと は ? 


の !7 
。 い まだ に 絵 の 長 身 の カン ナ を 見 る と 、 ん ご 77 【【 9 の 


く て よみ が つ た 


この 役 に ハ / いい 7 こ この 役 に 著 - つた この 役 を や リ 7 こ が つ 7ー で の 人 に 

明和 小次郎 紅 血 間 明 細 小次郎 / 紅 韻 間 バラ の 女王 / ア ラビ ア の バラ バナ ナ / ア ラビ ア の パフ ナ の 補 義 シー ン 
最初 で 最後 の 、 カン 最初 で 最後 の 、 カ ン 衣装 が 紅白 歌合 戦 て 向く る 人 (?) た 
ナ の 超 二 枚 目 役 だ ナ の 超 二 枚 目 役 だ の 小林 幸子 さん みた ち 。 な ら な く て よかっ 
っ た の に 、 股 の チャ っ た の に 、 股 の チャ い に 大 道具 と 合体 た っ て 言う より 、 カン 
ッ ク 全 開 で 出 ちゃ っ ッ ク 全 開 で 出 ちゃ っ し て いて 、 まっ た く 自 ナ の 妄想 だ か ら を れ 
た ゾ ォ ! これ が 泣 た ゾ ォ ! これ が 笑 分 で は 動け な い 。 動 な いん だ けど な - 
か ず に いら りょう か わ ず に いら りょう か か な く で よく っ て 、 楽 
et 1 アハ ハハ 。 ……! アハ ハハ 。 し そう だ か ら 。 


ン 
キ 
【8 


4 


電 


紀章 


、2 
| 99Z7? 旧 生 年 金 会 色 (3 


[ 朋 ゅ ぇ 
え に 」 の と 
2 の. 総 m コ ここ : 

キキ サザ に しさ うと 、 Fa 由 紅 圏 そっ くり の カン ナ 戦闘 服 を 着 な く て は いけ 

huk。" ト し て く 98 の 万 則 る に と 、 アイ リス そっ くり の な いと き に 、 マ で 2 ミミ 
OS 必ず みっ ちゃ ん に 紅 聞 …… 語 ご (GOUI220 て 道 基 を は お っ て し 和 
ひざ ま づ いて も ら っ て ま ー!! SA 
の 1 まし た 


Ma 181 」 


アイ リス に ひと こと 。 
es 小 ち ゃ いよ 〇 


痛かっ た こと は ? 

【L 1 生 の 月 。 キリ キリ ー。 
うれ し か っ た こと は ? 
<「 サ クラ 大 戦 」 に 出逢え た こと 。 
影響 され た こと は ? 


織姫 に ひと こと 。 


カン ナ に ひと こと 。 


* 大 っ きい よ 〇 …… 嘘 デー ス ! ! 


め 
え 
お 
か 
きき 緊張 し た こと は ? 
* 本 番 前 は 毎回 で す 0 
ズ くやし か っ た こと は ? 
け 稽古 中 に よく や る こと は 2 
* 毎 晩 ま っ すぐ 家 に 帰ら な いこ と 。 
ー フ 紅 華 に ひと こと 。 
に 2 


さく ら に ひと こと 。 
失敗 だ っ た こと は ? 
すみ れ に ひと こと 。 


セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 
* 飛 行 後 の 中 。 


| ググ 卒業 し た こと は ? 
| * 高 校 。 


uuE 内 

この 役 に ? い た 
怪人 デベ ソ / 海 神 別荘 

マリ ア さ ん が … 
Ac の マリ ア さ ん が 
CA 。 あん な に 楽し 
そう な を し て 敗 い 
踊っ て いる マリ ア さ 
ん に 、 涙 を 誘わ れ ま 
し た 。 素晴らし い !! 
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*・ イ タリ ア 語 が 話せ る よう に な っ た 。 嘘 デー ス ! 


* ひ と り ご と に な っ ちゃ いま … す ネ 。 


* 大 阪 で の イベ ント と 新春 公演 で 声 が 出 な か っ た と き 。 


* 今 度 こ っ そり と 、 紅 の 三 つ 編み の 仕組 み を 教え て くく だ さい 〇 


* 手 袋 を 失 く し て 泣き 顔 で 稽古 場 に 来 た とき 、 可 愛 か っ た 


・ デ と ス 、 マ と ス の 間 に 横 棒 が 入っ で て いた こと デー ス 。 


* 早 く チ ョ モラ ンマ か ら 帰 っ て き て くだ サー イ 〇 


台本 が 遅い 場合 は …… 


Vioyg Ckoinofo 


EN も う > 


岡本 麻弥 さん の チャ ー ト の 結果 一 Ps タイプ 。 


自分 、 体育 会 系 ッ ス 3* タ 愛情 た っ ぷり に 育て られ た 【 記 多 ドジ だ 朝食 は ご は ん に みそ 汁 [NO > 
見 栄 っ まり だ [NO0> 悩み は 人 に 話さ な い 何 か に 集中 し て いて も 、 ご は ん は 食べ る 


歌謡 ショ ウ 十 音 ア ン 


2 


楽し か っ た こと は ? 
* す べ て 。 全部 。 


挑戦 し た こと は ? 
* “これ は で き な い " “ムリ ムリ "と 思う 自分 の 心 へ 


みん な !! 


つら か っ た こと は ? 
* お 各 古 場 の お 菓子 を 食べ 過ぎ な いよ うに する こと 0 


天才 だ と 思っ た こと は 2 


・ 天 災 だ と 思っ た こと は ……。 オヤ ジ ? 私 、 オ ヤジ ? 


得 し た こと は 2 
ェ ェ 
* 舞 台 の 上 の ほう が 空い て る 。 客席 が 空い て た ら 困 る 。 


NIR 


訂 泣い た こと は ? 
ON ・ い っ つも 。 くやし く て 門 し く て 楽し く て うれ し く て 。 


朋 に や けた こと は ? 
az < 舞台 上 で 、 誰 か が 了 斑 ず か し い 失 敗 を し た と き 。 う ひ ひび 。 


「 抜 き 打 ち 検 査 で す ! 」 ま すず 最初 に 隠す も の は ? 
* こ っ そり ポッ ケ に 隠し た 差し 入れ の お 菓子 2 コ 目 


眠れ な か っ た こと は 2 
* 明 け 方 まで 飲ん で 、 その まま 稽古 へ 行っ た っ て こと ? 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
* 飲 み 屋 で の 色っぽ い 愛 さん と 、 妖怪 変化 ・ 豚 さん 。 


[ 恥ず か し か っ た こと は ? 
* マ リア さん が 、 ドア ノブ 壊し た と き 。 


ひ ヒミツ に し て いた こと は ? 
* 私 も ドア ノブ 壊し た こと 。 


2) 不思議 だ っ た こと は ? 
有り ・ ド アレ ブ が 壌 れ た こと 。 


へ コ ん だ こと は ? 
・ 覚 えな い 。 え ! 7 人 ・ ド アノ ブ が 壊れ た と き 。 


は 本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 
よ . 上 に 由 SW に いつ も する ある こと が で も 秘密 ⑦ 


げ て くれ まし た 。 


づ 、。 や っ て みた いこ と は ? 
や ・ 身 を 焦がす ほど の 情 未 的 な 役 を 舞台 で 。 


許せ な いこ と は ? 
* 許 せる よう に な り た い 。 


る ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? 


レニ に ひと こと 。 
< 好き 〇 で も 、 セ リフ くれ る の は や め て ね 。 


笑っ た こと は ? | 
< 笑わ れ て ば か り ……。 と ほぼ 。 七 転 人 起 !! | 


ん ー ? だ っ た こと は ? 
ん ・ こ の 質問 。 ん ー? 


れる の で は -…… と 。 


マリ ア に ひと こと 。 
* 素 敵 〇 抱い て 〇 


身 に つい た こと は ? 
み *・ イ タリ ア 語 ( 嘘 )。 
難し か っ た こと は ? 
むい * イ タリ ア 語 ( 嘘 )。 


奪っ て て 


珍し か っ た こと は ? 

* 園 同 ダ ン デ ィ ボ ス の 隠し 芸 『 で ん で ん 太鼓 " 
燃え た こと は ? 

* や っ ぱり フラ イン グ や 太鼓 な ど 、 普段 で き な い こと 。 | 1 


お こり ん ば ぼ な 私 自身 。 


よかっ た こと は 2 
・ み ん な に 出逢え た こと !! 


よ 


j や ラッ キー だ っ た こと は ? 
わら < 織姫 役 の オー ディ ショ ン に 呼ん で も ら っ た こと 


リス ベク ト し た こと は ? 
・ い つも 、 な ぜ か 最後 まで 飲み 屋 に 残る B 型 女優 た ち 。 


* 舞 台 の 上 で 、 カン ナ さ ん を 小さ い \ と 思っ ちゃ っ た こと 。 


朗報 だ っ た こと は ? 
< 織姫 役 に 受かっ た 事 。 


た な ~ > 2 2 2 か ン 7/ 
この 役 に 科 : つ た この 役 を や り た か っ た cosic な ら な く て て よかっ た 
ヨセフ / ア ラビ ア の バラ シン シア / ア ラビ ア の バラ 竹下 その 1 2 

な に か オモ チャ みた お へ そ を 出す 勇気 は 人 時 22 に じ これ | 

いで …… か わい らし な いけ ど ……。“ 太 ッ 着 られ を いで し ょ 織姫 る 

か っ た 〇 全体 に 重 陽 の 娘 " 織姫 な ら 、 2 の 

い 紛 囲 気 の 内 容 だ さく ら の 可 傍 を シン た 。 地 中 導 の 赤い 5 訂 

っ た の で 、 ヨゼフ 君 シア と は また ひと 味 友 で の つっ と コ 2 

が 明る く 場 を 盛 り 上 人 違 っ た シン シア を 食 っ ち の 衣装 も 厳し か で まし 


っ た を な 。 


1 


テテ ご 


叶 ! 


ー 各 に に ーー つ = 


補 浴 le 


「 
gap 


これ は で 
Woo な ん と 還 
CS Pt ショ ン 2 間 アメ リカ に 旅立つ 日 。 た 須 軒 … 、 本 番 中 、 楽屋 に 記 
BPS: へ 内 2 っ る くさ ん の 友人 が 見 送り に っ た ら 、 こ 、 こ ん な も の 
か らい た だ の アメ リカ 生活 。 こ ん 来 て くれ まし た 〇 サク ラ が 私 を 待ち うけ て いま し 
Conwn な 、 な ん で エ ? 


きま し た . 過 NT 
を 送っ て いま す 〇 関係 だ け で 10 人 以上 の 
| 


前 諸 ショ ヨウ 十 音 ア ン ケ ゲート 


アイ リス に ひと こと 。 
* 回 復 、 お 願い し ます 。 


い ) 
いい 


や うれ し か っ た こと は ? 
* 初 め て 「 イ カル ス の 星 」 を 歌っ た と き に も ら っ た 拍手 。 


痛かっ た こと は 2 
・ 太 鼓 。 豆 が つぶ れ 、 自分 の 手 を 打ち ……。 


や 影響 され た こと は ? 
*・ ダ ジャ レ を 考え た りす る 。 
お 


か 


織姫 に ひと こと 。 
*・ ク リス ピー タイ プ で お 願い し ます 。 


カン ナ に ひと こと 。 
・ ゴ ー ヤ 、 お 願い し ます 。 


緊張 し た こと は ? 
* ヨ ー デ ル 


くやし か っ た こと は ? 
* す べ て の 差し 入れ を 食べ られ な い 。 


く 


[ 竹 古 中 に よく や る こと は ? 
< 休憩 。 お茶 タイ ム 。 私 は コー ヒー 党 で す 。 


紅 隊 に ひと こと 。 
*・ ど こ で も 窓 、 お 願い し ます 。 


さく ら に ひと こと 。 
* い ろ い ろ 、 お 願い し ます 。 


ンコ 
に 
| 失敗 だ っ た こと は ? 

* 初 日 の ヨー デル 
すみ れ に ひと こと 。 
< 三越 、 お 願い し ます 。 


す 


セリ フ は どこ で 覚え ます か ?. 
* 家 で 。 外 で は 危な い 人 と 思わ れる で し ょ 7? 


う 卒業 し た こと は ? 


楽し か っ た こと は ? 
* 時 々 、 み ん な で する ご 飯 会 。 


た 
ち 


挑戦 し た こと は ? 
* や や こし い リ ズム の 太鼓 ソロ 。 


つら か っ た こと は ? 
* 窓 か ら 遠 いと ころ で の レッ スン 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 
* お 正月 は お 居 交 だ と 気付 いた と き 。 


【@ 


な 
ー ラ ア に や けた こと は 2? 


az * 誰 か の 誕生 日 だ と 気付 いた と き 。 


「 抜 き 打 ち 検査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は ? 
* う らち ん 。 


得 し た こと は ? 
* 花 組 の みん な と お 話し で きる 。 


泣い た こと は ? 


眠れ な か っ た こと は ? 
<「 ア ラビ ア の バラ 」 の 本 番 前 。 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
*6 匹 足ら な い ? 犯人 は カン ナ だ 。 


の 


[ 恥ず か し か っ た こと は ? 


不思議 だ っ た こと は ?. 


有り ・ カ セ で 打っ た 注射 で 変身 し そう に な っ た 。 


人 へ 


[ 本 番 期間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 


ミツ に し て いた こと は ? 
* ヒ ミツ 。 


へ コ ん だ こと は ? 
< みん な か ら 半 年 遅れ て 始め た 中 太鼓 。 


* す みれ 引退 公演 の リハ ー サ ル で 歌っ た ゲキ テイ 。 


YES 4 伊 高 一 時 さん の チャ ー ト の 結果 一 @GPE ぁ タイ フ 
自分 、 体育 会 系 ツ ス ME 可 情 た っ ぷり に 育て られ た 【E タ ドジ だ 【E 朝食 は ごはん に みそ 汗 [N > 
見 栄 っ ば ゆり だ [NO> 悩み は 人 に 話さ な い Ki タ 周 いよ り も 寒い ほう が ガマ ン で きる 


ご ざい ざめ の ご どの と どす 中 き は ジ 多 


マリ ア に ひと こと 。 

* 強 一 い お 漂 、 お 願い し ます 。 
身 に つい た こと は ?. 

* 酔 っ ぱら えば 何と か な る 。 
難し か っ た こと は ? 

< 冷静 な レニ 。 


珍し か っ た こと は ? 
* い つ だ っ た か 、 真弓 ちゃ ん が お 洒 を や め て いた 。 


燃え た こと は ? 
* イ ント ロ ド ン 。 あ っ 、 2003 年 か 。 


や っ て みた いこ と は 2 
・ ベ ラベ ラ し ゃ べ る 。 


許せ な いこ と は ? 
* 美 味 し い 物 を 見 る と 我慢 で きず に 食べ て し まう 。 


よかっ た こと は ? 
* オ ー ケ スト ラ で 「 春 風 の 恋歌 ] を 歌え た こと 。 


ラッ キー だ っ た こと は ? 
* 花 組 に 入れ た 。 


リス ペク ト し た こと は ? 
* ス ペク トル マン 7? ウル トラ 兄弟 の ? 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? 
<「 八 内 伝 以降 の ネタ が 入っ て いる 。 ご めん 。 


レニ に ひと こと 。 
* あ り が と !!! 


朗報 だ っ た こと は ? 
どろ ぼう だ っ た こと ? な い 。 
笑っ た こと は ? 

・ カ ン ナ 、 どう すん の よ 。 


ん ? だ っ た こと は ? 


< と 言え ば ヨー デル ! それ で は みな さん さよ うな ら 。 


・ カ ン ナ の 妄想 。 ・ 台 本 を 読む 。 ん ? 

レー 
2 0 = 語ら が がく ぐ G 天 が つた 
この 役 に ?7 い た この 役 に 笑 : つ だ cg 役 を や り た か っ た BS 
ジャ ン & マ リー/ つ ば さ ヨセフ / ア ラビ ア の バラ & 明 和 小 次 郎 少年 レッ ド / 紅 間 閉じ 知 べ 光 え 
8 それ は 、 や っ ぱり  / 紅 踊 & 赤 餅 ク ン / 海 神 別 荘 カッ コイ イ も の ! 中 や すく 、 抑揚 の 付け 
「 つ ば さ 」 で し ょ ー! すべ て 真弓 ちゃ ん 。 基 の 味方 で す も の ! 方 で いろ いろ な 表 
ヵ つ ば さ が な けり ゃ まっ 、 当 然 か | で も 、 や れ な いで し ょ ! 現 が で き 、 演 者 と し 
ね ーー! …… で す よ 明智 は 本 来 二 枚 目 で 絶対 ! 「 少 年 レッ ド て は お も し ろ い か も 
青い 空 に 浮か ん だ す 。 聞 け ば 落と し 物 の テー マ 」 も 好き な し れ な い が 、 衣装 に 

フワ フワ の 自 い 和夫 に 気付 き 、、 デ ザイ ア の き !! 歌い た い の 牙 あり 

雲 、 好き な ん で す 。 の 死体 を 捜索 する タ さき! 
ッ タ ン も 捨て が た い 。 


184 Me 


aol ょ よ + nA 


Me 上 
間 Hu 


包 
G の 神 で コ 
だ た 共 組 は ト 」 列 に 立 ん 
= ヽ で 
0 人 長い 付き 上 胡 組 全員 が 参加 し た バー 
の 才 は こんな っ に る 計る ティ ー で の 、 超 珍し い 1 
し た 。 AA AO 枚 。 こ の か っ こう で 「 ゲ 
s と !! キテ イィ 」 を 踊り まし た 。 
ね らら: ウツ WW 
人 


4 


[ 紅 新 明 」 で 楽し く 燃 えつ 
きた 私 は 、 少 し の 間 ホ テ 
ル に いま し た 。 で 、 二 度 
目 の 打 ち 上 げ ! 

の ーー ん びり 。 


(に 


刀 


Wi 185 
___ 器 是 


アイ リス に ひと こと 。 


楽し か っ た こと は ? 


前 謗 シコ ヨウ カカ 十 音 アン ケー ト 
あめ 


* 飛 ん だ よね 。 回 っ た よね 。 すご いよ ね ! 


痛かっ た こと は ? 
L ) < 太鼓 の 練習 中 、 バ チ で 自分 の 手 を 打っ た 。 


うれ し か っ た こと は ? 
* な ん た っ て 、 お 客 様 の 拍手 、 声援 で す 。 


影響 され た こと は ? 
* 広 井 王子 氏 の “遊び 心 " の 哲学 。 


織姫 に ひと こと 。 


・ バ ラ の 女王 、 美しかっ た 一 ! で も 動き た か っ た !? 


カン ナ に ひと こと 。 
* 下 ネタ も 楽し ませ て くれ る 力 技 !! 


う 
え 
む 
か 
に 
く 
け 
さ 


天才 で す 。 


くやし か っ た こと は ? 
* あ と 10 年 早く 「 サ クラ 」 が 始ま っ て いれ ば …… 6 


答 古 中 に よく や る こと は ? 
2 プー 


紅蘭 に ひと こと 。 
* 発 明 品 を 発表 する と き の 手 の 形 。“ ゲ ッ ツ "の 元祖 か も 。 


さく ら に ひと こと 。 
* 息 も あがら す 敢 い 踊 る コツ 、 教え て くだ さい 。 


失敗 だ っ た こと は ? 


す すみ れ に ひと こと 。 
* い つの 日 か また 聞き た いな …… 高笑い 。 


せ セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 
* 歩 き な が ら 


き 卒業 し た こと は ? 


* あ や め と か え で の 違い を 、 大 幅 に 出せ な か っ た こと 。 


た 
ち 
2 
(の 
吾 


な 
ご 


4 


ひ 
下 
AS 
ほ 


* ひ と つの 作品 を 、 み ん な で 作っ て いる と 実感 する と き 。 


挑戦 し た こと は ? 
* パ ナナ に な る こと ! 
つら か っ た こと は ? 


* 幕 が 上 が れ ば 、 必 ず 千 秋 楽 が ……。 祭り の あと の 寂し さ 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 
* 振 り を 忘れ た と き 、 アド リブ で 踊っ て いた 。 


得 し た こと は ? 
* 12 月 12 日 生ま れ な の で 、 稽古 中 、 みん な に 祝っ て も ら え る 


泣い た こと は ? 
* す みれ の 退団 。 


に や けた こと は ? 
* 楽 日 ・ ベ ロム ー チ ョ ひっ か け ネ タ を 仕込 むと き 。 


「 抜 き 打 ち 検査 で す ! 」 ま ず 最 初 に 隠す も の は ? 
* 又 丹 の ブロ マイ ド 。 


眠れ な か っ た こと は ? 
* 初 日 前 日 。 


の っ ぴき な ら な いこ と は ? 
* シ ェ ネ し た ら 、 スカ ー ト 下 の ペ チコ ー ト が 落ち た 。 


恥ず か し か っ た こと は ? 
・「 ア ラビ ア の バラ 」 の 酒場 の シー ン 。 お ば ば で 踊る こと 。 


ヒミツ に し て いた こと は ? 
* そ れ は ヒミツ で す 。 


不思議 だ っ た こと は ? 
* み ん な 、 ど ん どん カツ ラ が 似合っ て きた こと 。 


へ コ ん だ こと は ? 
* 歌 同 を 間違え た と き 。 


本 番 期 間 中 、 げ ん か つぎ に する こと は ? 


折笠 愛さ ん の チャ ー ト の 結果 


自分 、 体育 会 系 ッ ス [NO > 雑誌 を よく 読む [NO> 努力 に 勝る 天才 は な し 【 女らしい で す [> 
友達 が 多い [NO > 休み の 日 は 家 に いる 【 光 メカ に 強い [NO> 


ひみ 
い 
め 


や 
ゆ の 
よ 


n 


ら 


れ 
る 
わ 
ん 


【 ア イリ スピ / 


マリ ア に ひと こと 。 

* マ リア ・ ド アノ ブ 事 件 !! 本 当 は 三 析 目 7? ( 衝 ) 
身 に つい た こと は ? 

*“ 為 せ は ば 成る" 精神 。 

難し か っ た こと は ? 

*「 し っ か り し な さい 大 神 君 」 の 指 の 角度 。 
珍し か っ た こと は ? 

* 完 璧 な すみ れ さん が 、 振り を 間違え た こと 。 
燃え た こと は ? 

* 楽 屋 で 遊ん だ 、 高校 野球 優勝 校 当 て クイ ズ ! 


や っ て みた いこ と は ? 
*“ 愛 ゆえ に "の 再演 。 


許せ な いこ と は ? 


* 楽 屋 で の 国 本 さん の オヤ ジ ギ ャ グ ( 本 当 は 好き で す !)。 


よかっ た こと は ? 
* 柱 由美 さん の ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー で 、 ウェ デイ ング ドレ ス を 着 5 れ た こと 


ラッ キー だ っ た こと は ? 


< 春 猿 さ ん を は じ め 、 その 世界 の 一 流 の 方 々 と の 共演 。 


リス ベク ト し た こと は ? 


* 私 に は で き な い こと を 次 々 に 成し遂げ る スタ ッ フ & 花 組 。 


ルー ル 違 反し ちゃ っ た こと は ? 
* お 稽古 中 に 路 駐 し て た ら 、 愛 車 を 持っ て いか れ た 9 


レニ に ひと こと 。 

*・ お いし すぎ ます 。「 ぼ ぽく は レニ 」 
朗報 だ っ た こと は ? 

< 大 神 君 、 舞台 で 飲ま され 壊れ 具合 が ウフ フ の フ 。 
笑っ た こと は ? 9 

。 カ ン ナ の 発声 練習 一 ( あ ・ え ・ ぎ ・ ご ・ え ー) 


ん ー ? だ っ た こと は ? 
< 菊 之 氷 の 衣装 は か え で と !? し か も 色っぽ ー い ワウ 


* 深 酒 。 * げ ん か つぎ は し な い 。 
ァ ー と 
Va ん > 要 7/ ペ の の て よかっ た 
この 役 に 7 いた この 役 に 笑 っ た この 役 を や り た か っ た ea に なら 

ジャ ン & マ リー/ つ ば さ ヨゼフ / ア ラビ ア の バラ 明智 小次郎 / 紅 曲 スク で 朋 目 が 覆 わ 
「 つ ば さ 」 の ころ は 劇 小 悪党 の 哀 葵 すら 感 0 れ て いる の で 、 大 変 
中 劇 が 短かっ た の で じ る 、 真 弓 さ ん な ら か え 、 大 階段 苦労 し て いた 高 用 さ 

す が 、 そ の 短い クラ で は の 役 で す 。 笑わ た い 。 ん を 見 て いる か ら 。 


イマ ックス シー ン だ 
け で 、2 人 の 一 途 で 
きれ いな 心 が 伝わっ 
て き て 泣け まし た 。 


186 Ma 


せ て いた だ きま し た 。 


目先 bs 
中 AI の 打ち 上 げ 人 る 


近 | 8 人 か 庶 接 


で す 。 いえ 、 ここ まで 
^Lc< れ まし た 


電影 用 に 大 サー ビ 


3 日 替わり ゲス ト の 島崎 さ 
こ ん 。 アダ モ ち ゃ ん に な っ 


て フィ ナー レ に 出 て くだ 
さい まし た 。 


針金 の 衣紋 掛け を 頭 に は 
め る と 自然 に 頭 が 動い て 
し まう 、 と いう 不 思 計 実 
験 を マリ ア に し て いる 私 。 


、 間 / 人 只 
19977 21 和 i ら 上 げ 会 場 に で 
| 名 され SM 秒 前 oN 
NN 2 


。 も 


史 障 [が ん ば り ま し た ね 」 と い 


うこ と で 、 広井 さん が バ | 
ー テ ィ ー の ご ほう び 。 コ 
ウス ケ 先 生 が まだ ちっ ち 
ゃ い ウ 


YES2 


アイ リス に ひと こと 。 
め ・ か わい らし い ア イリ ス が 大 好き ! 
痛かっ た こと は ? 
L 1 た 科 紅 に 秋 わ きれ すぎ て いつ も お 腹 が 痛い 。 


うれ し か っ た こと は ? 
* 歌 謡 ショ ウ の お か げ で 、 声 の 仕事 以外 の 人 に 会 える 。 


う 
や 影響 され た こと は ? 
2 いつ 8 マイ ベー ス な の で 、 あま り 彩 響 さ れ ませ ん 。 
や 織 尋 に ひと こと 。 
・ た くさ ん 元気 を くれ て あり が と う ! 
NN カン ナ に ひと こと 。 
・ 笑 わせ て くれ て あり が と う ! 


紫 張 し た こと は ? 
* 本 番 よ り 稽古 の と き に 緊張 し ます 。 


くやし か っ た こと は 2 
* ビ デオ 収録 の 日 に 限っ て 失敗 する 。 


け 稽 古 中 に よく や る こと は ? 
・ ダ イエ ッ ト す る 。 


紅 隊 に ひと こと 。 
* お ちゃ め な と ころ が 大 好き ! 


失敗 だ っ た こと は ? 


ンス 
と 
さ さく ら に ひと こと 。 
・ が ん ば り 屋 さん な と ころ が 素敵 で す ! 
| * 僕 も カツ ラ に し て も ら え ば よかっ た 。 


す すみ れ に ひと こと 。 
* 何 で も で きる と ころ が 素敵 で す ! 
せ セリ フ は どこ で 覚え ます か ? 
* 電 車 や バス に 乗っ て いる と き が 一 番 集 中 で きる 。 


\ グ 卒業 し た こと は ? 
* サ クラ グッ ズ 集 め ? 部 屋 が せま く て 。 


この 役 に ? いた 
紅 昌 間 / 紅 病 昌 


「 紅 新 遂 」 の ラス トシ ー ン は ウ 
ルウ ル き さて し まし ます 。 こう い 
う の に 刀 い ん で す 。「 ア ラビ ア 
の バラ 」 の ラス ト も 、 グッ と く 
る も の が あり ます ね 、 
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自分 、 体育 会 系 ッ ス 雑誌 を よく 読む 
トラ ウマ が ある 考え る 前 に まず 行動 情熱 的 な 性 格 だ 


私 に と っ て の 歌謡 ショ ウ : 僕 に と っ て 歌謡 ショ ウ の 舞台 と は 役者 と し て の 成長 の 場 で ぁ 
り 、 ファ ン の みん な と ふれ あう こと の で きる 貴重 な 場所 で も あり ます 。 
に 、 新しい 自分 を 発見 で きる よう な 気 が し ます 。 


陶山 草 央 さん の チャ ー ト の 結果 一 @ 紀 タイ フ 


楽し か っ た こと は ? マリ ア に ひと こと 。 
・ 公 演 中 は いつ も 楽し いで す 。 示 ・ 何 を や っ て も カッ コイ イマ リア が 大 好き ! 


挑戦 し た こと は ? 身 に つい た こと は ? 
* 歌 謡 ショ ウ は すべ て が 挑戦 で す 。 み ・ ジ ャ グリ ング が 趣味 に な り ま し た 。 
* 数 年 前 まで は 、 稽古 が つら く て し ょ う が な か っ た 。 * す べ て が 難し いで す 。 


天才 だ と 思っ た こと は ? 珍し か っ た こと は ? 
* 花 組 の みな さん は 、 天才 だ と 思い ます 。 め 


* こ ん な に 大 き な 舞 台 、 ほ か の 作品 で は あり えな い | 


得 し た こと は ? 燃え た こと は ? 
* 歌 語 シ ョ ウ が 年 2 回 ある お か げ で 、 太り すぎ な い 。 3 尼 


だ 
と 
0 ) つら か っ た こと は ? め 難し か っ た こと は ? 


* ゲ キテ イ で は 、 いつ も 燃え て いま す ! 


訂 泣い た こと は ? やこ 、 や っ て みた いこ と は ? 
ON ・ ブ ライ ダル ショ ウ の と き は 、 緊張 し すぎ て 涙 が 出 た 。 ・ 散 説 ショ ウ で 燃え る 歌 を 歌っ て みた い ! 


ー ア に や けた こと は ? 許せ な いこ と は ? 
e ア ・ 愛 さん に 舞台 で か ら か われ る と 、 つい に や け ま す 。 * タ バ コ の 煙 は 苦手 で す 。 目 に し みる の で 。 
[抜き 打ち 検査 で す ! 」 まず 最 初 に 隠 す も の は ? よかっ た こと は ? 
* ゲ ー ム ボー イア ド バ ン ス ほか 。 * い ろ い ろ な こと に 暴 味 を 持つ よう に な っ た 。 
眠れ な か っ た こと は ? や ラッ キー だ っ た こと は ? 
村 * 公 演 中 は 眠 れ な い 日 々 が 多い 。 ら * サ クラ の メン バー に 出会え た こと 。 
の っ ぴき な ら な いこ と は ? リス ペク ト し た こと は ? 
の * 本 番 ま で の 楽し くも つら い 稽 古 。 * リ スペ クト ! え ?7 どう いう 意味 !? 
恥ず か し か っ た こと は ? ルー ル 貼 反し ちゃ っ た こと は 2? 
[ * ブ ライ ダル ショ ウ は 、 思い出 し た だ け で 恥 ず か し い 。 る * 付 き 合 い が 悪 く て 、 ホン ト す み ま せ ん 。 


ヒミツ に し て いた こと は ? レニ に ひと こと 。 。 
ひ * ヒ ミツ だ か ら 、 ま だ 言え ませ ん 。 ・ レ ニ の 歌 に は いつ も 感動 ! あり が と う ! 


朗報 だ っ た こと は ? 
< 歌謡 ショ ウ は 10 年 続く と いう ウワサ を 聞い た 


不 思 岡 だ っ た こと は ? 
) \ ・ な ぜ か 同じ 人 が 連日 一 番 前 に 座っ て いる こと が ある 。 


へ コ ん だ こと は ? 
7N * 稽 古 中 は 、 よく へ コ み ます 。 


は 本 番 期 間 中 、 げん か つぎ に する こと は ? 


笑っ た こと は ? 
・ カ ン ナ と 織姫 に は 、 いつ も 笑わ され て いま す 。 


ん ーー? だ っ た こと は ? 


< 朝起き た ら 、 熱血 アニ メソ ング を 聴い て 目 を 覚ます 。 < 答 古 中 は 、 い つも 「 ん 7」 な 感じ で す 


この 役 を や り た か っ た 


黒潮 騎士 団 / 海 神 別 荘 


シア ー 
この 役 に 和 甘 ' つ だ た 
赤 餅 クン / 海 神 別荘 


衣装 が カッ コイ イ ! そう いう 
意味 で は 公子 の 衣装 も いい な 
ぁ 。 少 し 重 そ うだ けど 


も うか わい く て お も し ろく て 、 
た まり ませ ん ! この シー ン に 
な る と 、 い つる 客席 の 一 番 後 
ろ で 観 て まし た 、 何 度 観 て も 
笑え ます ! 


台 に 立つ た び 


[NO > 努力 に 勝る 天才 は な し [NO> お 酒 は か な り 飲め る [NO > 


2000.7.28 


ンタ 


電 李 SU ぉ の 


m 妖 ジコ ヨ ソ 
放り 出 写 真 


太 の プラ イル 名 


店 こう US 丈 
で す ょ | で の 好き な ん 
8) ら これ は 休憩 ショ ウタ イム 6 問題 の 涙 ウ ルウ ル 写 真 で 4 計 全然 井 和 感 な いで し 
の 本 番 前 に 撮っ た 写真 。 自分 の 出番 を 待つ て 自分 で も 、 け っ こ 
だ と 思い ます 。 愛 さん に いる あい だ に 緊張 が ビー は 0 コ で まじ だ に 
は 、 い つも 迷惑 か けっ ぱ ク に 較 し て 、 涙 が め ふ れ な み に 、 大 前 さん の は 本 
A&Cs そう に 。 物 で す よ 。 3 


Wa 1 


歌謡 ショ ウ で は 、 各 公演 それ ぞ 
れ に オリ ジ ナ ル の 楽曲 が 作ら 
れ 、 舞 台 を 彩っ て いる 。 また 、 
新春 歌謡 ショ ウ で は 、 持ち 歌 交 
換 で 曲 と 歌い 手 の 意外 な 組み 
合わ せ も 楽し め る こと も 見 逃 せ 
な い 。 ここ で は 、| つば さ 」 一 | 春 
窟 紫 花 夢 民 別 」 で 歌わ れ て きた 、 
すべ て の 曲 を まとめ て みた 。 
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玩 い 


いる ここ 9 1 


概 ! 帝国 華 映 団 ン テ 

帝国 歌 加 _ 8 
2 受 は ダイ ヤ 0 隊 K22DOSSS2 ョ ーーー 

カン ナ 、 すみ れ 4 9 陸 に 間 
3 エチ ュー ド だ じ の 青空 語詞 記 
ー アイ リス ー 22 隊 。 』 
1 東京 的 休日 11 ジン グル ベル 
_ 紅 間 王 刺 で さくら 、 すみ れ 、 マリ ア 、 ア 3 
5 この 世 は 楽し 大 特 、 還 示 介 アン かえで 、 
四国 べ 人 0 衣 還 5 12 赤 虚 の トナ カイ 関 3 ーー 
6 きく < ら アイ リス 、 カン ナ 

さく ら 13 ママ が サン タ に ー ョ = 

さ <5 = 計 誠 8 に キス を た 
ウマ 、 さく 5 大 キス を し た 

カン ナ 14 サン タ が 街 に や 
上 旨 幸 の ほ 来る 
9 四 オ カンリ ニュ マン _ すみれ 、 マ リア 議 く 
明 KZU22 の 15 ホワ イト クリ スマ ス 
9 表 の サン バ さく ら 、 す みれ 、 団 料 介 
_ あや め 5 こら ーー 16 きよ し この 夜 
10 な や まし マン ボ | 

すみ れ ) (コー ラス : さ く 5、 す みれ マリ カ ア イリ スカ ッ 大 入国 ) 
11 受 ゆ え に _ 17 Happy Day Happy Xmas 

さく ら 、 マリ ア は カン ナ 、 か え で 
SS _ (コー ラス : す みれ 、 マ リア 、 大 神 、 団 
12 花咲 く 選 女 2 

国 形 団 1 友 了 の 氏 


13 概 ! 帝国 華 遇 団 
全員 


1 概 ! 帝 国 華 机 団 ( 改 ) 
帝国 歌劇 団 


さく ら 、 すみ れ 、 マリ ア 


19 Happy Birthday 
半 く ら 、 すみ れ 、 マリ ア 、 アイ リス 、 カン > 
が え で 、 大 神 、 困 介 


20 符 美 歌 98 番 


2 お 和 祭 ダ ンス 
さく ら 


3 も し も …・ 
総 尋 


4 愛し の ジャ ン ポ ー ル 
アイ リス 


5 メト ロ で 行こ う 
紅 関 


6 春 が 来る 


GND) 


7 南 風 GOGO 
コジ ジェ 


8 都 の 花 ぞ 
か え で 


9 絶対 運命 の タン ゴ 
すみ れ 


10 イカ ルス の 是 
展 


11 生き て る 喜び 


マリ ア 


12 甲板 フラ フラ 
大 神 


13 恋 の 発車 オー ライ 
帝 劇 三 人 娘 

14 恋 の 発車 オー ライ 
呆 作 組 


152 ン ディ 
団 耕作 


16 つば さき 
紅 疾 、 ア イリ ス 


17 腔 の つづ き 
帝国 歌劇 


18 概 ! 常 国 華 黄 団 ( 改 ) 
全員 


1 奇跡 の 鐘 5 
さく ら 、 すみ れ 、 マリ ア 、 アイ リス 、 カン ナ 、 か え で 


2 Happy Day Happy mas 
さく ら 、 ア イリ ス 、 カン ナ 、 か え で 
(コー ラス : すみ れ 、 マ リア 、 大 神 ) 

3 この 世 は 楽し 


さく ら 、 大神 の 
(コー ラス : す みれ 、 マリ ア 、 アイ リス 、 カン ナ 、 か え で ) 


4 な や まし マン ボ 
すみ れ 


5 お 祭り ダン ス 
さく ら 


6 愛し の ジャ ン ポ ー ル 
アイ リス 


7 チャ ン バ パラ ブギ 


マリ ア ーー 


21 花咲 く と 女 
で さくら 、 すみ れ 、 マリ ア 、 アイ リス 、 カン ナ 、 織姫 、 
レニ 、 か え で 、 大 神 、 団 耕 介 

22 ゲキ テイ 
さく ら 、 すみ れ 、 マリ ア 、 アイ リス 、 カン ナ 、 織 尋 、 
レニ 、 か え で 、 大 神 、 団 耕 介 


1 これ が レビ ュ ウ ! 
帝国 歌劇 団 

2 ウチ ャ ! 癌 び の 歌 
益 共 組 

3 紅 ト カゲ の 演 
すみ れ 、 普 符 組 

4 チチ ナン の プイ 
アイ リス 

5 素晴らし き 抑 台 
了 三 


6 カモ ナ 浅 草 
さく ら 、 ダン ディ 
7 この 夜 は 楽し 
大 神 、 アイ リス 
8 夕焼け の 向こう に 
、 で ⑳ 記 
9 信じ られ る こと 
か え で お 
10 ひら めき の 歌 
紅 間 
11 私 の 夏 
析 尋 


12 Lizard Dance 
すみ れ 


13 受 は 水 久 に 
カン ナ 、 すみ れ 
11 これ が レビ ュ ウ ! ( 改 ) 
| 麗 歌 前 団 ン 
15 概 ! 常 国 華 撃団 ( 改 ) 
全員 


1 イッ ツ ・ シ ョ ウタ イム 

マリ ア 、 織姫 、 レニ 
2 心 は 砂漠 の よう に 

普 薄 組 

』 へ 行こ う ! 

上 中 島 親方 、 大 神 、 江戸 川 可 声 
+ スキ ャ ンダ ル は ダメ よ 

か え で 、 す みれ 


紅 隊 

6 これ が レビ ュ ウ ! 
ワッ ピル 

7 花 組 を 潰せ ! 
方 。。。 一 一 


。 ポ = や = や … mmm 


が # 上 


な た の お 気に入り 隊 計 0 
細 昌 ーー 19 花 歴 ツン と の 書物 は 
ティ 音頭 さく 5 1 0 ラン 
と 20 スト ー ン モン キー 芝 クン いら っ し ゃ い 
な 夜 マリ ア 、 カン ナ ーー 半 
本 ーー クー 21 輝き 下 すべ て は 海 へ 
の お 気に入り の 5 さく ら 、 マ リ ァ 
リス 、 科 アイ リス 、 レ ニ 15 花 組 レ ビ 
すみ 22 ゲキ ティ 2 
の いき 立ち 上 が れ ! 帝国 形 団 16 ゲキ テイ ( 衝 1oee 
物 の よう に 23 花 上 く 愉 る 7 イ ( 板 ! 誠 国 拓 ) 
因 224 識 帝国 形 加 ーー 
ーー 1 苫 偶 ぶ 歌 
ア の バフ 2 
1 24 細 1 4C20 の ビン ( 改 ) 1 ー さく 5、 す みれ 、 ア イリ ス 
ーー ネ 人 
jj 悲し み を 越え て 旨 還 散 行人 
レニ 、 マリ ア 2 つば き ーー 
因 し い 本 来 へ か え で 、 大 神 識 9 同省 の 歌 ーー 
1 大 委 3 愛 ゆ え に スカン ナ 
見 て いよ う マリ カ ア 、 織姫 ヨ 4 和 の 海 月 ニー 
1 大和 4 マス カレ イド ~ に 
ゲキ テイ ( 科 ! 麗 黄 団 の の 間 Bo ルー 
倒 SS 1 6 **vf 画 。 ーー 一 
リア 、 か え で 
E 6 の サン バ 是 TP フー ニー ーー ーー 
1 帝国 薩 団 2 2 7 この 世 は 楽し 
ea Ei 7 メト ロ で 行こ う ー 邊 層 方 
た マン ボ HK ラ ) ーー ニーー ーー 
2 カン ナ 北 ? 0 
3 南 風 GoGo 8 チチ ン の プイ 谷 9 マス カレ イド トー に 
。 完 紅 隊 問 。 ヵ ぁ < 
4 東京 的 休日 9 チャ ン バ パラ ブギ 10 私 の お 気に入り 
和 すみ れ さく ら 、 マリ 2 
5 お 系 り ダ ンス 10 02 ンズ 惜 マス カレ イド 
きく 5 マ か え で 
1 衣 ほ 11 ユー ロ 恋 の 発車 オー ライ ! 別 15 私 の お 気に入り 
アイ リス すみ れ 、 アイ リス 、 紅 隊 さく 5、 マ リア 、 レニ 
7 証 い ビ アク 12 ユー ロ ゲ キ テイ 13 スキ ャ ンダ ル は タメ よ 
マリ ア さく ら 5 アイ リス 
8 愉快 な 夜 13 この 世 は 楽し 14 花 礎 
か え で 、 大 神 か え で 、 大 神 _ _ レニ 、 ベ ロム ー チ ョ 下 田 
9 2 符 テイ 間 大 14 時 代 の 列車 90 
8 紅 開 、 弧 尋 、 さく 5 汗 
10 いよ う ラプ ソ デ ィ ー 16 キネ マ 行 進 曲 
の 15 5662 さく ら 、 マリア, アイ リス 、 紅 陣 、 カン レニ 、 か え で 、 
神 
1 概 ! 芝 時 16 花 吹 当 ・ 自 温 電 天 さ 
還 き 主 17 愛 は 永久 に 
9 和 ま 生生 すみ れ 、 カン ナ 
の 17 キネ マ 行 進 と 隊 く 2 
1 ゲキ ティ すみ れ 、 カン ナ 1 
5 18 雲 浴 の 歌 ご 枯 姫 の タ よ リー 大 和 
すみ れ 、 マリ ア キテ 
SS 19 春風 の 恋歌 2 アイ リス 、 紅 、 カン ナ 、 レニ 
3 メト ロ で 行こ う リア 、 レ ニ 20 夢見 て いよ う 。 
紅 較 届 7 0 紅斑 、 カ ン ナ 、 レニ 
4 チチ ン の プイ アイ リス 、 レ ニ 21 花 組 レビ ュ ウ 代 ま 導 
6 21 夢 の つづ き さく ら 、 マリ ア アイ リス 、 紅 較 、 カン レニ 
5 衣 プ ギ キ 名 22 新しい 未来 紅 岡 、 カ ン ナ 、 レ ニ 
? テ 1 1 生計 さく ら 、 マリ ア 、 アイ リス 、 吉 開 、 ーー 
6 都 の 花 そ 22 46028 帝国 華 撃 団 ) の 
か え で ご で さく ら 、 マリ ア 、 アイ リス 、 紅 隊 、 カ ン 、 レニ 
7 甲板 フラ ララ の 24 ユー ロ 恋 の 発車 オー ライ ! 
人 フ ラフ シ | 花 組 レ ビュ ウ アイリス 間 。。 。 
8 ダン テ ーー ーーー ーー ューー ーー ーー PS 
2 2 バス は 行く 行く 夢 科 せ て 25 これ 2 還 は 2 De 
か え で 、 ダン ディ ーー ニニ ーーーーー ニ ーー デー 
9 の 二 
1 カルス の 蜂 3 物語 の は じ ま り 2 
OS = レニ 、 織姫 デー 選 償 の タン ゴ 
や ッ Oo 王 議 ea 
1 な や まし マン カン ナ 、 アイ リス 、 な 和 ま IR 
DO 5 SNS な ら よ すみ れ = 
1 次 移 組 、 表 の つづ き 
6 は 6 ラム ネ の 歌 民 2 マリ ア 、 アイ リス 、 紅 固 、 カン ナム レニ 
13 アイ リス 30 すみ れ チ ャ ナヤ チャ 
らき 7 怪人 デ ベ ソ LM も ーーー 
14 崩 場 へ 行こ = マリ ア 、 琶 本 弓 31 セン ター スポ ボッ ト コ 
か え で 行こ う ! 8 幸せ な 芝 っ っ ーー ニー ニー ニー 4 
WS 大 神 、 中 内 親方 、 団 和 介 すみ れ 
ッ ル 糧 9 日 ず きも 誤 
16 由 シ タ 吉 共 組 レーーーーー 
ポッ 海 の 宴 花 の 用 
ュ すみれ ッ ト 10 2 か え で 
少 み る 機 徹 11 夜 の 海 月 
さく ら 、 す みれ 、 レ ニ mMi 191 
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注意 事項 > 3 
落丁 本 ・ 乱 丁 本 は 小 社 販売 に て お 取り 替え いた し ます 。 

禁 無 断 複 製 ン 

本 書 に 関す る お 問い 合わ ぜ は 、 平日 の 午後 4 時 か ら 午後 6 時 の 問 に 

電話 番号 困 164 で お 受け し て いま す 。 


